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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ




　生まれて初めて、人を斬きった。

　生まれて初めて、人を助けた。

　刃やいばは全すべてを通り抜ぬける。

　殺人犯と、人質の少女。

　そして少女が抱だきかかえていた大きなぬいぐるみ。

　強く念じれば、剣けんは必ず応こたえてくれた。

　少女を助けたいという気持ちが、不思議な力で守ってくれた。

　剣の〝能力〟で、少女は守った。

　斬ったのは殺人犯だけで、少女には傷一つなかった。

　震ふるえる手に縋すがりながら、少女は「ありがとう」と何度も言っていた。

　だけど──

　少女のぬいぐるみは助けられなかった。

　血で汚よごれ、切断されたぬいぐるみは、どうやっても直らなかった。








　１　Ｄｉｓｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　01




　痛みと衝しよう撃げきで、目の前が真っ白になった。

　その痛みを認にん識しきするより先に、次の痛みがやってくる。

「ってぇ！」

　何度もまばたきをして、若わか林ばやし練れん司じは眼前の敵を探した。

　敵は、目の前に立っている。

　それなのに、見えない。

「ふっ！」

　重い声と、続く一いち撃げき。

　手首、そして胴。竹刀しないの連撃は確実に練司の急所に命中する。反撃したいが、闇やみ雲くもに返したところで相手にかすりもしない。

「どうした練司。もう終わりか？」

「まだ……まだっ！」

　練司は手で制し、少しだけ息を整える時間をもらった。

　大きく息を吸い、吐はく。

　道場の畳たたみの感触が素す足あしに食い込む。全身から流れる汗あせが空調の風に晒さらされて冷えていくが、それでも火ほ照てった身体からだは冷えない。竹刀が汗で滑すべるが、強く握にぎって離はなさないようにする。

　これだけ消しよう耗もうしているのに、相手は汗一つかいていない。

「ちくしょう……！」

　勝てない事よりも、その余よ裕ゆうの表情がムカつく。

　練司よりも数倍長く生きている壮そう年ねんの男。

　がっしりとした体格もそうだが、武骨な顔つきや険しい表情が、古き良きガンコ親父おやじといった風格を醸かもし出している。実際、この男ほどガンコな男は弁べん慶けい機関にいないだろう。

　片かた剣つるぎ剛ごう善ぜん。

　弁慶機関のナンバー２──総長にして、最強の剣けん士し。

　こと剣において彼の右に出る者は日本にも、あるいは世界にもいないのではないかと噂うわさされている。

　そんな相手に、半年ちょっと修しゆ行ぎようしただけの高校生である練司が勝てるはずがない。まだ身体も華きや奢しやで、精神も未成熟だ。

　それでも練司は強くならねばならなかった。

　この世界に存在する、人じん智ちを超こえた能力を持つ武器──「Ｄアーム」を操あやつるためには、ひ弱なままではいけないのだ。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか？」

　練司は息を整えながら、隣となりに立っている少女を見た。

「は、はいっ！」

　練司よりもずっと若い、十三歳の女の子。細身の身体はフラフラとおぼつかない。頭にはスポーツチャンバラで使用するガードをつけているが、他ほかはＴシャツとスパッツのみ。防具すらない。

　そのため、少女の全身はアザだらけだった。

　痛みに顔をしかめる少女は、泣きもせず、剛善にずっと竹刀を向けている。

　傍はたから見たら虐ぎやく待たいにしか見えない。すでに練司の身体は打だ撲ぼくが数か所できている。しかしこれでも剛善は手加減しているのだ。本気ならば骨折の一つや二つしていても不思議ではない。

「おい、オヤッさん！　もう糸いとは限界だ！　休ませてやれよ！」

　練司は少女──糸の前に立つ。

　気き丈じように振ふる舞まってはいるが、糸は立っているだけで精せい一いつ杯ぱいだ。もう意識もほとんど残っていない。

　それなのに、

「平気ですっ！　私、まだやれます！」

「ウソつけ！　強がるな！」

「それを言ったら、練司さんだって！」

　糸の言葉は間ま違ちがっていない。すでに練司も限界だ。あと一撃くらったら気絶する自信がある。しかし今倒れたら糸が集中攻こう撃げきを食らってしまいそうで、男の意地が練司を倒してくれないのだ。

　そんな二人を見て、剛善はゆっくりと竹刀を下げた。

「……痛いか」

　当たり前のことを尋たずねてくる。

　練司はこの言葉の意味を知っていた。

　これは彼が弁慶機関に入った時にもされた質問だ。

　だから今は糸に尋ねているのだろう。

「答えろ、痛いのか？」

「めちゃくちゃ痛いです……！」

「うむ」

　糸が答えると、剛善は満足したように頷うなずき、竹刀を担かついだ。

「島しま原ばら糸くん、といったな」

「は、はいっ」

「君はＤアームと契けい約やくし、〝伝承者テイルキーパー〟となった。その重荷を感じているか？」

「…………」

　糸は答えない。

「Ｄアームとは、つまり武器だ。人を殺あやめる道具だ。どんなに神秘的な力を持っていようが、やる事は同じなのだ」

「はい」

「今、君が受けた激しい痛み。辛つらいだろう。苦しいだろう。逃にげ出したいだろう。誰だれかに代わって欲しいだろう」

　糸はアザだらけの腕うでをぎゅっと握る。




「それをそっくりそのまま誰かに与あたえる事──それが我々の仕事なのだ」




　弁慶機関。

　古来から続くＤアームを収集、管理する組織。昔は陰おん陽みよう師じの力を使って封ふう印いんするだけに留とどめていたが、やがて力を悪用する人間に対たい抗こうするために、組織だった戦せん闘とう集団になっていった。

　そう、伝承者テイルキーパーの仕事とは戦い。

　刃は物もので誰かを傷つけて金をもらう仕事をしている。

「言葉で教えても、この痛みは分からないだろう。学校の授業でもこんな事はしないはずだ。だが弁慶機関は違う。まず『痛みを知る』。それが理解できぬ者にＤアームを使う資格はない」

「…………」

　糸は涙なみだぐんだ目で、黙だまって頷いた。

　弁慶機関で行う、最初の訓練が終わった。

　そして──

「糸！」

　倒れそうになった糸を、人間よりも大きな獣けものがその胴どう体たいで支えた。白い毛並みと優やさしい目を持った、全身に紋もん様ようのある獣。それまで道場の隅すみでじっと待機していたのだが、我が慢まんできなくなったのだろう。

　毛布のような身体に身を預ける糸。

「大切な事を学ぶため、あえて助けなかった。許せ糸」

「ありがと……クトネシリカ」

　この犬、もとい狼おおかみが糸のＤアーム。長い年月を経へて霊れい力りよくを得た武器は、その身を変化させて人間社会に溶とけ込む事ができるのだ。

　人間以外の形状を取るＤアームは珍めずらしい。しかし北海道の山林で暮らしていたクトネシリカにとってはこちらの姿の方が過ごしやすかったのだ。

　はっきりと言葉を交かわしてからまだ一月も経たっていないが、糸とクトネシリカの信しん頼らいは厚い。まるで長年連れ添そった親友のようだ。

　それに引き換かえ──

「アッハッハッハ！　練司、お主のその面つら構がまえ──まるで豚ぶたが殴なぐられたようじゃ！」

　腹を抱かかえて笑っている黒くろ髪かみの女性。

　薄うすい眉まゆに切れる目、細い顎あごといった美女の要素には不足していないが、いかんせん相棒に対する配はい慮りよが欠けているのではないか。長いワンピースの裾すそを掴つかみ、笑いながらヒラヒラと振っている様は練司の神経を見事に逆さか撫なでしてくれる。

「薄うす緑みどり、てめぇ笑いすぎだ！」

「アーッハッハッハ！　そこらへんのお笑い芸人より笑えるぞお主！　ウソだと思うなら、そこの鏡を見てみろ！」

　と、道場の隅にある姿見を指す薄緑。道着を正すために設置されているのだろうが、なるほど、見てみると確かに豚が殴られたように腫はれあがっている。糸と違って、練司は頭にも防具を着けなかったのだ。

　本当に情けない。これなら薄緑でなくても笑う。

「ていうかオヤッさん、今日は糸の訓練だろ？　俺まで一いつ緒しよになって殴られる意味あったんスか!?」

「お前はもともと修行が足りんからな。ちょうどいい機会だ」

　サラリと言われてしまっては、練司も返す言葉がない。修行が足りないのは事実だし、剛善に面の一つも入れてやろうという野心があったのも事実。その結果が、この腫れた顔だ。

「しかし、そう考えると大したものじゃな」

　練司の顔に慣れた薄緑が、神しん妙みような顔で隣を見る。
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　そこに座っているのは、短い金きん髪ぱつの美女。練司よりも年下なのだが、ハーフという事情もあってか、年以上に大人びて見える。

　近年になって急成長したのか、道着越ごしでも汗ばんだボディラインが分かる。自分の視線に気づかれないよう練司は天てん井じようを見上げた。

「ライラはあの剛善の娘むすめなのじゃろう？　子供の頃ころからあのようにしごかれていたのか」

「……幼よう稚ち園えんに入る頃には、もう竹刀しないを握らされていた」

「それで顔に傷一つないとは。お主が優すぐれていたのか、それとも剛善が手加減したのか」

　言われてみれば、確かに。

　贔ひい屓き目めに見なくてもライラの美び貌ぼうは薄緑に引けを取らない。外国人の血が混じっているせいか、陶とう器き人形のように麗うるわしいその顔は、薄緑とは違った美しさがある。

「別に、私はきちんと防具をつけて稽けい古こをしていただけだ。今日の訓練は特別だ」

　照れて俯うつむくライラ。

　彼女は練司と同じ、弁慶機関第三課で働いている。練司の直属の上司にあたり、何かと助けられている。

　あの岩のような顔の剛善の遺伝子をどうこねくり回したらライラのような美少女が生まれるのか、とは練司だけでなく弁慶機関全体に広まっている七不思議の一つだ。しかし顔が似ていないのは、皆みんな分かっていてからかっているのだ。彼女が剛善の血を引いている事は、その卓たく越えつした剣けんの腕が証明している。

「では、今日はこれで終わりだ。後で大おお森もり山やま博士に診みてもらいなさい」

　そう言うと、剛善はその場に正座する。

　クトネシリカの背中にもたれていた糸は慌あわててそれに倣ならい正座する。練司もぶつくさ言いながらも、身体からだに礼が染み付いていた。

「ありがとうございました」

　手をついて礼をする。練司も糸もクタクタだが、この瞬しゆん間かんは全身全ぜん霊れいで感謝の気持ちを伝えた。

「そういえば、まだ聞いていなかったな」

　顔を上げた剛善が尋ねる。

「糸くん。君はどういう理由で弁慶機関に入った？」

「え……それは」

　糸は答えようとして、思い直す。自分の答えが恥はずかしい事なのではないかと迷っている様子だが、

「構わない。別に動機が不純だからといって追い出すような真ま似ねはしない」

「えっと、その……『自分』を守るため、です」

　たどたどしい、糸の本音。

「ふむ。『自分』か」

「は、はい。私、伝承者テイルキーパーの皆が好きなんです。だから、その人たちに嫌きらわれたくないっていうか、せっかくできた自分の居場所を壊こわされたくないっていうか……」

　話しながら、どんどん顔が下がる糸。

　彼女の目的は、とても個人的だ。

　しかしそれは練司も同じ。失った幼なじみと、その命を奪うばったＤアームを追うために弁慶機関に入った。その理由も剛善は黙って受け入れてくれた。

　今度もそうだ。剛善は受け入れるどころか──

「とても良い理由だ」

「ええっ？」

　まさか褒ほめられると思っていなかったのだろう、糸の顔が一瞬で上がる。

「自分自身のために戦う。それは単純にして絶対的な真理だ。ライラよりずっと良い理由じゃないか」

「なっ!?」

　今度はライラが驚おどろいて顔を上げた。まさかこの話題で自分が貶けなされるとは思ってもみなかったのだろう。

「何な故ぜですか、お父様!?」

　立ち上がって抗こう議ぎするライラ。

「私はＤアームを悪用させないため、ひいては正義のために剣を取ると誓ちかった！　糸の主張が悪いとは言いませんが、私の正義がそれに劣おとっているというのは聞き捨てならない！」

　何度か聞いたことがあるが、とてもライラらしい理由だと練司は思う。

　そして彼女の言う通り、それが悪い理由には聞こえない。

　剛善にとって、どこがいけないのだろう。

「もう少し切せつ羽ぱ詰つまらねば分からぬよ」

　剛善は立ち上がると、それだけ言って道場を出ていった。

「お父様……！」

　ライラが追いかけようとするが、

「きゅう～～……」

「わーっ！　糸、しっかりしろ！」

　張りつめていた空気が解けた途と端たん、痛みと疲ひ労ろうで糸が正座したまま気絶したため、それどころではなくなってしまった。




　　　　＊




　東京都世せ田たが谷や区に本ほん拠きよ地ちを置く弁慶機関。

　世界に対する影えい響きよう力は強いが、その基地は東京にしか存在しない。国内に支部は置かずに、有事の際は日本全国どこにでも駆かけつける。

　その代わり、表向きの会社であるベンケイ警備保障は日本だけでなく世界に支店が存在しているため、情報などはここから集められる。

　機関に在ざい籍せきする伝承者テイルキーパーたちも、社会的な立場はベンケイ警備保障の社員という事になっており、福利厚生などは会社に準ずる。リスクが高いため、手当も厚い。同時に機関から高額の報ほう酬しゆうを約束されているのだ。

「よう練司、オヤッさんにやられたのか？」

「もっと鍛きたえねーとダメだぞ。そんなヒョロい身体じゃ女にもモテないしな！」

「ってぇ！」

　弁慶機関の社員食堂で、練司の背中を思いっきり叩たたいたのは筋肉質の男二人。自衛隊に入っても通用しそうなガタイの彼らは、戦せん闘とう専門の第一課に所属する伝承者テイルキーパーたちである。練司とは鍛え方が違ちがう。

「あにすんだよ！」

　絆ばん創そう膏こうだらけの顔を歪ゆがませて練司が吼ほえた時には、もうすでに一課の二人は遠くに去ってしまった。巨きよ体たいに似合わない俊しゆん敏びんな動作である。

「ったく……」

　痛む背中をさすり、練司はコーヒーを啜すする。

　現在、机には練司しかいないが、四人分の食券が置かれている。練司と薄緑、糸ともう一人の分。他ほかにもメンバーはいるのだが、食事に同席するのを拒こばんだのだ。

　ちなみにこの社員食堂、弁慶機関に所属する者たちのみが使用できる。食事は無料で味も量も申し分ないので、独身の機関員以外にも人気がある。特とく殊しゆな食事を好むＤアームでも満足させられるメニューがあるため、一いつ般ぱんの食堂と分ける必要があったのだ。

「あいつら、まだかな」

　練司が待っているのは夕食ではなく、他の者たちだ。

　道場でのシゴキが終わった後、糸は別の用事で席を外したのだ。それからみんなで夕食にしようという話だったのだが──

「うわ～～ん、練司ぃ～！」

　いきなり薄緑が泣きながら練司の胸に飛び込んできた。

「なっ、ど、どうした薄緑!?」

　予想しなかった不意打ちに戸と惑まどう練司。怒おこる事や笑う事はよくあれど、泣きながら抱だきついてくるなんて、よほどの事だ。

「い、糸が……糸のヤツめが……！」

「んん？」

　さっぱり話が見えない。

　練司が首を傾かしげていると、食堂に糸たちがやってきた。

「やっほ～、お待たせ練ちゃ～ん」

　のんびりとした声で手を振ふっている白衣の女性。大森山杏あんと言い、弁慶機関でＤアームを研究している博士だ。どういうわけか練司の家に住み着いて、自らを「おねいちゃん」と呼ばせようとする変人である。

「おう、遅おそかったな」

「は、はい……」

　その杏の腰こしにしがみ付くようにして隠かくれている、糸。

　彼女は弁慶機関の戦闘スーツに身を包んでいた。

　強化繊せん維いによって防ぼう弾だん、防ぼう刃じん性能に優すぐれた特殊スーツである。糸の身体にピッタリとフィットしている。小こ柄がらな糸でも格好よく見え、まるでテレビアニメのヒーローのようだ。

「ど、どうでしょうか……？」

「おう、似合ってるよ。すごくいい」

　練司が正直な感想を言うと、

「そ、そうですか。エヘヘ」

　照れて顔を赤くする糸。

「ま、糸ちゃんが戦う場面なんてそうそうないけどね～。だけど身を守るブツはいっぱい持ってた方がいいもんね～」

　杏の言葉に練司も同意する。

　中学生を前線に出すほど弁慶機関は弱い集団ではないが、突とつ発ぱつ的に敵に襲おそわれる可能性だってあるのだ。そういう時のために準備はしておかなくてはならない。

「んじゃ、ごはんにしようか～」

「えっ、これ着たままですか？」

　驚いて杏を見る糸。

「まぁまぁ、フィット感のテストみたいなもんだと思って～。ていうかお腹なか減ってガマンできないし～」

「正直すぎるだろ、杏」

　苦く笑しようして食券を取る練司。あとはこれをおばちゃんに提出すれば、すぐに料理が出てくるわけだが──

　さっきからしがみついている薄緑が離はなれてくれない。

「で、コイツはどうしたんだ？」

「うっうっ……もう、妾わらわは誰だれも信じぬのじゃ」

　目から大おお粒つぶの涙なみだを流している薄緑。

「ん～、それがさぁ、糸ちゃんが試着してる時にさぁ、ヒマだからって彼女のスリーサイズのデータを見たら、そうなっちゃって～」

「スリーサイズ……？」

　簡単な杏の報告に、練司はある結論にたどり着く。

　それは、とても悲しい真実──

　覆くつがえしようのない、数字という明確な勝敗の基準。

「まさか、薄緑……お前、糸に負けたのか……!?」

「うわ～ん！　言うな言うな言うな～っ！」

　練司の肩かたを力なく叩く薄緑。

　抱きつかれた時から感じていた──否いな、感じなかった感かん触しよく。

　性格の悪さを補って余りある美び貌ぼうの持ち主である薄緑の、たった一つの弱点。

「え、えっと、その、私、どういう反応をしたら良いのでしょうか」

　胸むな元もとを手で隠しながら、さらに赤くなる糸。

「うるさいっ！　この裏切り者！」

「そんなっ！」

　泣き腫はらした目で糸を睨にらむ薄緑。

　同情はするが、練司にはかける言葉が見つからない。

「まぁまぁ薄緑ちゃん」

　そんな薄緑の肩を優やさしく叩いたのは、杏だった。

「おっぱいの大きさだけが全すべてじゃないって～」

「姉上に言われても説得力がないっ！」

　言われてチラリと視線を移すと、薄緑の言うとおり、スレンダーな体型ながらも説得力を失うくらいにはあった。

　周囲が振り向くほど騒さわぎ立てる薄緑と、それをなだめる杏。そして当とう惑わくする糸。

「……俺は、どうしたら」

　騒ぎの渦か中ちゆうにいて、一番恥はずかしかったのは練司であった。







　泣き喚わめいていた薄緑も、食事が始まればケロリと元通りになる。人間もＤアームも美お味いしい物を食べれば元気になるものだ。

　普ふ段だんは自宅で食事をする練司たちだが、こうして週に何度か弁慶機関の食堂で食べるのが恒こう例れいになっている。もはや第二の食しよく卓たくと言っても過言ではない。

「スーツに無線、あと救急ツールに契けい約やく書しよなんかの書類全ぜん般ぱん……あと忘れてる物あったっけか？」

「そうですね……」

　糸が伝承者テイルキーパーとして働ける環かん境きようはあらかた整っているはずだ。もう明日あしたからでも任務に就つくことができるはず。

「あ、ええとですね」

　思い出したように糸は下を見る。

　彼女が座っている椅い子すの下には、クトネシリカが待機していた。人間用のビーフジャーキーを珍めずらしそうに齧かじっている。

「いつもこの子と一いつ緒しよにいたいんですけど、この姿じゃ危険なんですよね」

　狼おおかみの姿をしているだけでも驚おどろかれるのに、そのサイズは犬のレベルを遥はるかに越こえている。ある程度大きさを変えられると言うが、一番小さくてもライオンの成せい獣じゆうくらい、大きくなれば軽トラックほどにもなる。

　そんな姿のＤアームを街中に出せば、たちまちパニックになる。クトネシリカが今まで隠れて糸を守っていたのは、それが理由だったのだ。

「だから剣けんの姿で持ち歩けばいいんじゃないかって思ったんです」

「それなら、機関の備品にあるぜ。刀袋ぶくろやケースが」

　練司は使った事はないが、とにかく刀剣類を扱あつかうプロが揃そろう場所だ。刃は物ものに関する道具ならここで全て手に入る。

「はい、それで刀袋を貸してもらったんですけど……クトネシリカ、ちょっと大きすぎるんです」

「そのようだ。私はどうも奇き妙みような形をしているらしい」

　ビーフジャーキーを食べ終えたクトネシリカは、その身体からだを輝かがやかせると一振りの剣に姿を変える。鞘さやに収められた刀剣の姿こそが、Ｄアームの本来の姿なのだ。

　変身したクトネシリカを、糸はテーブルの上に置いた。

　練司が上から覗のぞき込むと、なるほど、糸の言わんとしている事が分かった。

　クトネシリカは「アイヌ刀」と呼ばれる太た刀ちだ。アイヌ刀に限らず、太刀というものは打うち刀がたなに比べて反りが大きい。刃の部分はともかく、クトネシリカは柄つかの部分でさらに大きく反っているため、まっすぐな刀袋では入らないだろう。

　剣道用の竹刀しない袋に入れて持ち歩けばそこらへんの剣道少女だと思われるが、ここまで反りが大きい竹刀はどこにもないだろう。

「山の中ならば狼の姿で問題ないのだが、人の多いこの町で糸を守るとなれば、それ相応の形態が必要になる事も理解している。私も人間の姿に変身できるよう、訓練するつもりだが」

　悔くやしそうな声のクトネシリカだが、そう悲観するほどの話ではないと練司は思っていた。このくらいならすぐ解決できそうだ。

「製図用のデカい図面筒つつとかじゃダメか？」

「私ならともかく、中学生がそんなもの持ってたら逆に怪あやしまれちゃうよ～」

　ツッコミながらも、杏はたくあんをボリボリと噛かんでいる。見た目は不健康だが、食事の時は誰よりも元気になる女だ。

「ふむ、それなら楽器を入れるケースはどうかのう？」

「あ、それいいかもです！」

　薄緑の提案に糸が乗る。確かにギターやチェロなどのケースであれば怪しまれない。中学生が楽器を持っていたとしても不思議ではない。

「フフフ、ギターケースに銃じゆうを仕込むマフィアみたいだね～」

　おかしそうに笑う杏だが、もともと弁慶機関は暴力組織だ。使用法としてはマフィアと違ちがいはない。

「だけど、楽器ケース以外にも容いれ物ってあるだろ？」

「そうじゃのう、世の中広いから様々な容器があってしかるべきじゃ」

　しかし糸が提案した、刀以外のケースに収納するというアイデアは賛成だ。

　ただ刀剣以外は専門外な練司、容れ物と聞いて思い浮うかべる代しろ物ものがない。

　そこで出た結論は、そういう代物がありそうな店。

「んじゃ池いけ袋ぶくろのハンズでも行くか」

　あそこなら雑貨も多いし、予想もしなかったケースが見つかるかもしれない。池袋なら楽器店も知っているので、案内しやすい。

「それはいいのう！　明日は仕事もないし、行くか！」

　薄緑も手を挙げて喜んでいる。なんのことはない、彼女は楽しめそうな場所ならどこへでも行くのだ。

「池袋……ですか」

　糸は微び妙みような表情。

　北海道から来た彼女にとって、東京は未知の世界だ。池袋についてどのようなイメージを持っているか知らないが、不安になる要素は何もない。

「明日は学校も休みだし、休日はスゲー賑にぎやかだぜ？　ハンズ以外にも楽しい店がいっぱいあるしな」

「サンシャインシティなんかもオススメだよ～」

　杏も練司に同意してくれた。

「そういや杏はどうする？　一緒に行くか？」

「私はね～、行きたいんだけど……」

　困った顔で後ろを振ふり向く杏。

「あっ、大森山博士！　こんな所にいたんですか！　探しましたよ！」

　杏の二倍は生きていそうな女性機関員が走ってきた。白衣を着ているので、杏の助手だとすぐに分かる。

「すぐに来てください！　サンプルの反応値が変わったんです！　博士が予想していた通りですよ！」

「あ、ホントに～？　どれが変わったの？」

「一番反応が強かったのが〝童どう子じ切ぎり安やす綱つな〟です！　次いで〝にっかり青あお江え〟と〝鬼おに丸まる〟って所ですね！　やっぱり本物の心しん霊れいスポットを使ったのが功を奏したみたいです！」

「そっか～。これで例の〝悪魔殺しデーモンスレイヤー〟計画も進められるね～」

「これからすぐに実験を開始しますよ！　これなら明日は丸一日テストできますね！　ウフフフ、これで南極の〝牙の部隊ダブルタスク〟にも対たい抗こうできますよ！」

　嬉うれしそうに報告する助手を見て、杏は苦く笑しようする。

「そーゆーワケなんで～。お土産みやげよろしくね～」

　食べた食器をトレイごと持ち、杏は席を立った。トレイを助手に預けると、小走りに食堂を出て行く。あの様子じゃ明日どころか明後日あさつても帰れるかどうか。

「お姉ちゃんって、やっぱりここじゃすごい人なんですね……」

　糸の呟つぶやきに、誰もツッコミを入れない。練司の家では二十四時間グータラしているダラしない姉という印象しかないのだろう。二は十た歳ちという若さでＤアーム研究の権けん威いになったのだから、ある程度世間からズレているくらいでちょうど良いのだ。

「糸が着ているそのスーツも、基本設計は杏がやったんだぞ」

「そうなんですかー……」

　Ｄアームに限らず、刃物の事なら任せろと豪ごう語ごしている杏。彼女によって間接的に命を救われた機関員は多いのである。

「さて、んじゃ明日は池袋に行くとして──」

　練司は視線を巡めぐらせ、目的の人物を探す。

　食堂の隅すみでパスタをフォークでつついている人物がいる。

「ライラ！」

　練司が呼ぶと、ライラはパスタから顔を上げた。

「……なんだ練司」

　暗い顔と声。

「明日さぁ、俺ら池袋行くんだけど、良かったら一緒に行かないか？」

「……いや、私は」

　断ろうとして、悩なやむライラ。

　道場での一件から、ずっとこうやって落ち込んでいるのだ。部下として友人として元気付けてやりたいと思っていたのだ。

　普段は凜りんとしていて誰だれよりも強いライラだが、ここまで落ち込んでいる彼女を見るのは初めてだ。

　剛善の言葉は、それほど彼女の痛い所をピンポイントで突ついたのだ。

　正義のために戦いたいと言っていたライラ。

　それが間違っていると諭さとされたら、彼女は何のために戦えば良いのか。

　練司には何もアドバイスできない。何な故ぜなら彼自身も自分のために戦っている利己的な人間だから。

「なっさけないのう！」

　そんなライラを正面から罵ば倒とうするのは、薄緑。

「ちょっと父親に言われたくらいで、なんたるザマじゃ！　そんな豆とう腐ふのような精神力で、よくもまぁ伝承者テイルキーパーなどやっていられるものじゃ！」

「うぅ……」

　罵ののしられてもなお下を向くライラ。

　よほどヘコんでいるようだ。

「いつまでもウジウジと──まるで以前の練司のようじゃぞ！」

「……なんだと？」

　ライラの目つきが変わった。

　──つーか、そこで反応するのかよ！

　練司の心の声が聞こえるはずもなく、ライラは立ち上がってフォークを剣のように突きつける。

「貴様に何が分かる！」

「分かってたまるか、バーカ。愛いとしいパパ上殿どのに戦う理由を否定されて、それでそのまま悲しむようなヘタレの気持ちなど、妾わらわには分からぬなぁ!?」

　挑ちよう発はつしながらゆっくりとライラに近づいていく薄緑。

「この……！」

　ライラも椅子を蹴けり、拳こぶしを握にぎって薄緑に肉にく薄はくする。

　周囲の機関員がざわめき、自然と彼女たちから離はなれる。

「お、おい！　何やってんだよお前ら！」

　練司も止めようとするのだが、女性二人の気き迫はくに負けて近づけない。

　そうこうしているうちに、薄緑とライラは顔を近づけてガンを飛ばし合う。まるでボクシングの試合開始直前のようだった。

「だいたい、Ｄアームの貴様に私の気持ちなど理解できるはずもない。人を殺すだけの道具にとって、私の『正義』は殺しを妨さまたげる理由にしかならないだろうな」

「おやおや、性しよう根ねが歪ゆがんだ理由をＤアームに押し付けるのか？　いくら妾が刃は物ものと言っても、使い手がなまくらでは『正義』とやらも貫つらぬけぬぞ？」

「黙だまれ！　父ならともかく、貴様のようなふざけたＤアームに私を否定される謂いわれはない！」

　二人から発せられる怒いかりのオーラに当てられ、徐じよ々じよに見物人が増えていく。もはや練司も糸も割って入れる空気ではないと察していた。

　どうにかしようと、練司は周囲を見回す。

　すると──いた。

　観葉植物の陰かげに隠かくれて様子を窺うかがっている、黒服サングラスの男。中肉中背で取り立てて特とく徴ちようがないエージェントといった風ふう体ていだ。しかし、この組織で黒服サングラスなど他ほかにいないので逆に目立つ。

「ちょ、ちょっとハチさん！　あれ止めてくださいよ！」

　ダッシュで彼に駆かけ寄り、口論中の二人を指差す。

「い……いえ、これはお嬢じようの個人的な事ですので、私が出る幕ではありません」

「放任主義かよ！」

「あぁ……でもお嬢、大だい丈じよう夫ぶかな」

「放任するなら最後までしろよ！」

　心配そうに見守るだけの彼は八はつ丁ちよう念ねん仏ぶつ団だん子ご刺ざしと言い、ライラと契けい約やくしたＤアームである。その切れ味はどんな物でも断ち切るが、どうも彼は陰ながらライラの傍そばにいるのが好きなようで、けして表立った行動をしようとはしない。

　そして、彼らがまごまごしている間にもケンカはヒートアップする。

「正義正義と、主義主張がそんなに大事か小こ娘むすめ！　だったら仏ぶつ壇だんに向かって何度でも唱えておれ！」

「理念もなく戦うよりはずっとマシだっ！　貴様のように恨うらみだけで戦っているような女に、大義が理解できるものかっ！」

「なんじゃと……！」

　薄緑も眉まゆを寄せ、怒ど鳴なろうと口を開ける。

　が、罵倒する前にニヤリと笑った。

「フン。吠ほえるが良いわ小娘。お主のような凝こり固まった頭の馬ば鹿か者ものに言われても、痛くも痒かゆくもない」

「誰が馬鹿だっ！」

「知らぬのか？　頭に行く栄養が足りぬと、乳に行くらしいぞ」

「なっ……！」

　瞬しゆん間かん的にライラの顔に火がついた。

「お主の正義とやらも、そこに詰つまっているのか？　だとすると、その両りよう肩かたにぶら下げたＤアーム──いや、Ｅアームは伊だ達てではないということか」

「き、きっ、き、き、貴様ぁ！　む、胸は関係ないだろぉっ！」

　先さき程ほどまでの威い勢せいはどこへやら、完全に取り乱してしまっているライラ。薄緑の肩を掴つかんでガクガクと振ふり回しているが、薄緑はニヤニヤと笑ったまま動かない。

「あいつ……糸に負けた事、まだ根に持ってやがるのか」

　一気に低レベルな争いになった。

　しかし周囲の野次馬は途と端たんに盛り上がり、薄緑に盛せい大だいな拍はく手しゆを送るものさえいる。歓かん声せいが大きくなればなるほど、ライラの顔も赤くなっていった。

　完全に平静を失っているが、練司は落ち込むライラも赤くなって怒鳴るライラも見た事がなかった。珍めずらしいモノを見た一日だが、得した気にはなれなかった。

　結局、二人のケンカは殴なぐり合いどころか斬きり合いに発展しそうになったので、練司と八丁念仏団子刺しが強引に引き剥はがして終しゆう了りようしたのだった。




　　　　＊




　帰宅するためにＪＲ中央線に乗る頃ころには、すっかり遅おそくなっていた。時計の針は十時を回っているが、今日は金曜日なので飲み会帰りの大人で電車は混んでいた。練司も疲ひ労ろうしていたが、一つだけ空いていた席は糸に譲ゆずった。

「アッハッハ！　ライラの奴やつ、顔真っ赤にして激げき怒どしていたのう！」

「……ったく、やり過ぎだバカ」

　スッキリした表情の薄緑を軽く睨にらむ練司。

　意見の相そう違いから来るケンカに見える人もいただろうが、あれは完全に薄緑からふっかけたケンカだ。むしろライラは被ひ害がい者しやと言える。

「けどまぁ、お前のやりたかった事は分かるよ。ライラ、すっげぇ落ち込んでいたもんな。薄緑に吐はき出せたから良かっただろ」

　いつも冷静でクールなライラだが、嫌いやな事があるとため込むタイプだとは知らなかった。ああ見えて普ふ段だんからスキが多い事は知っていたが、落ち込んでいる時の彼女は一いつ般ぱんの女子高生よりも頼たよりなさそうだった。
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「妾はああいうウジウジした人間が大だい嫌きらいなのじゃ！　最終的に解決するのは自分自身じゃが、一人で考えては一人分の知ち恵えしか使えぬから、効率が悪いというのに！」

　薄緑にしては論理的な思考だ。

　そう思い、ふと、考え直す。

　──コイツは一人で悩なやむ事がないのか。

　薄緑は、一人ではない。

　彼女の中には、他に三人の人格がいる。剣けんとして生まれてから何度も主あるじを変え、その度たびに名前を変えてきた。長い年月を経へてＤアームとなった時、その名ごとに人格を得てしまったのだという。

　こういうケースはとても珍しいと杏が言っていた。それぞれの名前ごとに強きよう烈れつな印象を与あたえる逸いつ話わがあったせいだという。

「あ、あの、聞いちゃいけないのかもしれないけど」

　糸が顔を上げた。

「やっぱり薄緑さんにも戦う理由があるんですよね？」

「む？」

「すみません、さっきライラさんが言ってたの聞いて……その、薄緑さんが『恨みのみで戦ってる』って」

「ああ、あれか。あながち間ま違ちがってはおらぬ」

　戦う理由があるのは人間だけではない。

　Ｄアームがその力を人間に与えるのは、それ相応の目的がある。単純に伝承者テイルキーパーの力や人ひと柄がらに惚ほれ込んだ場合もあれば、逆に自らの目的のために伝承者テイルキーパーを利用するＤアームもいる。

　練司と薄緑に関しては少し特とく殊しゆで、お互たがい別々の目的がありながらも、現状を打破するために仕方なく契約したという感じだ。

「糸には教えてやろう」

　周りの乗客に聞こえないよう、薄緑はこっそりと糸に耳打ちする。




「妾は、ある者を探している。殺すために」




　練司が初めて薄緑に出会った時、彼女は荒あれていた。

　というのも、彼女が目の敵かたきにしているＤアームが復活したからだ。通常、Ｄアームに死という概がい念ねんはない。破は壊かいされても長い年月をかけて復活する。

　薄緑の敵であるＤアーム、「イマ」は七百年前に破壊された。破壊したのは薄緑自身だと語る。

　それが蘇よみがえったのならば、また破壊するのが薄緑の役目。

　いや、役目などではない。

　彼女はイマを心の底から嫌けん悪おしている。薄緑がイマを破壊するのは、彼女が心底そう望んでいるからだ。

「どうして……？」

「簡単な話じゃ。奴は大切な人間の命を奪うばった」

　──源みなもとの義よし経つね。

　薄緑の前の使い手。

　七百年にもわたる恨み節は、彼と薄緑の絆きずなの深さを物語っている。義経の他ほかにも薄緑を手にした人間は多いが、彼女の口から出る人間は他にいない。文ぶん献けんを紐ひも解といても、他の使い手に関する逸話は多く見られるが、それでも薄緑は義経が一番好きだった。

「仇あだ討うち……ですか」

「討ったはずなんじゃがのう。ここに来てまた復活なぞしおって。おかげで妾わらわはまた追いかけねばならぬ──」

　一度殺しても、なお足りない恨み。

　大切な者を奪われた苦しみは、練司にも分かる。

「──このような若じやく輩はい者ものと組んででも、な」

「やかましいわ、貧乳」

　その時、身体からだががくんと揺ゆれた。話に夢中で、最寄り駅に着いた事すら気づかなかったようだ。しかも三人とも。

「やべっ、乗り過ごす！　降りるぞ！」

　練司が促うながすと、薄緑も糸も慌あわてて電車を降りる。

　改札を抜ぬけると、気持ちの良い春の夜風が頬ほおに当たった。十時を過ぎた東京の街は、それでも明るい。

「練司さんは、薄緑さんのお手伝いをするために契約したんですか？」

　駅前アーケードを抜け、住宅街を歩きながら、糸がまた尋たずねる。もう周囲に人は少なく、三人の足音のみが響ひびいていた。

「ん、いや」

　そういえば自分の戦う理由も糸に教えていなかった。

　練司と縁えんのある弁慶機関の人間はほとんど知っているし、これまで説明を要求された事がなかったのだ。

「俺も……実は、薄緑と似たようなものなんだ」

　忘れる事はない、アイツの顔。

「俺はＤアームに幼なじみを殺されたんだ」

「えっ……」

　突とつ如じよ現れた巨きよ大だいな槍やりによって、一いち条じよういすかという少女は殺された。

　彼女の乗っていた旅客機ごと撃げき墜ついさせられたのだ。

　死者百八十五名、行方ゆくえ不明者四十一名。

　いすかの死体は発見されていない。だが、彼女が生きている可能性はほぼゼロだ。練司もそこまで楽観的ではない。

　Ｄアームが引き起こした事件なので、弁慶機関も調査にあたったそうだが、いすかの死体は見つからなかった。痕こん跡せきすら残さずに爆ばく死しした、というのが弁慶の見解だ。とうてい生きてはいないだろう。

「それで、練司さんも仇討ちなんですか……？」

「少し違う。俺はあの槍に、死んだ命を取り戻もどさせる」

「えっ？」

「俺が追っているＤアームは、死者の魂たましいを操あやつる能力を持っている。だからそいつにいすかの──幼なじみの魂を戻させるんだ」

　望みの薄うすい賭かけである事は分かっている。

　それでも可能性がゼロではない以上、練司はそこに縋すがるしかない。

　縋ってでも取り戻したい命なのだから。

「できるん……ですか？」

「できるようになるまで、やるだけさ」

　練司は微笑ほほえんだ。

　今日まで積み重ねてきた努力を無む駄だにしないために、明日あしたも戦う。そうしていつかあの槍に近づく事ができるまで、毎日精進するのみだ。

　確実に分かっているのは、いすかの仇かたきはこの世界に存在している事。そのＤアームが神にも等しい力を持っている事。

　雲を掴むようなおとぎ話ではない。

　そのＤアームは、確かに存在しているのだから。

「練司さん……」

　糸と目が合う。

　と思いきや、唐とう突とつに目を逸そらされてしまった。

「どうした、糸？」

「……その幼なじみって、練司さんの恋こい人びとなんですか？」

「ん、そういうんじゃなかった……けど」

「嘘をつけ」

　背後から薄緑にチョップされた。

「毎日のように『いすか、いすか』と叫さけんでいるお主が今いま更さら隠かくす事でもあるのか？　はっきり言うてみい。自分はいすかが大好きでたまらないと」

「うっせぇよ！　それに叫んでもいねぇし！」

　怒ど鳴なって早歩きで家路を急ぐ練司。

　その態度こそが肯こう定ていの証あかしである事に気づかないのは本人だけだった。

　さっきまで生温かった夜風が、今はなんだか冷たい。

「……そっか。好きな人、いるんだ」

　何かを惜おしむような糸の呟つぶやきは、幸いにも練司には届かなかった。
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　帰宅した練司たちは、順番に風ふ呂ろに入る。

　Ｄアームは汚よごれないのだから風呂に入る必要はないのだが、何故か薄緑は入浴が好きだった。おかげで練司は遅おそくまで待たされる事になる。

　練司が入浴を終えて寝ねる支し度たくをする頃ころには、日付が変わろうとしていた。

「うしっ」

　寝る前にＰＣで池袋の雑貨店を検けん索さく。

　糸が気に入るようなクトネシリカの容いれ物が見つかれば良いのだが。というか明日中に見つからないと糸が困るだろう。最悪、入れば何でもいいのだ。

「明日来るかな、ライラ」

　相棒と派手にケンカをした上司を思い浮うかべる。

　先さき程ほど、糸に自分の身の上話をして確信する。ライラは何も間違っていない。彼女がＤアームを行使するのは、困っている人を助けるためであり、その正義は嘘偽いつわりのない純じゆん粋すいなものだと練司は知っている。

　むしろ私し利り私し欲よくのために戦う自分たちが汚けがらわしいとすら思っている。

　泥どろを被かぶってでも戦うと決めた練司と、高潔なままのライラ。

　綺き麗れい事ごとだけでは戦えないという事か。

　いや、ライラは綺麗事だけではない。むしろ練司より厳しい訓練を積んでいるし、自らを律して戦いに臨む姿勢は現代の侍さむらいそのものだ。それは剛善が教えた事ではないのか。

「わっかんねぇな～」

　頭を搔かきむしり、椅い子すから立ち上がる。

　机の上のペットボトルを手に取ろうとしたところで、

「練司」

「うわああぁぁぁっ！」

　施せ錠じようした一人きりの室内で、真横から声をかけられた。

　椅子から転げ落ち、取ろうとしたペットボトルが顔面に落ちてきた。鼻を打ってもがき苦しむ練司を見下ろしているのは、一人の少女。

「ご、ごめんね練司」

　薄緑よりずっと幼い顔をしている。大きな目と引き締しまった口元が可愛かわいらしい。大きなリボンがそれをさらに引き立たせている。

　しかし黒い髪かみの毛とシックな色のワンピースが、古風な趣おもむきを感じさせていた。落ち着いた雰ふん囲い気きとは裏腹に、彼女の全身から怯おびえと悲しみの感情が伝わってくる。

　身体の前で手を組み替かえて俯うつむいているが、だったらあんな登場の仕方をするなと言いたい。まだあどけなさが残る面おも立だちは、本気で練司を心配している表情。だから練司もそれ以上怒おこれない。

「そうやって気配消して近づくのやめろって言ってるだろ、吠ほえ丸まる！」

「うん……」

　彼女は薄緑の中にある四つの人格の一人。

　吠丸とは、薄緑と名付けられる直前まで使われていた名だ。

　いつもいつも心臓に悪い近づき方をするこの少女は、練司のベッドに腰こし掛かけると恐おそる恐る練司の目を見る。豪ごう放ほうな薄緑や膝ひざ丸まるに見習わせたい殊しゆ勝しようさだ。というか少しでも殊勝さを持ち合わせている人格は彼女くらいしかいない。

「で、どうしたんだ吠丸？」

「あのね、練司。私たち、まだライラに謝ってないの」

「え……？」

「ケンカ……しちゃったでしょ？」

　夕食の時の事か。

「けど、あれは薄緑がやった事だろ？　吠丸は関係ない」

「それでも、ライラにひどい事言ったよ。きっと、今も怒ってるよ」

「んな事ねーと思うけどなぁ……」

　吠丸の性格は、平和主義を通り越こして平和原理主義とでも表せばいいのか。とにかく争い事が大だい嫌きらいで、斬きり合いはもちろん、口ゲンカすら嫌けん悪おする。時にはスポーツなどの競技ですら避さける。

　その偏へん執しゆう的なまでの争い嫌いは、彼女の優やさしさの裏返しである事は分かっているのだが、どうにも扱あつかいづらい。

「……練司、私ってヘン？」

「え？　いや、そんな事ないと思う……ぞ」

「ホント？」

「だってホラ、ケンカしたら仲直りするのが当然だろ？　吠丸は何も間ま違ちがっちゃいない」

　挑ちよう発はつしておいて知らん顔の薄緑の方が変なのだ。むしろ吠丸の感性は人間としてはとても正しい。

　そんな彼女は、他ほかの人格とのバランスを取るために生まれたのかもしれない。

　そう思っていると、

「変に決まってるだろ？」

　ハスキーな声と共に、吠丸の背が伸のびた。

　いや、正確には別人格に変わったせいで肉体まで変化したのだ。

　顔を上げると、赤髪の肉感的な少女が立っていた。服装も薄うす着ぎになり、ヘラヘラと笑っている。

「膝丸……」

「アタシ達はＤアームなんだぜ？　戦って殺すのが役割だろーが」

　彼女の意見も、正しい。

　Ｄアームは武器だ。武器とは誰だれかを傷つけるために生まれたもの。その存在意義は、他者との争いの中にしか見いだせない。

「鳴らない楽器が変かどうか尋たずねてるようなもんだっての。戦うのが嫌いだったら、吠丸は出てくんなよ。アタシ達で戦うからさ」

「……やだもん。私だって、外に出たいよ。みんなと仲良くしたいよ」

　また膝丸から吠丸に姿が変わる。

　身長が唐突に低くなったので、練司の視点も下がる。

　と思ったら、また身長が伸びた。

「ここは膝丸に賛成じゃ」

　今度は薄緑だ。

「妾わらわはイマを殺すために契けい約やくを交かわした。最終目的が戦いである以上、それを避ける事はできぬ」

「……なによ、薄緑まで」

　また吠丸になる。

「みんな斬ったり殺したり。もう私──そんなのイヤなの」

　目に涙なみだを浮かべる吠丸。

　すすり泣く彼女に、練司はどう声をかけていいか分からなかった。

「吠丸……」

「練司だってそうでしょ？　戦うの好きなんでしょ？」

「好きって言うか──俺だって目的はあるけど、その前に弁慶機関の伝承者テイルキーパーだし」

　弁慶機関の理念は、Ｄアームによる被ひ害がいをなくすこと。

　練司はＤアームによって不幸にされた人を救うために戦う決心をした。その決意は不殺ころさずの誓ちかいとなり、困難とされるＤアーム殺しの道を歩む事になる。

　険しい道だが、それで救われる人がいるなら構わない。

　練司が薄緑と共に歩むのは、どちらも同じ決意で繋つながっているからでもある。

「ばか……練司の、ばか」

　しかし戦う理由など、吠丸にとっては野や蛮ばんな意志でしかないらしい。

「ケンカなんて、嫌い。大嫌い。練司も嫌い」

　泣きながらベッドから立ち上がる吠丸。

　そして、そのまま消失した。

「なっ!?」

　影かげも形も、消えるアクションすらなかった。

　そういう娘むすめなのだ。

「くそっ！」

　練司はまず部屋の中を探す。ベッドのシーツをめくり、本ほん棚だなを引っかき回し、タンスの奥の冬服を裏返す。机の裏を懐かい中ちゆう電灯で照らし、窓を開けて上下を見み渡わたす。

　そうでもしないと出てこない。刃が通る隙間ならばどこへでも行ける吠丸に通常の探たん索さく方法は意味をなさない。ネコよりも厄やつ介かいな少女なのだ。

「こっちか!?」

　ドアを開け、廊ろう下かに飛び出す。

　普ふ段だんならば杏の部屋から光と音が漏もれているのだが、今日は静かだ。逆方向にある薄緑の部屋をまず開き、中をくまなく捜そう索さくする。

「おーい、吠丸！　どこ行ったー？」

　呼びかけるが、返事はない。




　自力で探すのをあきらめるまで、二時間。

　糸の部屋の前で待機していたクトネシリカに事情を説明し、理解してもらうまで三十分。人間の一億倍とも言われる犬の嗅きゆう覚かくをさらに上回る、狼おおかみの嗅覚を持ったクトネシリカが吠丸を探し出すまでに、さらに三十分を要した。

　結局、吠丸はトイレの天てん井じよう裏うらに隠かくれていた。

　どうやってそこに入ったのかは、とうとう話してくれなかった。
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　都内にある片剣邸ていは、深夜になっても明かりが消える事はなかった。

　古き武ぶ家け屋や敷しきの邸宅の敷しき地ち内にある離はなれは、ライラ専用の部屋になっている。二階建ての離れは一いつ般ぱん的な現代家屋であり、洋室もある。彼女は生活の大部分を学校と弁慶機関本部で過ごすが、プライベートの空間はきちんと確保していた。

「んっ……」

　夜の鍛たん錬れんを終え、シャワーを浴びたライラは寝ね間ま着き代わりのトレーニングウェアに着き替がえていた。

　床ゆかに座り、大きく股またを開いてストレッチをする。夜の運動は習慣になっており、鍛錬と言うよりも、やらないと気持ちが悪くなる。

　上半身全すべてを床につけたまま、ライラは考える。

　──私は、何か父の気に障さわる事をしたのだろうか。

　いや、ライラの父が誰かをえこひいきしたり、意味もなく非難をするような人間ではない事くらい良く分かっている。

「ふぅ」

　身体からだを起こし、上半身を捻ひねる。

　防音設備が整ったライラの部屋は、考え事をするのにちょうどいい。音楽はあまり聞かないため、完全な無音だ。

　家具と呼べるものは、勉強机と本棚とベッドとテレビしかない。ただしぬいぐるみの類たぐいは部屋中に散見され、商品棚のように綺麗に陳ちん列れつされていた。テレビ台のラックに並んでいるＤＶＤも時代劇に混じってファンシーなアニメが見られる。

　嫌いやな事を忘れるためにＤＶＤでも観みようかと手を伸ばすライラだが、ふと手が止まる。

「ハチ。いるか？」

「はっ」

　ドアの向こうから声がした。

　ライラのＤアーム、八丁念仏団子刺しはいつも陰に潜ひそむ。

「お前はどう思った？　今日、父に言われた事だ」

「戦う理由──の事でございますか？」

「そうだ。私は間違っているのか？」

　ライラは相談事が苦手だった。

　子供の頃ころから、大たい抵ていの事は一人でこなしていたせいかもしれない。八丁念仏団子刺しもライラに黙だまって従ってくれるので、戦せん闘とう以外での相談はそれほどしなかったのだ。

「……すみません、私には分かりかねます」

　しばらくの間を経へて、ドアの向こうから控ひかえめな答えが返ってきた。

「なにぶん、私は生まれた時から主義主張を持たずに戦って参りました。どのような人間であれ、契約に値あたいする対価を払はらってもらえれば、私は誰でも斬ります」

　戦国時代の傭よう兵へい集団の長が振ふるっていた刀だ。金で動く傭兵に、正義など存在しない。それは武器としてはまともな在あり方だろう。

「ですが、お嬢じようの考える理念は間違っていないと断言できます」

「だったら父上が間違っているのか？」

「──そうでもないと思うのです。剛善様が言いたいのは、剣けんを振るうためには、お嬢に足りないものがあるのではないかと」

　それが分かれば苦労はしない。

　というか、それが知りたくて相談したというのに。

「私は、未熟か」

「はい」

　こちらの返答は早かった。

「お嬢はまだお若い。その年ねん齢れいで熟達した剣士がいるとすれば、それはもう魔ま物ものの類でしょう」

「そうだな」

　自覚はある。己おのれの未熟さで救えなかったものはいくつもある。

　ライラが抱いだく正義が、他者の目にはどう見えているのか。それが分からないほどには若いという自覚はできた。

「さしあたって、私はどうするべきか」

「そうですね。まずは薄緑殿どのと和解すべきでは」

「むっ……」

　その名前を出されて、ライラは顔をしかめる。

　あのいけすかないＤアームと仲直りしろと言うのか。そもそもライラは悪くない。冷静に考えてみても、薄緑が挑ちよう発はつしてきたのではないか。

「あれは薄緑殿なりにお嬢を元気づけようとしたのですよ」

「そうなのか？」

「その証しよう拠こに、ほら、練司殿はいつも罵ば倒とうされているではありませんか」

「それはちょっと違ちがうんじゃないか……」

　しかし八丁念仏団子刺しの意見は参考にさせてもらう。

　明日あしたは練司に池袋に誘さそわれていたのだった。

　頭の中のスケジュール帳は、ちょうど空白だ。

「わかったよ──明日、池袋に行く」

「承知しました。剛善様も池袋で任務がありますので、夕食をご一いつ緒しよされてはいかがでしょう」

　そうだった。明日は父に、いや弁慶機関にとって大事な行事があったのだ。機関の中でも選ばれた人間だけが同席を許される、特別な日。

　他の機関員も警備に駆かり出されているが、ライラたちの所属する三課に出番はない。ある意味、警備を任せて安心して遊べる日とも考えられる。

「さて、何を着ていくかな」

　ライラは立ち上がると、クローゼットを開いた。
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　翌日、午前七時。

　新しん橋ばしにある帝てい国こくホテルの客室をノックするのは、弁慶機関総長である片剣剛善。部下と一緒にベンケイ警備保障の制服を着ているため、通りがかった宿しゆく泊はく客の目に留まりやすい。しかし誰だれも怪あやしむ事なく通り過ぎていく。

「おはようございます」

　客室の扉とびらから姿を現したのは、二十代くらいの年若い女性だった。しかしその若さにしては、落ち着いた雰ふん囲い気きで静かな笑えみをたたえている。

　室内だというのに巫み女こ服に身を包み、早朝でも長い黒くろ髪かみは乱れずに艶つやを保っている。まるでずっと前から剛善たちが来るのを待っていたかのようだ。

「片剣様。お久しぶりでございます」

　巫女は優やさしい笑みで一礼する。

「こちらこそ、お久しぶりです。一年ぶりですね」

　剛善と部下たちも恭うやうやしく礼をした。

　巫女に招かれて客室に入る。最上階のスイートルームではなく、一般的なツインベッドの部屋だ。ただし弁慶機関の人間が交代で警備をしているため、そこらのホテルよりも守りは堅かたい。

「本当によろしかったのですか？　スイートルームではなく」

　改めて剛善が確かく認にんするも、

「ええ。三み重えでは普段から質素な生活をしておりますから、東京に来た時だけ贅ぜい沢たくをしたら却かえって疲つかれてしまいます。私たちは安全さえ確保できれば、それで良いのです」

「こちらとしては、偽ぎ装そうができるので助かります。スイートルームのセキュリティを信用していないわけではありませんが、居場所を敵に知られるのが最も恐おそろしいのです」

「そうですね……戦Ｄ術ア神ー器ムを用いれば、スイートルームだろうと金庫の中だろうと同じでしょうから」

　苦く笑しようする巫女に、剛善は肩かたをすくめる。

「いずれにせよ、万が一の場合は私と一課が全力でお守りします」

「あら……一課と言えば、課長の三み倉くらさんは？」

　巫女が部下たちを見回す。

「三倉は現在、中国に助っ人に行っております。あいつのＤアームの出自もあるでしょうが、よく呼ばれるのです」

「まぁ」

「従いまして、今日は総長の私が指揮を執とります。細かい指示は課長代理の崎さき元もとに頼たのみました」

「よろしくお願いします！」

　剛善に促うながされ、若く身体の大きな青年が頭を下げた。彼はまだ課長代理になったばかりなので、緊きん張ちようしているようだ。

「ふぁ……」

　ベッドのシーツが動いた。

　今の会話で目覚めたのだろう。もそもそとシーツから顔を出すのは、巫女よりもさらに年下の、小学生くらいの少女。荘そう厳ごんな雰囲気の姉とは対照的に、Ｔシャツにスパッツという年相応の格好。ボーイッシュな雰囲気と人なつっこい笑みが、場の雰囲気を和なごませる。

「あ、剛善さん。おはよー」

「おはようございます」

　ぶっきらぼうな少女にも、剛善は折り目正しい礼をする。実質、弁慶機関のナンバー２である剛善ですら、この二人の格の前では平へい伏ふくするしかないのだ。剛善の部下たちはずっと壁かべに並んで直立不動のままである。

「それでは、今日の予定を確認します。九時より私と一緒に現地へ向かいます。到とう着ちやく予定時刻は十一時となります」

「十一時……ですか？」

　剛善の告げる予定に、巫女は眉まゆをしかめる。

「あの、どうして新橋から池袋まで行くのに、二時間もかかるのですか？」

「今回は少々、特とく殊しゆな移動手段を使います。去年までなら車でお送りしたのですが、秘密結社ロキが現れた今、お二方を安全に現地へお連れするためには移動すら偽装しなければなりません」
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　その気になればロキのＤアームは装そう甲こう車すら破は壊かいするだろう。要人を守るために必要なものは防ぼう御ぎよ手段ではなく、敵に居場所を知られない偽装が一番効果的なのだ。

「偽装、ですか」

「ロキは高確率であなた方を狙ねらいます。個人的な意見を言わせてもらえれば、今日の会合は避さけた方が賢けん明めいとすら思います」

「それは……」

　口ごもる巫女に、剛善は頷うなずく。

「分かっております。今日は一年に一度の大切な日。これも偽装のために例年より五日ほど早めましたが、それでもあなた方にとっては待ち侘わびた日でしょう。それを邪じや魔まするつもりはありません。そのために我々弁慶機関は全力を尽つくします」

「……ありがとうございます」

　巫女の表情が明るくなる。剛善だけでなく、壁に並んでいる部下たちにも何度も頭を下げた。

「ねぇねぇ剛善さん」

　ベッドのシーツに包くるまった少女がこちらを見ていた。

「車で行かないなら、電車で行くの？　山手線？」

「いいえ。徒歩です」

「徒歩ぉ？」

「はい。こちらに用意しました、これにですね」

　剛善が目で合図すると、部下たちは手にしていた複数のアタッシュケースを床ゆかに置いた。小さなケースで、書類くらいしか入らない。

「この中のどれか一つに、入っていただきます」

「なるほど」

　部下が開いたアタッシュケースには、ウレタンの緩かん衝しよう材ざいが入っていた。ちょうど大小二つの円形の穴が開いている。

　これを複数の人間がバラバラのルートで運ぶ。徒歩だけではなく、車や電車を使って偽装する事で、できる限りリスクを下げるのだ。

　万が一ロキにバレたとしても、定期的に連れん絡らくを取り合うため、現場に即そく座ざに駆けつける事ができる。ロキのＤアームは強力だが、アタッシュケースを庇かばいながら複数の人間と戦える程ほどではないはず。

「本来なら、このような劣れつ悪あくな環かん境きようでお運びしたくはないのですが……事情が事情ですので、ご容よう赦しや頂きたい」

　深く頭を下げる剛善。

「構いませんよ。珍めずらしい移動手段ですし──現状では、危険は視えません」

「ボクもそれでいいよ！」

　巫女も少女も笑顔で了りよう承しようすると、部屋の中に安あん堵どの空気が流れた。断られた時のために次善の策も用意していたが、リスクの高いものばかりだったのだ。

　とはいえ、本当に高リスクなのは現地に着いてからだ。

　あの場所は、逃にげ場が限られている。できれば何事もなく終わって欲しいが、そうもいかないだろう。

「剛善様、そんな顔をしないで下さい。私達に戦せん闘とう能力があれば、このような手段をとらなくても良かったのでしょうし」

「あ、いえ。そのような事はないのです。過去にも例がありますので」

　逆に強すぎるＤアームが移動する際に、無用の戦闘を避けるために収納しておく場合もあった。インド最強の槍やりと呼ばれ、怒おこると国ごと滅ほろぶと伝えられている〝トリシューラ〟を運ぶ際にゴルフバッグを使った事もある。

「では改めまして、予定を確認させていただきます」

　剛善はアタッシュケースを閉じると、巫女と少女を交こう互ごに見た。

「十一時に池袋に到着、その後サンシャインシティにて〝草くさ薙なぎの剣つるぎ〟との会談を予定しております」

「……はい」

　巫女は口を真一文字に結び、緊張した面おも持もちで頷く。その後ろの少女は、寝ねぼけ眼まなこで楽しそうに笑ったままだ。

「〝八や咫たの鏡かがみ〟殿どの、〝八や尺さか瓊にの勾まが玉たま〟殿は、我ら弁慶機関が命に代えてもお守り申し上げます」

「よろしくお願い致いたします、片剣様」

　巫女──三種の神じん器ぎの一つ、八咫鏡は微笑ほほえんで剛善の手を取った。




　　　　＊




　ＪＲ池袋駅構内にあるファストフード店に、駆かけ足で入ってくる男女の二人組。急いでいるのは誰だれの目から見ても明らかだが、男の腕うでに女が抱だきついているため引きずって歩いているように見える。

　春物のセーターにスラックスという普ふ段だん着ぎだが、足が長いので爽さわやかな印象を与あたえる。さらに縁ふちの大きな眼鏡は、まるでアイドルがお忍しのびで遊んでいるようにも見えた。

　彼はその眼鏡を指で直すと、店内を見回した。するとこちらの入店に気付いた知り合いが、クスリと笑っているのが見える。

「や、すみません。遅おくれてしまって」

　片手を挙げて挨あい拶さつをするが、まずはカウンターに行って注文をする。

「君は何が飲みたい？」

　先ほどからずっと腕に抱きついている女性に尋たずねた。

「コーヒーがいい」

　薄うすいピンク色の唇くちびるで耳元に囁ささやくのは、褐かつ色しよくの肌はだに、胸むな元もとが開いた黒色のドレスを着た女性。男と同じくらい背が高く、場ば違ちがいなほど美しい。

　一分もかからずに出てきたトレイを持ってから、彼らは待ち人のいるテーブルについた。その間も、女はずっと男の腕にしがみついている。

「相変わらずね、瀬せ田た君」

　待たせていた金きん髪ぱつの女性が微笑む。長い脚あしを組んで座っている姿は、まるで女王のようだ。身に纏まとっているコートと、派手なアクセサリがそのイメージをさらに助長している。

「本当にすみません。朝から教授に呼び出されちゃって。宮みや崎ざきに研究発表に行った時のお土産みやげを渡わたしたいって言うものだから」

「いいわよ。まだ作戦まで時間はあるのだから」

　そう言って、彼女──Ｊは脚を組みかえてコーヒーの入ったカップを手に取った。雑多な池袋駅構内では、多少見た目が派手な人が集まっても、特に怪あやしまれる事はない。もっと奇き抜ばつな服や髪かみ形がたをした人間はいくらでもいる。

「ミョルニルも久しぶりだね。元気にしてた？」

　Ｊの隣となりに座っている女性に、瀬田は微笑みかける。

　薄い紫むらさきの上着を、まるで制服のように着ている女性。年ねん齢れいは瀬田と同じくらい、つまり二十代前半に見えるが、これで数千年を生きたＤアームだというから、本当に女性の外見は分からない。

　そのミョルニルは氷のように表情を変えず、瀬田の質問にただ頷くだけだ。彼女の無口っぷりは今に始まった事ではなく、瀬田を嫌きらっているわけでもない。ただ電気信号のようにＪの命令をこなすのが大好きなだけだ。

「うふ……ソータ。お砂糖ちょうだい」

　瀬田の腕に絡からみついたまま、褐色の女が微笑む。

「ああ。待ってて」

　シュガースティックの袋ふくろを開けると、瀬田は彼女のカップに半分だけそれを入れた。彼女はいつも砂糖半分が好みなのだ。

「ありがと」

　そう言って、彼女は瀬田の頬ほおにキスをした。瀬田は苦く笑しようしつつ、自分のコーヒーカップを取る。

　そしてカップの先にいる女の子を見た。

「いすかちゃん。食べないの？」

「あ……」

　テーブルを挟はさんで向かい側にいる、野暮ったい服装の女の子。

　ずっと下を向いたまま、ハンバーガーの包みも開かずに黙だまっている。元気がないのはいつもの事だが、今日は一段とブルーなようだ。

「……食しよく欲よく、ないんです」

「いつもそうじゃないか。食べなきゃダメだよ、いすかちゃん。今日はこれから大仕事が待ってるんだろう？」

「だから、食欲ないんです」

「なるほど、ね」

　納なつ得とくして、瀬田はコーヒーを飲んだ。いすかが怯おびえる理由も分かる。誰だって殺し合いなどしたくはない。無関係の一いつ般ぱん人を巻き込むとなれば、なおさらだ。

「クラウ・ソラス。君からも言った方がいいんじゃないかい？」

　いすかの隣に座っている金髪の少年を見る。彼もいすかと同じように、沈しずんだ表情だ。まるで貴族のお坊ぼつちゃんのように綺き麗れいな身なりをしているのに、食べているのはハンバーガーという不ふ釣つり合いな光景。

「言ってるんだけどね。やっぱりいすかには荷が重いよ」

「なんだい、君らは伝承者テイルキーパーもＤアームも揃そろって心しん配ぱい性しようだなぁ」

　肩かたをすくめる瀬田。

「君が楽観的すぎるんだよ、蒼そう太た」

　クラウ・ソラスに指し摘てきされるが、瀬田は言い返さない。

「怖こわがる事はないんだよ、いすかちゃん。目的は一つだけ。それを達成するために、邪魔な人たちを追い出す作戦は立てただろ？」

「…………」

　いすかは口をぎゅっと結ぶ。

「それとも、作戦を無視して誰かれ構わず殺しちゃった方がいい？」

「ダメっ！」

　これには即そく反応するいすか。机を叩たたいて立ち上がる彼女を、瀬田だけでなく店内にいる全員が見た。

　顔を真っ赤にしながら椅い子すに座るいすかは、ようやく顔を上げて瀬田を見てくれた。

「ダメだよ瀬田さん。私たちが奪うばうのは、三種の神器だけなんでしょ？」

「ああ、そうだよ」

「他ほかの人を巻き込んじゃダメ。絶対にダメ。お台だい場ばの時みたいに、二十人以上もケガ人出すような真ま似ねは絶対に許さない」

　震ふるえる声で、だけどしっかりとした意思でいすかは告げる。

　出会った時は死んだ魚の目をしているような女の子だと思っていたが、話してみるとなかなか面白い子だ。世の中に絶望しているように見えるが、実際は逆だ。むしろ小さな光を掴つかむために、ひたむきに努力する子なのだ。

　ただ、その理由までは知らない。まだ出会って日が浅いのだ。

「いすか」

　Ｊはいすかの肩に手を置き、落ち着いた声で語る。

「あなたは暴力を悪の象しよう徴ちようだと思っているようだけど、何事も使い方次し第だいなのよ」

「…………」

「強い力を見せつければ、人は怯える。それは生物に植えつけられた生存本能。人を恐おそれさせる事で、無益な戦いを避さける事ができるの」

「……はい」

「今回の作戦もそうよ。私としては三種の神器が手に入れば何人死んでも構わないのだけれど、それを阻そ止ししたかったらあなたが自分の手で救わないと」

　Ｊの言葉は正しい。誰かを傷つけたくなければ、その場所に誰もいなくなればいい。怯えさせ、逃げさせる。自主的に戦場から離はなれさせれば、被ひ害がいはゼロにはならないだろうが、大おお幅はばに減らす事ができるだろう。

「分かりました」

　いすかは手を伸のばすと、ハンバーガーの包み紙を開いた。

「私、がんばって脅おどして、サンシャインシティから人ひと払ばらいをします。ですからＪも瀬田さんも、関係ない人を巻き込まないで」

「ええ、分かったわ」

　鷹おう揚ように頷うなずくＪ。

　安堵するいすかの表情を見ていると、疑問が膨ふくらんでいく。とうとう我が慢まんしきれなくなって、瀬田は尋ねてみる事にした。

「ねぇ、いすかちゃん。どうして戦うんだい？」

「──えっ」

「君の思想と行動は矛む盾じゆんしている。関係ない人を傷つけたくないなら、むしろロキよりも弁慶機関にいるべきじゃないのかい？」

　瀬田の質問に、いすかは俯うつむいて言葉を探す。

　クラウ・ソラスは止めようとしない。つまりこれは後ろめたくない、確かな理由がある証明になる。

「……好きな人が、いるんです」

　ぽつりと、いすかは口にする。

「その人を守りたくて」

「どこに住んでるの？」

「引っ越こしてなければ、東京に」

　東京のどこかは知らないが、会おうと思えば今すぐに会える距きよ離りではないか。最悪、歩いていったって今日中にたどり着ける。

　だけど、彼女はその人に会えない。

　その辺の事情は、瀬田も知っている。

「それでロキに？　弁慶じゃなくて？」

「弁慶機関は立派な人達だと思います。でも、間に合わない」

　いすかの言葉を聞いて、Ｊも頷いた。

「間に合わせるためなら、何をやってもいいのかい？」

　わざと意地の悪い質問をした。

　いすかの本音を聞き出すため。

「僕たちはこれからサンシャインを攻こう撃げきする。死者こそ出さないものの、無関係な人が被害に遭あう。それでも君は戦えるのかい？」

「……私」

　いすかは唾つばを飲み込む。

　激しく悩なやんでいるように見えたが、答えるのは早かった。

「…………はい。練司を、練司のいる世界を守りたいから」

「うん」

　何かのために必死でがんばろうとする姿は美しい。だから瀬田はできる限りいすかを応おう援えんしたいと思った。レンジという男の子に、何の気き兼がねもなく会えるようになる日まで。

「それならいすかちゃん、君は僕と同じだ」

「瀬田さんと……？」

「うん」

　誰だれかを助けたい、という意思だけは絶対にブレない。だから秘密結社ロキに名を連ね、弁慶機関と刃やいばを交える事になっても抜ばつ群ぐんの強さを発揮する事ができるわけだ。

　その強い想おもいの根底にあるのは、瀬田と同じ、強い願望。

「ソータ」

　呼ばれて振ふり向くと、褐かつ色しよくの彼女の顔が目の前にあった。

「ウフフ……私たちもがんばりましょ」

「ああ」

　きっとＪだって、突つき詰つめれば同じ目的に違ちがいない。

　そういう人間の事を、同志と呼ぶのだ。

　全すべては──

「平和な世界を作るために、戦おう。〝ゲイ・ボルグ〟」

「ええ」

　瀬田が微笑ほほえむと、彼女──ゲイ・ボルグはもう一度頬にキスをした。








　２　Ｄａｙｌｉｇｈｔ




　来るかどうか、確率は半々くらいに考えていたが、ライラは待ち合わせの場所にちゃんと来ていた。

　池いけ袋ぶくろ駅の改札前、巨きよ木ぼくのような柱にもたれて立っている彼女は、白いシャツに薄うす手でのカーディガン、それにスリムデニムという爽さわやかな格好をしていた。普ふ段だんは学校の制服や弁べん慶けい機関のスーツ姿しか見ていなかったので、とても新しん鮮せんだ。特にデニムによって強調された長くて細い足は、芸術品とすら呼べる。

「……な、なんだ。そんなにじろじろ見るな」

「お、おう。悪い」

「すみません、つい……」

　練れん司じだけでなく、糸いとも一いつ緒しよに謝ってしまった。ライラに見とれていたのは彼だけではなかったようだ。彼らだけでなく、通行人ですら目が行ってしまう。

　しかし糸も目立たないわけではない。お気に入りの帽ぼう子しの他には、動きやすいジャケットに短いパンツ。春にふさわしい暖色がよく似合っている。ライラほど目立たないが、逆に言えば安心して見ていられる。

　ただし糸がずっと抱かかえているクトネシリカは目立つ。布で厳重に巻いているが、かえってそれが刃は物ものであると強調されているように見える。

「今日は来てくれてありがとうな、ライラ」

　改めて礼を言う練司に、

「別に義理や義務で来たわけではない。私も来たかったから来ただけだ」

「そうだな」

「ちょうど私もハンズで買いたい物があったんだ。そちらにも寄ってもらうぞ」

　そう言いながら、ライラは周囲を見回す。

「どうしたライラ」

「薄うす緑みどりはどこだ？」

「ああ、アイツなら──」

　練司は背後を見る。別の柱に掲けい示じされたポスターの前に、それをじっと見ている薄緑がいた。ポスターには珍めずらしい魚の写真が掲けい載さいされている。

「おい、後でサンシャインシティにも行くぞ！　妾わらわは水族館に行きたいのじゃ！」
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　子供のように遠くから叫さけぶ薄緑に、練司たちは恥はずかしくて俯いてしまう。犬のように興奮しながら、こちらに向かって走る薄緑はとても楽しそうだった。

「あの水族館、ショーもやるらしいぞ！　妾は見てみたい！　のうライラ！　良いであろう？」

「……サンシャインシティに行くとしたら、午後からの方がいいな」

　はしゃぐ薄緑に、ライラは落ち着いて語る。心なしかギクシャクしているように見えるのは、昨日の事を引きずっているせいか。

　というか薄緑は昨日のケンカなど忘れているかのように屈くつ託たくがない。おそらく本当に忘れているのだろう。

「どうして午後なのじゃ？」

「今、サンシャインで父を含ふくむ弁慶機関の精せい鋭えいが任務にあたっている」

「任務とは何じゃ？」

　ライラ以外は何の事だか分からない。が、練司は薄うす々うす気づいていた。サンシャインでないとこなせない任務があるのだ。

「今日は三種の神じん器ぎが揃そろう日なんだ。年に一度、サンシャインで会う事になっている」

「ふむ、なるほどな。織おり姫ひめと彦ひこ星ぼしの逸いつ話わのようじゃ」

　薄緑も理解したようだ。それほどサンシャインの会合は有名なのである。そういう事なら警備を強化せざるを得まい。わざわざ池袋までご苦労なことである。

「てことはロキの襲しゆう撃げきがあるかも知れないのか」

　三種の神器が集つどうとなれば、Ｄアームを奪うばおうとするロキが何もしないわけがない。下手をすると池袋を巻き込む戦いになるかもしれない。

「父も一課もいるし、日取りも例年よりずらしたから大だい丈じよう夫ぶだとは思うのだが」

　そう語るライラも完全に安心はしていない様子。どれだけ策を講じても、ロキが来るとなれば、いつどこにでも来るのだ。ライラが今日ここに来たのは、そんな剛ごう善ぜん達を心配したという理由も含まれるだろう。

「あ、あのっ」

　糸が手を挙げる。

「どうしてサンシャインで会うんですか？　思い出の場所とか？」

「そいつは簡単な理由だ」

　練司は指を立てて説明する。

「三種の神器の一つ──草くさ薙なぎの剣つるぎは、サンシャインの地下深くに封ふう印いんされてるんだ」







　とりあえず軍資金を確保するために、銀行のＡＴＭを利用する事になったのだが。

「えっ……？」

　自分の預金残高を見た糸が硬こう直ちよくしていた。

「こ、このお金って、いったい……？」

「あー、最初は俺もそんな感じだったな」

　半年前を懐なつかしむ練司。

　弁慶機関の構成員として正式に契けい約やくを交かわしてから、支し度たく金きんとして振り込まれた金額と、それに毎月の給料を上乗せした額。

「だ、だって、こ、これ、いち、じゅう、ひゃく、せん……」

「落ち着け糸。本物だから」

　弁慶機関の伝承者テイルキーパーは、死と隣となり合わせの仕事である。そのため高額の報ほう酬しゆうを約束されているのだ。それに伝承者テイルキーパーというのは一種の特とく殊しゆ業務であり、替かえが利きにくいというのもある。Ｄアームは世界に複数あれど、それぞれが唯ゆい一いつ無二の能力を持った魔ま法ほうの名刀なのだから。

「わ、私、無む駄だ遣づかいしませんから～……」

　とりあえず失神寸前の糸を銀行から連れ出し、最初の目的である買い物を済ませる事にした。サンシャイン通りから目的のビルに入り、クトネシリカを入れるケースを探す。さすが日本でも有数の雑貨店、横長のアタッシュケースや巨きよ大だいな筒つつなど、さまざまなニーズに応こたえた容器を売っていた。

　そして、最終的に糸が選んだのはギターバッグだった。ナイロン製のリュックサックのような形状をしており、大たい抵ていの刀であれば収納でき、かつ目立たない。さらに五千円で買えるので財布にも優やさしい。

「どうかな、クトネシリカ」

　ビルの階段の踊おどり場で、さっそくクトネシリカを収納してみる。バッグを背負うと、ちょうど糸の身長と同じくらいの高さになった。

「少々匂においがキツいが、姿勢は安定している」

「あー、そっか。ナイロンの匂いがするもんね」

「問題ない。使い込めば匂いも取れるであろう」

「うん」

　背中をチラチラと見ながら、糸は嬉うれしそうにクトネシリカと会話している。気き兼がねなく一緒に出かけられるのが、よほど嬉しいのだろう。

　そんな糸を眺ながめつつ、練司は店内を見回す。

　日本最大級の雑貨店と言われるだけあって、品しな揃ぞろえは豊富だ。特に専門的な分野の道具は知らない世界を垣かい間ま見みるようで楽しい。工芸の道具など、素人しろうとが見たらどうやって使うのか想像もできない物ばかりだ。

　かと言って販はん売ばいしているのは道具だけではない。シンプルなアクセサリやクッションやぬいぐるみの類たぐいも売っている。

「あ、ライラ」

　背が高いので、遠目でもハッキリ見えた。

　彼女は枕まくらのコーナーでぬいぐるみ型枕を物色していた。何の生き物なのか不明だが、目と鼻と口がついている物体を抱だきしめて、抱き心地ごこちを確かめているようだ。

「ほほう、ライラはこのようなモノが好みか」

　そんなライラが置いた枕を、真ま似ねするように抱きしめる薄緑。

「なっ、い、いいだろう別に！」

「見かけによらず、乙女おとめチックじゃのう。ほれ、見ててやるからもっと抱きしめるが良い。この牛の柄がらの枕など、ウシチチのお主に似合っておるぞ」

「うるさいっ！」

　枕を薄緑の顔に押し付けて、歩き去ってしまうライラ。

　練司はため息をつくと、枕コーナーまで歩いていって薄緑から枕を奪い取った。

「コラ薄緑。別にいいだろこれくらい」

「むう、ちとからかい過ぎたかの」

　珍しく薄緑も反省しているようだ。

「練司。詫わび代わりにこれを買ってこい」

　と、牛柄の枕を手て渡わたしてくる。

「俺が買うのかよ！　自分で買えよ！」

「妾は財布を持ってきておらぬ。Ｓｕｉｃａの入ったカードケースしか持ち歩かぬぞ」

　一応、Ｄアームにも給料は出ている。妖よう怪かい変へん化げの類であるから、我が慢まんすれば金を必要としない暮らしもできるのだが、健康的で文化的な生活をしたいと願うＤアームが多いためだ。なんでもずっと昔にＤアームが待たい遇ぐう改善のためにストを起こしたとか。

「あ、だったら私が買います」

　練司の手から枕を取ったのは、糸。

「む、しかし妾とて金が無いわけではないのじゃが」

「皆みなさんにはいつもお世話になってるから、お礼がしたいんです。お給料も振ふり込まれたし、今日は私に出させてください」

　生き生きとした笑え顔がおの糸に、薄緑も苦く笑しようする。

　そして会計を済ませた糸が、ライラに牛柄の枕を渡す。ライラは最初は遠えん慮りよしていたが、糸の熱意にほだされて渋しぶ々しぶそれを受け取る。袋ふくろの中を覗のぞいて、嬉しそうに顔を綻ほころばせている。

　そんな様子を眺めていた薄緑が、

「練司、やっぱり金を貸せ」

「ほらよ」

　予想していたので、練司はすかさず五千円札を渡す。

「ったく、何がしたいんだお前は」

　小こ躍おどりしながらプレゼントを選ぶ薄緑にぼやく練司。薄緑は同じ枕のコーナーで、巨大なネコのクッションを見ている。

「プレゼントは多い方が良いじゃろう！　それに、詫びは自分でするものじゃ」

「分かってんなら、最初から詫びるような事すんなよ！」

　しかし彼女の最初の意見は納なつ得とくできる。確かにプレゼントは多い方がいい。

「クッションや枕だけじゃアレだから……俺は文ぶん房ぼう具ぐにするか」

　練司はサイフを開いて紙し幣へいを確かく認にんすると、自分も品物を選び始めた。意味のないプレゼントは受け取れない、と彼女は拒きよ否ひするかもしれないが、むしろそういう反応が楽しみだ。

　こうして騒さわがしくも楽しい時間が過ぎていく。時刻が正午になる頃ころには、すでに荷物がいっぱいになっていた。

　ちなみにライラは薄緑や練司からプレゼントを受け取ると、顔を真っ赤にして小声で礼を言っていた。やっぱり彼女は、唐とう突とつに人から何かされる事に慣れていないようだ。
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　サンシャインシティ。

　六〇階建てのサンシャイン60の他ほかに、水族館、プラネタリウム、博物館、アミューズメントパークを内包した巨大複合施し設せつ。池袋の象しよう徴ちようとも呼べる施設だ。

　中でもとりわけ有名なのは、サンシャイン60だろう。平へい成せいの現在でこそ様々なビルに隠かくれてしまっているが、竣しゆん工こう当時は世界でも有数の超ちよう高こう層そうビルだった。東京タワーと並んで東京を代表するランドマークとしてそびえ立っていたのである。

　そんなサンシャイン60だが、このビルが建てられる前はとある施設が存在していた。

　巣す鴨がも拘置所プリズンである。

　現在は東京拘こう置ち所しよとして小こ菅すげに移転されているが、それまでは池袋に建てられていたのだ。戦後はＧＨＱによって押おう収しゆうされ、戦争犯罪人などが入れられたという。サンシャイン60が建てられるまでは、数多くの犯罪者が収容され、労役を課せられた。

　が、巣鴨拘置所プリズンには裏の顔があった。

　通常の犯罪者ではない、ある特殊な犯罪者──それも戦争に大きく関かかわった者を収容したのだ。

　それは巣鴨拘置所プリズンの地下深くに幽ゆう閉へいされ、そしてサンシャインシティができた現在でも閉じ込められたままだ。

　その部屋は、特殊な迷めい路ろによって阻はばまれていた。迷えば一生出てこられない迷宮を抜ぬけ、四つある鍵かぎを解かい錠じようし、さらに五年前から新たに取り付けられたＤアームの気紋認証を経へて、ようやくその部屋に入る事を許される。

「お久しぶりです、草薙」

　巫み女こ姿の八や咫たの鏡かがみが、先頭に立つ。その後ろで片かた剣つるぎ剛善を含ふくむ弁慶機関第一課が厳重に警護していた。彼らに交じって、八や尺さか瓊にの勾まが玉たまはヒラヒラと手を振っている。

「お待ちを」

　八咫鏡を遮さえぎって、剛善が先に室内に入った。誰だれもいない事を確認し、部下たちに部屋の四よ隅すみを守らせる。完全に安全が確保されているのを確かめてから、剛善は二人を招き入れた。

　その部屋は独どく房ぼうのように狭せま苦くるしかった。広さは八畳じようほどだが、窓がないせいだろう、息苦しく感じる。通つう風ふう孔こうから空気は送られてくるが、それでも良い気分の部屋ではない。

　部屋の中央には、巨大な鉄の塊かたまりが置かれていた。

　誇こ張ちよう抜ぬきの、本物の鉄の塊である。

　およそ二メートル四方の塊は、無言で客人を迎むかえ入れた。

「では、お願いします」

「うん」

　剛善に促うながされると、八尺瓊勾玉は鉄てつ塊かいに軽く触ふれた。

　すると鉄塊が小さく震ふるえ、そして輝かがやきが生まれた。ただの鉄がまるでＬＥＤのようにクッキリと光を帯び、そして塊の中央に光が吸い込まれる。

　数秒の間を置き、

「ふむ」

　塊が返事をした。

　かと思うと、その塊から人間の上半身がヌッと現れたではないか。

「うわっ」

　部屋の壁かべで待機していた、一課の新人が息を飲む。剛善が事前に伝えておいたのだが、実際に見ると驚おどろくのも無理はない。

　塊から出た上半身は、若い男の姿をしていた。

　髪かみは短く刈かり揃そろえ、目鼻は通っているが全体的に薄うす味あじの顔。典型的な日本人の顔だが、その眼光は蛇へびのように鋭するどい。旧日本海軍の白い礼服を身につけている身体からだは、スマートながら弱々しさは感じられない。

　草薙の剣。

　日本最古のＤアームだ。

「はて、もう一年か。私の感覚では、もう五日ほど先だったように思えるのだが」

「いいえ、それで合っております。今年は予定を早めましたので」

　八咫鏡が前に出て、草薙の剣の手を握にぎった。

「あぁ、草薙……この日をどんなに待ち侘わびたことか」

「おお、姉上！」

　草薙の剣は上半身だけのまま、八咫鏡の細い身体をそっと抱きしめた。八咫鏡は目にうっすらと涙なみだを溜ため、草薙の剣の顔に触れる。

　しかし、これは実際に触れているわけではない。

　今、こうして見えている草薙の剣は、鉄塊の内部にある本体から発せられた剣けん気きによる幻げん影えいだ。ホログラフのようなものである。

「お変わりありませぬか、姉上」

「ええ、元気ですとも。草薙こそお変わりなく」

　封ふうじられていたのだから、変化のしようもない。そうツッコミを入れる場面でもないので、誰も口を開かずに成り行きを見守っていた。

「貴女あなたと八尺瓊にいたっては、それも当然。だが──」

　草薙の剣と、剛善の目が合った。

「人間よ。そなたらは何があった？」

「……どういう意味でしょうか」

「とぼけるな。去年会った時より、鍛きたえられている。武装も強化されているようだぞ」

　剛善たち弁慶機関員を眺め、うっすらと笑みを浮うかべる草薙の剣。

「日々の鍛たん錬れんは、伝承者テイルキーパーとして当然の務めです」

「嘘うそをつくな。そなたらの表情で分かる。早急に鍛えなければならない事態が起きているのであろう」

　感動の再会も置いて、剛善たちを気に掛かける。それが草薙の剣の性格だ。彼はある一つの事こと柄がらになると、誰よりも目を輝かせる。

「──敵か」

　蛇のように舌なめずりをして、草薙の剣が微笑ほほえむ。

「日本を荒あらす敵が来ているのだな」

　上半身のみの身体から、溢あふれんばかりの剣気が見える。鉄塊で押さえられていても、その強大な剣気は獰どう猛もうな感情を孕はらみつつ、剛善を飲み込もうとしていた。まるで巨きよ大だいなヘビが獲え物ものを飲み込もうとしているように。

「草薙殿どの。落ち着いていただきたい」

　毅き然ぜんとした態度で、剛善は制する。

「あなたの戦いに対する欲よつ求きゆうは存じております。ですが、どうしてこの場に封じられたのか、今一度お考え願いたい」

　戦いを好むのは、何も草薙の剣に限った事ではない。Ｄアームというものは、基本的に戦って敵を殺すために生まれてきた。しかし草薙の剣ほどの力を持った者が暴れれば、甚じん大だいな被ひ害がいが出るのは必至。

「……あの時のような愚ぐは犯おかさぬ」

　彼がこの鉄塊に封ふう印いんされたのは、大きな罪を犯したのではなく、それを未然に防ぐためだった。

　なんと、太平洋戦争に参加しようと考えたのだ。

　Ｄアームは人間同士の戦争には参加しない。これは戦いの不文律として古代から伝わってきた。何な故ぜならＤアームを戦争で用いれば、必ず対たい抗こう手段としてＤアームが出てくる。両者が激げき突とつすれば、多くの被害が出る。人だけでなく、国そのものが消える可能性もあるのだ。

　国がなくなれば、占せん領りようしても旨うまみがない。だから過去の為い政せい者しやは戦争にＤアームは使わなかった。

　しかし草薙の剣は、国を消そうとした。

　広ひろ島しまと長なが崎さきに原げん爆ばくを落とされた際、誰よりも激げき怒どしたのは草薙の剣だった。そして彼は伝承者テイルキーパーもいないのに、単身アメリカに乗り込んで国を滅ほろぼそうとしたのだ。そこを弁慶機関が総出で封じたのである。

　もしも草薙の剣がアメリカに向かっていたら、おそらくアメリカか日本のどちらか、あるいは両方と近きん隣りん諸国までもが滅んでいたと推測されている。

「戦争は、愚おろかしい事だ」

　そんな草薙の剣の剣気が、不意に止やんだ。

「そのくらい、私でも分かる。人と人が殺し合うのは無益な事だ。封印される前から幾いく度どとなく繰くり広げられてきた戦いくさを見て、私が喜ぶとでも思ったか」

「……草薙」

　八咫鏡が同情のまなざしで草薙の剣を見る。

「だが、違ちがうのであろう？　貴様らに降りかかるのは、戦争ではない」

「……どうして、それを」

「お主らを見れば分かると言ったであろう。弁慶機関が備えるのは何のためだ？　人間を殺すためではないだろう。だとすると、迫せまっている敵は戦Ｄ術ア神ー器ムに他ならぬ。同じ人間でも、それはまた異質な敵だ」

「その通りです」

　もはや剛善は隠すつもりはなかった。

「現在、あなた方を狙ねらってとある組織が動いております。彼らの目標はＤアーム──戦術神器を集める事です」

「ほう」

　草薙の剣が嬉うれしそうに頷うなずく。

「その連中、何と戦うつもりだ？」

　これも少し推理すれば分かる。

　Ｄアームとは武器。人間と戦うのであれば、現代兵器でも事足りる。もしもＤアームを使ってまで成し遂とげたい目標があるとすれば、障害となるのは個人ではなく、組織、街、国、それとも──

「それは……」

　言うべきかどうか、今度は剛善は迷った。

　これを話せば、確実に草薙の剣は暴れ出す。自分にもやらせろ、と。

　そうなっては、太平洋戦争の二の舞まいだ。

「まぁいい。おおかた、狙いは私だろう。そうでなければ、こんなに厳重な警備をする意味がない」

「……その通りです。もし敵が来るとすれば、狙いはあなた。一年で一度、今日だけが草薙の剣を奪うばえる日ですから」

「うむ。八尺瓊の力がなければ、私は目覚める事もできぬからな」

　八尺瓊勾玉の能力は「強化」。Ｄアームの力を何倍にも強くする。この能力がなければ、草薙の剣は鉄塊の中に封印されたまま、身動きすらできなかった。

　強化されて、ようやく剣気の幻影のみを外に出せるほど強い封印なのだ。

「八尺瓊の力がなければ、私はただの金属の塊に過ぎない。そんな状態で鉄塊を砕くだけば、私もろとも破は壊かいしてしまうからな」

　草薙の剣は自じ嘲ちようするが、それほど弱い金属でもない。ヒヒイロカネと呼ばれる伝説の金属はオリハルコンと同一視されるほどの金属だが、それでも鉄塊に強い負荷をかければもろとも破壊されるだろう。封印した時点で、剣と鉄塊はほぼ同化しているからだ。

　いわば普ふ段だんの草薙の剣は、この鉄塊そのもの。

　それが強化される事によって、初めて鉄塊の内部のみに限り剣の形に戻もどる。

　彼を解放するのであれば、そのタイミングだけだ。

「片剣様」

　そんな剛善の背中に、八咫鏡の手が置かれた。

「予想が……当たったようです」

「何ですと？」

「視えました。その敵が迫っております」

　八咫鏡はか細い声で報告する。

　彼女は武器ではないので、正確にはＤアームとは呼べない。しかし長い時を経へて備わった霊れい力りよくは、Ｄアームに匹ひつ敵てきする能力を得るには充じゆう分ぶんだった。

　彼女の澄すんだ目は、周囲の事象を映し出す事ができる。遠くの出来事が手に取るように分かる「千里眼」を持っているのだ。

「敵は、今どこに？」

「サンシャイン通りを歩いております。もうまもなくこちらに到とう着ちやくするかと。それとは別に、環かん状じよう線を車で走る伝承者テイルキーパーもおります。合計で三体、戦Ｄ術ア神ー器ムを確かく認にんしました」

「感謝します」

　最さい新しん鋭えいのレーダーやＧＰＳよりもずっと精度の高い索さく敵てき能力を持つ八咫鏡。歴代の天皇が受け継ついできた、やんごとない身分のＤアームであるため濫らん用ようはできない。しかしこの能力がこれまで三種の神器を守ってきたのは間違いない。

「八尺瓊勾玉殿」

「なに？」

「すぐにここから離はなれた場合、あなたの『強化』の能力はどうなります？」

「しばらく残っちゃうよ。ボクの力はＤアームに与あたえるものだから、供給を止めてもＤアームの中に力が残ってるんだ」

「具体的には、どれくらいで消えますか？」

「んー、じわじわ消えていって、半日くらいで全部消えるかな？」

　ということは半日経たてば強化が消え、草薙の剣は鉄てつ塊かいと同化する。それまで守りきれば良いわけだ。

　それだけの時間で、ロキはどんな攻こう撃げきを仕し掛かけてくるつもりなのか。

「作戦Ａ２で行く。お二方をここからお連れして逃にげる班と、ここに残ってロキを迎げい撃げきする班に分かれるぞ」

「了りよう解かい！」

　剛善の号令で、一課の部下が動き出す。先に待機班が部屋を飛び出した。各おの々おの決められた持ち場に移動し、ロキの襲しゆう来らいを待つためだ。

　移動する班は八咫鏡と八尺瓊勾玉を取り囲むように展開する。この時点からロキの攻撃は始まっていると考えて良い。

「申し訳ない草薙殿。この埋うめ合わせは、必ず」

「そんなに慌あわてずとも、敵とやらに対処する良い方法があるぞ」

　草薙の剣が言いたい事は分かっている。自分をここから解放すれば、即そく座ざにロキを壊かい滅めつさせるという事だろう。実際、それは可能だろう。だが草薙の剣を現代の東京で暴れさせるわけにはいかない。

「……そう慌てるな。冗じよう談だんだ」

　冗談に聞こえない。というか、おそらく冗談ではないだろう。

「剛善よ。姉と妹を守ってくれ」

　草薙の剣は頷くと、八咫鏡と八尺瓊勾玉を交こう互ごに見る。

「八尺瓊よ。お主も元気でな。姉上の言う事をちゃんと聞くのだぞ」

「いつまでも子供扱あつかいしないでよ、兄様。ボクは人間で言ったら化石になってる年ねん齢れいだよ」

「それもそうだな。すまぬ」

　優やさしく微笑む草薙の剣。

　戦いに関かかわりさえしなければ、こうして良き兄としての表情を見せる事もある。彼の戦せん闘とう欲よつ求きゆうは、そもそも日本を守りたいという確固たる意志から来るものだ。

「では──」

　八咫鏡の手を取り、剛善は薄うす暗ぐらい部屋を出た。重い鋼鉄の扉とびらが閉じると、まず最初に無線機に連れん絡らくし、地上にいる弁慶機関員にロキが迫っている事を通達する。

「こちらです。隠かくし扉から駐ちゆう車しや場じように直接行きます」

　広い迷めい路ろを案内しながら、何度も剛善は背後を振ふり返った。

　草薙の剣の──ヘビのような目に睨にらまれている気がしてならなかったのだ。
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　一通り買い物を済ませた後、大きな荷物は駅のコインロッカーに入れてから昼食をとる事にした。練司は事前に良い店を探していたのだが、それは薄緑も糸もライラも同じだったようで、四者四様の意見が入り混じって大激論になってしまった。

　結局、四人が食事にありつけたのは午後一時を回った後で、場所も四人の希望とはまったく異なるファストフードのチェーン店だった。

「ま、これはこれでウマイから良いのじゃが」

　と、ハンバーガーを嬉しそうに頬ほお張ばる薄緑。なんだかんだと文句をつけても、味覚が子供なのでジャンクフードが大好きなのである。

「他ほかに何か買い物あるか？」

　財布の残りを確認しつつ、練司が尋たずねる。

「私はもう満足です。コレも買いましたし」

『私もこのカバンで構わない。色々と試ためしたが、姿勢も苦しくないようだ』

　クトネシリカの入ったギターバッグを見せる糸。中にいるクトネシリカもだいぶ慣れたようで、バッグに入ったまま普通に会話ができるようになっていた。

「ライラは？」

「ん……私か」

　ハンバーガーの包みを手にしたまま、ライラはずっとうかない顔をしている。

「私も問題ない。確か薄緑がサンシャインの水族館に行きたがっていたな。そこへ向かえば良いと思う」

「なんだよライラ。結局、ハンズでも買い物しなかったし、それでいいのか？」

「…………」

　軽く言ったつもりなのだが、練司の言葉にライラは俯うつむいてしまった。

「な、ど、どうしたライラ？　なんか俺、変な事言ったか？」

　まるで小さな女の子を泣かせてしまったような罪悪感。

　むしろ今日は落ち込んでいるライラを元気づけるという目的もあったのに、これでは逆効果ではないか。

「……すまない」

　ライラはハンバーガーをトレイに戻し、少し悩なやんでから意を決したように口を開いた。

「わ、私も悩むのは好きではない。今日もパーッと遊んで、嫌いやな事を忘れたかったんだ。だけど、どうしても昨日の事が頭から離れなくて」

「なんじゃ、妾わらわに胸のサイズを馬ば鹿かにされた事を根に持っておるのか？」

「そっちじゃないっ！」

　真っ赤な顔で反論するライラ。

「……一晩考えたんだが、父の言う事もスジは通っているんだ。私は『正義』という理念の元に戦ってきたつもりだが、それを棚たなに上げて己おのれの事をまったく考えていない。自分の欲求というものは何なのか、それを見つめ直すために今日は遊ぼうと思ったのだ」

　なるほど、剛善は正しい。

　ただ遊ぶだけで、こんなに生き真ま面じ目めに考えてしまうのだから、もう少し利己的になっても良いと思う。

「楽しくないですか、ライラさん？」

　心配そうな目の糸に、

「いや、そんな事はない。とても楽しいんだ。糸からもらったプレゼントも、すごく嬉しい。だけど……そうやって楽しんでいる自分を、別の視点から『こんな事をやっていていいのか』と非難する自分がいるようで」

「フン。重じゆう症しようじゃな」

　ただ一人、薄緑だけは鼻でライラを笑う。

「正義だの己だの、そんなに難しく考える事かのう」

「むっ……」

「気楽にやれば良いのじゃ、気楽に」

「それができないから困っているんだろう！」

　激げき怒どして立ち上がるライラ。店の客の視線が集まり、また昨日のような言い争いが始まるのかと練司は頭を抱かかえたが、

「……仕方ないだろう。子供の頃ころから剣けん一筋で生きてきたのだから。弁慶機関に入って、将来は正義のために戦うと決められてきた私に、他に何を考えろと」

　またライラの顔が暗くなってゆく。椅い子すに戻り、肩かたを落とすライラのテンションの上下についていけなくなりそうだ。

「そもそも『正義』のために戦って、何が悪いと言うんだ。個人的な理由が大義に勝まさるなんて納なつ得とくできない。全体を見み据すえて戦った方が良いじゃないか」

　とうとう愚ぐ痴ちり始めるライラ。まるで酒に酔よっているようだ。

　ここまで来ると、自分自身の理由だけではないような気がしてきた。もっと何か大きなものに突つき動かされているような、強きよう迫はく観かん念ねんにも似た感情が動いていそうだ。

「バカモノめ」

　薄緑がストローでライラの頭を小こ突づいた。

「主義主張を持てば強いわけではなかろう。戦う理由など、個人で勝手に決めれば良いであろうに」

「私だってそう思いたいけど、父があんな事を言うから──」

「剛善も優ゆう劣れつの話をしたのではないじゃろう。個人主義が勝るのであれば、強ごう盗とうや辻つじ斬ぎりが最も強い事になるぞ？」

　薄緑の正論に、ライラは口ごもる。

　悩んでいるライラにアドバイスしてあげたいのは練司も同じだが、彼も個人の理由で戦っている。多くの人を救いたいと考えているライラに何を言っても届かないだろう。

「それに昨日、お主は妾は個人的な目的しか持っていないと言ったな？　あれは間違いじゃ。大義と言うなら、妾だって持っておるぞ」

「えっ！」

「……そんなに驚おどろく事かのう」

　目を見開くライラに、軽く傷ついた様子の薄緑。

　言われて練司も思い出した。確かに彼女は大局的な目標を持っていた。

「九く郎ろうは戦いの果てにある平和を願っておった。どれだけ血で汚よごれようとも、その先に待つ清らかな未来を望んでおった。そんな想おもいをＤアームである妾が受け継ついでも不思議ではあるまいて」

　Ｄアームが所有者の気持ちを汲くむのは必然と言ってもいい。なぜなら使い手の念や、殺した相手の無念が集まって霊れい力りよくを得た武器こそがＤアームなのだから。

　殺さつ人じん鬼きが使ったＤアームが人斬きりの性質を持つように、薄緑は覇は者しやの武器としてふさわしい、凜りんとした性質を持っている。

　子供趣しゆ味みで貧乳で口の悪い女だが、高潔な魂たましいは確実に受け継いでいるのだ。

「そんなもので良ければ、むしろ妾は分け与あたえたいくらいじゃ」

「与えるってお前、そんなに理念や主義がホイホイ出てくるわけじゃ──」

　言いかけて、練司は思い出す。

　薄緑の中には、少なくとも四つの意識が存在する。

　血を見るのが大好きな膝ひざ丸まるや、戦いが大だい嫌きらいな吠ほえ丸まるなど。

「そっか。むしろお前は、そういうケンカを毎日してるようなモンなのか」

「主義のぶつかり合いの不毛さは、妾が一番良く知っておるのじゃ」

　寂さびしそうに笑う薄緑。

　多重人格の彼女にとっては、ライラの悩みなど些さ細さいな事かもしれない。

「結局、私はどうすればいいんだ……」

　まさかここまでライラが混乱するとは、原因となる言葉を吐はいた剛善ですら思わなかっただろう。たった一言で、彼女がこれまで積み上げてきたものが揺ゆらいでしまったのだから。

　だが信念が揺らぐと言う事は、新しい考え方を入れる余地があると言う事。

「なぁライラ」

　戦う目的は違ちがえども、これだけは練司がアドバイスできる事だ。

「俺が思うに──」

　言葉を選んで、練司が話そうとした矢先だった。

「ん？」

　ポケットの中の携けい帯たい電でん話わが震ふるえた。

　取り出して画面を見ると、知った名前からだ。

「もしもし」

『あ～、練ちゃん～。私だよ～』

「どうしたんだ杏あん。そっちの仕事は？」

『それよりもさ～、大変なんだよ』

「なんだよ」

『サンシャインにロキが来たんだよ～』

「っ！」

　すぐに脳が切り替かわった。

　ライラを見ると、あちらも課長から電話がかかってきたようだ。事務的に頷うなずいて作戦を確かく認にんしている。

　同時に通話を終えた練司とライラは、糸と薄緑に事情を説明する。

「ロキが……？」

「ほほう、性しよう懲こりもなくやってきたか」

　青ざめる糸と、楽しそうな薄緑。

「すぐに行きましょう！　がんばりますっ！」

「待て待て待て！　急いでも仕方ないだろ！」

　真っ先に立ち上がり、出て行こうとする糸を捕つかまえる練司。一度決めたら弾だん丸がんのように突っ走るのは糸の悪い癖くせだ。

「現場には一課と、それをサポートする二課がいる。救きゆう援えんには向かうが、大規模な戦せん闘とうはそちらに任せよう」

　ライラの号令に、全員が頷く。数秒前までは友人だったが、事件が起きればライラは第三課の係長になる。指令系統は絶対だ。

「それにしても、あっさりバレたな」

　ナプキンで手を拭ふきながら、練司がぼやく。

　目標は三種の神器である事は分かりきっている。だからこそ弁慶機関は予定日を早め、数多くの偽ぎ装そう工作をしながら召しよう集しゆうしたのだ。

　どうやってその情報がロキにバレたのか。警備会社であるベンケイ警備保障のセキュリティは、情報においても日本有数のはずだが。

「仕方ない。ロキには──アイツがいる」

「まぁな」

　悔くやしそうな表情のライラに、練司も同意する。

「アイツ？」

　その人物を知らない糸が首を傾かしげる。

「いるんだよ。雷かみなりの力を持ってる上に、本人も優ゆう秀しゆうなプログラマだったヤツが」

　どれほどハッキング対策をとろうが、それを破ってしまう相手がいる。だからこそロキは少数でも弁慶機関の敵となりえるのだ。

「原因について考えても意味がない。一課の邪じや魔まにならないように、加勢に行くぞ」

「おう」

　作戦行動になると、いつものライラに戻もどる。その決断力の早さをプライベートに生かせれば、今日これほど悩まなくても良かったものを。

「ハチ、片付けは頼たのんだぞ」

「はっ」

　返事と共に、練司の背後にあるテーブルから八はつ丁ちよう念ねん仏ぶつ団だん子ご刺ざしが立ち上がった。練司たちのトレイを重ね、手をつけなかったライラのハンバーガーを包み始める。

「いたんなら一いつ緒しよに食べれば良かったじゃねーか……」

　ツッコミを入れたい点はまだあったが、今はサンシャインの状じよう況きようが気になる。練司たちは後は彼に任せて、店を飛び出した。
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　サンシャインシティに残った弁慶機関員は、一課の中でも特に強力なＤアームの使い手が揃そろっていた。というのも、脱だつ出しゆつ班はんはあの片剣剛善が直接指揮を執とっているからだ。弁慶機関どころか、日本でも有数の剣けん豪ごうがいれば心配する必要はない。

　だからこそ、一課の伝承者テイルキーパーたちは緊きん張ちようしていた。

　サンシャインシティに攻せめてくるロキの伝承者テイルキーパーは、どれほどの戦力なのか。

「崎さき元もとさん、避ひ難なん勧かん告こくはどうしましょうか」

「あぁ……」

　部下に尋たずねられた崎元は、頭上にそびえ立つサンシャイン60を見上げた。あそこには数百人、下手をすると千人以上の人間が働いている。さらに水族館のあるワールドインポートマート、そして劇場や博物館のある文化会館と、広大な敷しき地ちに膨ぼう大だいな客が訪おとずれている。

「戦いになれば、避難させなきゃならんな」

　崎元が課長代理になったのは最近だが、キャリアは一課の中でもベテランの部類に入る。しかし強さの序列で言えば、けして高くなかった。戦闘集団である一課の中では、強さも年ねん齢れいも四番目に位置する。

　その序列が、最近になって崩くずれた。

　一課の課長は健在だが、課長代理である伝承者テイルキーパーが引退する事になったのだ。

　Ｄアームを破は壊かいされたせいで、戦えなくなったからだ。

　繰くり上がりで課長代理になった崎元の、これが初仕事になる。

「しかし、今ここにいる全員を避難させたらパニックになるな」

　崎元たちが立っているのは、サンシャイン60とショッピング街を繋つなぐ、サンシャイン広場。小さな公園とも呼べるほどの広さで、サンシャインシティ全すべての建物の連れん絡らく通路にもなっている。

　その広場から周囲を警けい戒かいしているのだが、敵らしい敵はいない。もっとも重火器で武装しているならともかく、ロキは普ふ通つうの格好をしているので見分けがつかない。

　ただＤアームの反応は肌はだで感じ取れる。近くにいる事は間違いない。それは崎元だけでなく、伝承者テイルキーパーなら誰だれでも分かる感覚だ。

「……あ、あのっ！」

　部下以外の声に、崎元は振ふり返った。

　少女。

　高校生くらいだろうか。

　量りよう販はん店てんで売っていそうなパーカーに、スカート。

　セミロングの髪かみに、愁うれいを帯びた表情。

「──お前っ！」

　崎元は身構えた。

　彼は知っていた。この少女が何者なのかを。

「ベンケイ警備保障……ううん、弁慶機関の人ですよね？」

　少女はそう言った。

　彼女にしてみれば、機関員の顔などいちいち覚えてはいないだろう。こちらが弁慶機関の人間である事は、スーツとプロテクターを見れば分かる。

　この少女は秘密結社ロキの伝承者テイルキーパーだ。

　崎元の上司と同どう僚りようのＤアームを破壊した、凄すご腕うでの女だ。

「くっ……！」

　崎元の部下が右手を前に出す。

　するとサンシャイン広場で周囲を警戒していた女性──白い鍔つば広ひろの帽ぼう子しを被かぶった婦人が素す早ばやく彼の傍そばに移動した。彼女の全身が淡あわく光り、本来の姿である武器に変へん貌ぼうしようとする。
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「待って！　今はダメっ！」

　それを制したのは、なんと少女。

「まずは避難が先！　お願い、ここにいる人たちを避難させて！」

「何……？」

　目配せをする崎元と部下をよそに、少女は胸に手を当てて叫さけぶ。




「これから、私たちが攻こう撃げきをします！　だから関係ない人を遠ざけて！」




　馬ば鹿かな事を、と笑えなかった。

　少女の目を見れば分かる。本気だ。

「私たち……と言ったな」

「はい！」

　この場で少女を討うち取っても、別の誰かが攻撃をするというわけか。

「避難が済むまで、私たちは攻撃しません！　急いでください！」

「……攻撃しない、だと？」

　こちらのＤアームを二つも破壊しておいて言うセリフか。この少女のおかげで、二人の伝承者テイルキーパーが前線から退くことになったのだ。内勤も楽しいと言いながら、明らかに酒量が増えたアイツの気持ちが分かるというのか。

　しかしこの少女は──

「崎元さん！」

　Ｄアームの手を取りながら、部下が叫ぶ。刀で例えるならば、柄つかに手をかけていつでも抜ぬける状態にあるという事だ。

　──こんな時に、三み倉くら課長がいれば。

　日本にいない上司の顔を思い浮うかべつつ、崎元は判断する。今ここで最も立場が上なのは自分なのだ。いない上に、いたところで戦闘しか頭にない上司には任せられない。

「……分かった」

　インカムに口を近づけ、交信ボタンを押す。

「こちら崎元。ロキの襲しゆう撃げき予告を聞いた。すぐに二課に連絡し、サンシャインシティ全域にいる人間を避難させろ。警察と消防を使ってもいい……ああ、そうだ、現場の判断だ。総そう帥すいには俺から話しておく」

　通信先が慌あわただしく動き出す音を聞き、崎元は通信を終える。

　そうして少女を見ると、ホッと胸を撫なで下ろしていた。その姿は、まるで年相応の普通の女の子のようだ。

「これでいいかい、お嬢じようさん」

「……ありがとうございます！」

　敵に向かってお辞じ儀ぎをする少女。

「で、全員の避難が完かん了りようするまで、アンタらどうするんだい？」

「待ちます。絶対に手は出しません」

　はっきりとした物言いは、彼女の信念を感じさせる。だが、それだけに不可解だった。崎元の知っているロキの伝承者テイルキーパーに、こんな少女がいただろうか。

「なんでだ？」

　崎元の部下も気になったようだ。

「お台だい場ばでは、無関係な人を巻き込んだじゃないか。どうして今いま更さらこんな真ま似ねを」

「……私も、後から聞いたんですけど」

　悲しそうな声で、少女が答えた。

「お台場の──あの時も、できるだけ人を傷つけないようにしたんです。だけど逃にげなかった人がいたり、伝承者テイルキーパーが未熟だったせいもあって……」

　その後に続く言葉はなかった。

　彼女が謝罪したがっているように聞こえたのだ。しかしその言葉はいつまでたっても出てこなかった。

　もう、後に引くつもりはないからだ。

　ここで謝ってしまえば、彼女のやってきた事は間違いになってしまうから。

　お台場で捕つかまった阿あ形がたという伝承者テイルキーパーもそうだった。自らの行動を悪だと認めておきながら、けして後こう悔かいはしていなかった。だからこそ尋じん問もんも進まないまま拘こう束そくされている。

「だから、今日は必ず全員を避難させてください」

「……もしも攻撃しないのをいい事に、俺達が君を逮たい捕ほしたら？」

「その時は、仲間が今すぐサンシャインシティを破壊します」

　少女の額にうっすらと汗あせがにじんでいる。駆かけ引きに慣れていない、普通の女の子。だからこそ言葉に真実味がある。できればそうなる事を避さけたいと言外に表している顔だ。

「ケッ。簡単に言いやがる」

　崎元は頭を搔かいて笑う。

「だが、せっかくもらった時間は有効に使わないとな」

　この短い会話の間に、弁慶機関の本部ではあらゆる伝達が飛び交かったのだろう。五分もしないうちに、サンシャインシティの全ての警報装置が鳴り響ひびいた。

『ご来店の皆みなさまに申し上げます。只ただ今いま、当館において緊きん急きゆう事態が発生しました。係員の指示に従い、速すみやかに──』
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　サンシャインシティに一課を半数残し、剛善は八咫鏡と八尺瓊勾玉と一いつ緒しよにワゴン車に乗り込んだ。ロキがどのような攻撃をするか不明だが、お台場の事件を考えると街中だろうと平気で攻撃をしてくる。

　すぐに遠くへ離はなれなければならないので、サンシャインシティから直通の東池袋出入口から首都高速に入った。ベンケイ警備保障のワゴン車が四台併へい走そうしている姿は目立つだろうが、緊急事態だ。

　休日という事もあり、道路は混んでいた。しかし渋じゆう滞たいにはなっておらず、かろうじて走る事ができる。

「オヤッさん、このまま本部直行でいいんですね？」

「ああ、できるだけ飛ばしてくれ」

　運転手の部下に命じると、剛善は車の背後を見た。車内では狭せまくて帯刀できないので、自分の刀を抱だきかかえている。

　怪あやしい車は追いかけてこないが、まだ安心はできない。その気になれば二本の足で高速道路を走る自動車に追いつける伝承者テイルキーパーがいる。

「八咫鏡殿どの。敵の気配は？」

「はい──」

　緊急事態なので、八咫鏡にお願いする。彼女は文句も言わずに目を閉じ、そっと周囲の気配を探さぐった。

「ついてきています。後方、車十台ほど離れたまま」

「そうですか……」

　ここでは争わない、という事か。

　──では、どこで仕し掛かける？

「どうしますか、オヤッさん」

「いや、このまま竹たけ橋ばしだ。少なくとも首都高では戦わないようだ。こちらとしても、できるだけ被ひ害がいは抑おさえたい」

「こっちから仕掛けるのは？」

「ダメだ。戦せん闘とうは可能な限り避けろ」

　血気盛んなのは草薙の剣だけではない。戦闘専門の部隊である第一課もまた、Ｄアームを使いたくて仕方がないのだ。

　先日の埼さい玉たまでの一件もあるだろう。少女一人に二体のＤアームが破は壊かいされた事件。あの仇かたきを討ちたいのだ。

　そしてそれは、剛善も同じ気持ちだ。

　だが、まずは八咫鏡と八尺瓊勾玉の安全の確保が先だ。

　本来ならば東京に三種の神器を集めるのは危険だが、彼女達の会いたいという気持ちを尊重しなければならなかった。年に一度しか会えない兄弟のために、弁慶機関が身体からだを張るのは当然である。これもＤアームの管理という、弁慶機関の職務の一つ。

「八咫鏡殿、八尺瓊勾玉殿にはご不便をおかけします。これから弁慶機関本部までお連れします。そこなら安全です」

「分かりました。よろしくお願い致いたします」

「お前も分かったな。いつでも抜ける準備はしておくぞ」

　剛善は担かついだ自分の刀を見る。

『承知した。久々に血を吸えるかもな』

「そうならない事を祈いのれ──〝虎こ徹てつ〟」

　重苦しい男の声で笑うＤアームを窘たしなめると、剛善は再び背後を注視した。
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　細さい菌きんテロだと明確に伝える。同時に一部の場所に限定して薄うすめた催さい涙るいガスを流し込む。これだけで軽いパニックが起きた。サンシャインシティ全域に配備された弁慶機関の誘ゆう導どう員が、怒ど鳴なりながら一いつ般ぱん客きやくを外に避ひ難なんさせる。

　警報から三十分も経たたないうちに、サンシャインシティにいた人間のほぼ半数が避難を完了していた。周囲の国道は一時通行止めになり、サンシャイン通りは逃げる人で溢あふれかえった。ＪＲ池袋駅は帰ろうとする人たちで混雑し、反対にサンシャイン周辺はすでにマスコミが集まり始めている。警察や消防の車両がマスコミに対するバリケードを築き、警察官は改めてサンシャインに入ろうとする人たちを押し留とどめている。

　さらに事件をより効果的に見せるため、弁慶機関の一人が演技をした。サンシャインシティから咳せき込みながら飛び出し、そして倒たおれて痙けい攣れんする。人の目に触ふれるように。役者はすぐに救急車で運ばれ、それを見送った後は自然とサンシャインを取り囲む人の輪が退ひいていった。細菌テロは目に見えない恐きよう怖ふがあるのだ。

「お疲つかれ様ッス」

　そんな人の波をくぐり抜け、地下からサンシャインシティに入る練司たち。封ふう鎖さしている二課の弁慶機関員に挨あい拶さつする。

「おお、三課の。早いな、もう着いたのか」

「いや、私たちは元々池袋にいたのです。状じよう況きようは？」

　係長として、ライラが説明を求めると、

「ロキは複数来ているようだが、実際に確かく認にんできたのは一人だ。現在、避難と捜そう索さくを同時にやっている」

　避難民に紛まぎれると、ロキの伝承者テイルキーパーは探しにくい。逃げるフリをして三種の神器を奪うばいに行く可能性は高い。

「敵がどこから来るか分からないから、地下への警備は念入りに行っている。全すべての地下への入り口は、一課が塞ふさいでいるそうだ。エレベーターも含ふくめて」

　とは言うものの、サンシャインシティの地下への入り口はとても多い。今、練司たちが来ている地下道も、駅から直通の道で、他ほかのビルの地下からも連れん絡らくできる。進入経路はとても多いのだ。

　彼らの言う「地下」はおそらく一般には公開されていない地下の事だろう。すなわち、草薙の剣が封ふう印いんされているという隠かくし部屋への道だ。それなら出入口は一つしかない。そこに至る道を厳重に固めれば良い話だ。

「確認できたロキの使い手は？」

「それが……睨にらみ合ったまま、手を出して来ないんだってよ」

「え？」

　練司が思わず声を出すと、二課の男たちも苦く笑しようした。

「なんか避難が終わるまで戦わないって言ってるんだよ。そっちから攻せめてきて何言ってんだってカンジだよな」

「なんだそりゃ……？」

　だったら最初から攻めてくるなと言いたい。

　それに、こういう考え方はまずいと思いつつ、練司は敵の作戦を非難したくなる。もしも練司が草薙の剣を奪うのであれば、混乱に乗じて紛れ込むだろう。大量の人間が右往左往している間に、Ｄアームで地下への道をこじ開ける。その場にいる数千の人間を人質にする事もできる。

　なのに、わざわざ人がいなくなるまで待つのは、どういう了りよう見けんだ。

「まさか、もう何か工作してるんじゃねーだろうな。ただ避難だけさせるって、ありえないだろ」

「こちらとしてはやりやすいのだが……別の目もく論ろ見みがあるのでは、と疑ってしまうな」

　練司もライラも不快感を表す。ロキのおかげで多くの人が傷つかずに済むのだから、とても良い事のはず。それでも釈しやく然ぜんとしないモノを感じるのだ。

「あ、あの……ただ単にロキが優やさしい人だった、って言うのは」

　控ひかえめに糸が発言する。

「それが一番ありがたい結論だけどな。ただ、お台場の件があるからな」

　練司は忘れていない。糸をさらうために、二十人以上の人間に重軽傷を負わせた伝承者テイルキーパーの事を。

　あれは阿形が手加減をして人間がいない場所を狙ねらって斬きったと、後の報告で知った。本気を出せば多くの人間が死んでいたという。それでもケガ人はゼロではなかった。

「いずれにせよ、用心せよ」

　薄緑が真しん剣けんな顔で促うながす。

「裏で工作しようが、敵の一人は堂々と姿を見せ、かつ一般人のいない場所での戦闘を望んでおる。これはよほどの自信がなければできぬ。相当の手て練だれがおるぞ」

「……ああ」

　確か、一課のＤアームを二つ折った使い手がいると聞いた。

　二週間前、練司はロキの伝承者テイルキーパーと戦い、Ｄアームを破壊した。それは伝承者テイルキーパーになって一日も経たっていない未熟な使い手で、しかも練司は仲間の助けを借りてギリギリの所で勝利したのである。

　だがその伝承者テイルキーパーは、たった一人で精せい鋭えい揃ぞろいの一課のＤアームを二つも破壊したのだ。

「ま、心配するなって」

　二課の男たちが気楽に笑う。

「お前たち三課が戦う事はないよ。戦うのは一課の役目だ。それよりも三課はやる事があるだろう？」

「ええ、その通りです」

　ライラが頷うなずいた。

　すでに三課には仕事が与あたえられている。ライラが課長から携けい帯たい電でん話わで受けた指令は、サンシャインの探たん索さく。ロキの牽けん制せいは一課がやっており、避難誘導は二課の仕事だ。

　三課の仕事は、サンシャインビル内に逃にげ遅おくれた人や、爆ばく発はつ物ぶつがないか探すというもの。Ｄアームではなく、爆ばく弾だんや細菌によるテロを行う可能性はゼロではないからだ。

「では、第三課の諸君。行くぞ」

「おしっ」

「はい！」

　ライラの合図で、練司と糸が続く。

「糸は安全な場所で待機してろよ。何かあったらすぐに俺たちを呼べよ」

「はいっ」

　今回、一番働いてもらうのは糸ではなくクトネシリカだ。その嗅きゆう覚かくで人や不ふ審しん物を探してもらうのである。

「了りよう解かいした。私がいる限り、糸に危険はない」

　糸がギターバッグを開くと、中から光が飛び出してきた。光の粒りゆう子しは地上に出ると、大きな狼おおかみの姿に変化する。ここなら人がいないため、狼の姿をしていても問題ない。

「お嬢じよう」

　そこへ黒服の男が唐とう突とつに現れ、ライラに耳打ちする。八丁念仏団子刺しだ。今までどこにいたのかと思えば。

「……分かった。練司と薄緑は私についてこい」

　颯さつ爽そうと地下道を歩くライラ。長い足がこつこつと床ゆかを叩たたく。その足どりは淀よどみなく、何かを探しているようには見えない。目的地が定まっている歩き方だ。

「どこに行くんだ？」

「最上階だ」

「何な故ぜじゃ？　ロキが狙っておるのは、地下なのじゃろう？」

　肩かたをすくめる薄緑。

「ハチが言うには、最上階行きのエレベーターが動いていたそうだ」

「エレベーターが？」

　どうして外に避難しなければならないのに、エレベーターが動くのか。まだ最上階に人が残っており、下へ逃げるためにエレベーターを呼んだ可能性もある。しかし細菌テロの警報を受けてからもうすぐ一時間近くになるというのに、まだ最上階に残っている人がいるだろうか。

　どちらにせよ、行って確かめる必要がある。

「よし、じゃあ行ってみようぜ」

　地下道を抜ぬけ、ショッピングモールに入る。

　横道のようなエレベーターホールに辿たどり着くと、ライラはエレベーターを呼ぶためにボタンを押した。

「ライラ、それじゃなくて、こっち」

　サンシャイン60のエレベーターは、行き先によって乗る場所が違ちがう。最上階へ行くためのエレベーターは専用の二基しかないのだ。だからこそ八丁念仏団子刺しが怪あやしんだのだろう。

「……わ、わかっている！」

　顔を赤くしつつも、ライラは改めてボタンを押した。







　サンシャイン60の最上階にある、展望台。

　高さ二二六メートルから東京の町並みを一望できる空間である。四方全てがガラス張りで、どこにいても下界を見下ろす事ができる。東京都庁には及およばないが、実は海かい抜ばつを含めると、東京タワーの展望台よりも高い場所にある。

　階中央の展示スペースではシーズン毎ごとに催もよおし物が行われており、小さな喫きつ茶さ店てんまでついている。さらに土日祝日はさらに上、屋上のスカイデッキまでも開放される。

　今日は土曜日なので、本来は観光客で賑にぎわうサンシャイン展望台。しかし現在は全員が避難しているために静かなものだった。

「練司」

　エレベーターを降りてすぐ、ライラは左を見た。

　練司もそちらを見ると、異変はすぐに判明した。

「あーあ、ひどい事するなぁ」

　そんな展望台に、若い男女がいた。

　大学生くらいのカップルだろうか。メガネをかけた男の方が、窓にこびりついたソフトクリームを残念そうに眺ながめている。午後の光を浴びるその顔は凜り々りしく、長い足が印象的だった。

「ウフ……仕方ないわよ。高さから見て子供の仕し業わざでしょ。避ひ難なん警報が出て、慌あわてて逃げ出したのよ、きっと」

　その男の隣となりに立っている、褐かつ色しよくの女性。男に負けない長い足がドレスのスリットからのぞいている。蠱こ惑わく的な笑えみが常に男に向けられているが、それを男は涼すずしい顔でかわしている。

　警報を無視して二人きりになりたい、ちょっと変わったカップルにも見える。

「……うむ」

　練司の隣にいる薄緑が、小さく頷いた。

　Ｄアーム同士には特別な感覚があると言う。研とぎ澄すまされた伝承者テイルキーパーにも備わる、Ｄアームを見分ける感覚だ。

　練司にもある程度分かる。特とく殊しゆな訓練を受けていなくても、あのカップルは何かがおかしいと本能が告げている。

「やぁ」

　男の方が、無む警けい戒かいにこちらに手を振ふった。

　その態度で悟さとった。

　──こいつらは、ロキの伝承者テイルキーパーだ。

　普ふ通つう、避難警報が出ている状態で誰だれかに見つかったら、まず驚おどろいて警戒する。やましい事があれば逃げ出すかもしれない。

　彼らは余よ裕ゆうだ。それは練司たちを軽くあしらえる自信があるからか。

「念のため、確かく認にんするぞ。ここに何をしに来た」

　すでにライラの手には刀が握にぎられていた。

　八丁念仏団子刺し。エレベーターの中での襲しゆう撃げきを想定して、あらかじめ下の階から剣けんに変身してもらったのである。

　だが薄緑は人間の姿のままだ。何故かと言うと、こんな時でも展望台からの風景を見たかったからだと言う。刀のままでも見られると説得しても、風ふ情ぜいがないからイヤだと断ったのだ。
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「アハハ。いや、少なくとも汚よごしに来たわけじゃないんだよ」

　ソフトクリームのついた窓から離はなれ、男は苦く笑しようする。

「多分、君たちが想像している通りさ。草薙の剣をいただきに来たんだ」

　笑顔を崩くずさず、男はそう答えた。

「……やっぱりロキの人間か！」

　身構える練司と薄緑。

　互たがいに手を握り、戦せん闘とう態勢に移ろうとするのだが──

「けど、なんで展望台にいるんだ？」

　二人とも首をかしげる。

　相手は草薙の剣が地下にある事を知っているはずだ。まさかサンシャイン60を上から下まで全部捜そう索さくするつもりだったわけではないだろうに。

「いや、痛い所をつくねぇ！　アッハハハハハ！」

　何がおかしいのか、男も大笑いする。

「本当は五階くらいで良かったんだよ。だけど、このエレベーターって地下一階から五八階まで止まらないんだね。知らなかったよ」

「……うむ、それは仕方ない」

　ライラが顔を赤らめている。

　しかし、これはチャンスだ。

　この男がライラ並みにマヌケだったおかげで、草薙の剣から遠ざける事ができた。下へ行くには階段かエレベーターを使わなくてはならない。だがエレベーターに最も近いのは練司たちだ。

　最悪、エレベーターを破は壊かいしてしまえば、もっと遠ざけられる。

　しかし気になる発言もあった。

「五階くらい……？」

　草薙の剣が封ふう印いんされている秘密の部屋に行くには、特殊な通路を通らなければならない。しかしそこへ通じる道は五階には存在しない。

「ああ、五階くらいってのは大体の話だよ」

　練司の呟つぶやきを聞いた男が笑顔で答える。

「ほら、草薙の剣は地下にあるんだろう。警備が手て薄うすになるのって、五階くらいからだと勝手に想像してたんだ」

　彼の考えている事が少し分かった。警備が手薄になる上階から、Ｄアームで何らかの攻こう撃げきを仕し掛かけるつもりなのだろう。一課の連中を遠えん距きよ離りから無力化させてから、ゆっくりと地下を探すつもりだろうか。

　だが少し違う。サンシャインの警備は地上一五階くらいまでは一分の隙すきもない。広こう範はん囲いにわたって探たん索さく移動できるＤアームを持つ伝承者テイルキーパーが一課にいるからだ。

「けど、まぁ」

　スニーカーで展望台の床を叩く男。




「ここからでも──大だい丈じよう夫ぶそうかな」




　男ではなく、その隣の女性に視線が移る。

　彼女の身体からだから剣気が発せられているのだ。それは水のように緩ゆるやかに動き、彼女の全身を覆おおいつつ循じゆん環かんしているように見える。

　前に戦ったティルヴィングのように荒あら々あらしくもなく、薄緑や八丁念仏団子刺しのように鋭するどくもない。ユラユラと怪しい剣気だ。

「さあ、おいで。〝ゲイ・ボルグ〟」

「ええ」

　男が両手を伸のばす。

　その笑顔に、練司は明確な殺気を見た。

「薄緑！」

　動作は速かった。すでに練司は薄緑の手を握っている。

「うむ！　承知じゃ！」

　柔やわらかい薄緑の手が変化した。手の感覚が徐じよ々じよになくなり、少しだけ暖かい熱を持った光に変化する。やがて薄緑の全身が光に包まれ、小さな粒りゆう子しの集合体になる。

　それが再び形を持った時、練司の手の中には一振りの刀が。

　源みなもとの義よし経つねの愛刀、薄緑。

　千年の時を生きたＤアーム。

「へぇ……二人とも、綺き麗れいな日本刀だね」

　そう語る男の手にあるのは、長い槍やり。

　──槍。

　練司の心臓が、大きく跳はねる。

『落ち着くのじゃ！　あれは違う！』

　手元の柄つかから、叱しつ咤たする声。

　──そうだ、あの槍は〝ゲイ・ボルグ〟と呼ばれていた。

　練司が追っているのは、別の槍だ。

「戦わずに済めばいいんだけど、そういうわけにもいかないよね」

　男は槍を手元でクルクルと回し、脇わきで挟はさむように構える。足を開いて腰こしを落とし、突つきの構えを取る。

　その構えから、少なくとも槍の扱あつかい方を知っていると推測する。前に戦った阿形と違ちがって素人しろうとではないようだ。

「僕は瀬せ田た蒼そう太た」

　槍を構えつつも、あの男の不適な笑みは張り付いたまま。

　メガネの奥に宿る殺意は、どうやっても隠かくせない。

「悪いけど、本気でやらせてもらうよ。弁慶のお二人さん」

　瀬田の持つ槍から、剣気が湯気のように立ち上る。

　練司もライラも、瀬田に向けて刀をまっすぐに構えた。








　３　Ｄｒｏｐ




　サンシャイン60の展望室は、大勢の客があらゆる方向へ行き来する事を想定しているため、非常に広い。子供が全力で走ってもぶつからないほど空間に余裕があるのだが、それが戦闘となると話は別だ。

　どれだけ広いと言われても、そこが室内であるだけで制限が課せられる。

「おわぁっ！」

　危険を感じた練れん司じは、全力で床ゆかを蹴ける。壁かべに向かって跳ちよう躍やくし、そして壁を蹴って方向転てん換かん。槍を突いてくる瀬せ田たの背後に回る。がらあきになった背中に刀を振り下ろそうとするのだが、

「っとぉ！」

　背後を振り向きながら、瀬田の槍が回転する。剣気のせいで見た目より攻こう撃げき範はん囲いの広い槍が、咄とつ嗟さにしゃがんだ練司の頭上を掠かすめ、壁へき面めんを裂さいた。

　バックステップして距きよ離りを取ろうとするが──

『愚おろか者！　距離を取るなと言ったろうが！』

「っと、そうだった！」

　思い出した時には、もう遅おそい。

　薄うす緑みどりの特とく殊しゆ能力「軽かる業わざ」のおかげで、練司はひとっ飛びで二十メートルほどの距離をあけて下がった。この距離ならば槍どころか拳けん銃じゆうですら当てるのが難しいはずだが、失策だった。

「ふっ！」

　瀬田が槍を勢いよく突き出した。

　二メートルほどの槍が練司に向かって伸びる。

「うおおおおおおっ！」

　瀬田の槍の先せん端たんから、無数の剣気が射出された。小さな水すい滴てきが弾はじけるように、極ごく小しようの剣気が散さん弾だん銃じゆうのように発射されたのだ。剣気の弾丸は壁や窓に穴を開ける。その数は十や二十ではない。

　寸前で、練司は横に向かって飛んでいた。ヘッドスライディングのように曲がり角にダイブする。あと一いつ瞬しゆん遅おくれていたら、足の先がぐしゃぐしゃに消し飛んでいただろう。

　おそらく薄緑の能力がなければ、これで死んでいた。距離を開けるとあの散弾銃が飛んでくるのだ。それを避さけるには近づかなければならないのだが、瀬田の槍は長い、というより深く、懐ふところに飛び込むのも一苦労なのだ。

「くっそ……！」

　曲がり角に潜ひそみ、瀬田の姿が見えない所で息を吐はく練司。

『厄やつ介かいな槍じゃな』

「槍相手の訓練もしたつもりだったけど、やっぱりＤアームだと勝手が違うぜ」

　ゲイ・ボルグ。

　ケルト神話の英えい雄ゆうクー・フーリンが所持していた魔ま槍そうだ。その名は「ギザギザの投とう擲てき武器」という意味を持つ。互いに争った二頭の海かい獣じゆうの骨を使って鍛きたえ上げた、恐おそるべき魔力を持つ槍。クー・フーリンの師し匠しようである魔女スカアハが、彼の成長の証あかしとして授さずけた。

　その名前の由来の通り、投げれば三十もの棘とげとなって相手を貫つらぬくという伝説がある。まさに散弾銃のような槍で、その恐きよう怖ふはたった今、練司の身に染みたところである。

「君、早いねぇ！　伝承者テイルキーパーっていうのは、みんなそうなのかい？」

　見えない位置から声をかけてくる瀬田。

　どうして真しん剣けん勝負の最中なのに、こんなに余よ裕ゆうがあるのだろう。相手は飛び道具を持っているという優ゆう越えつ感があるからか。実際、迂う闊かつに近づけないままだ。

　しかし、ここでこうしていても仕方がない。

『練司。仕掛けるぞ』

　薄緑の囁ささやきに頷うなずき、練司は曲がり角を飛び出した。

　瀬田は最初に槍を放った場所で待機していた。練司が出てくるのをずっと待っていたのだろう。二十メートルほどの距離であれば、離はなれて槍を構えていたほうが有利だから。

「おっ──」

　案の定、瀬田が練司に気付いた。

　すぐに槍を突き出そうとするが──

「っとぉ！」

　その槍を背後に振ふり回した。

　まさに瀬田の背中に向かって斬きりかかるライラの剣とぶつかり、鍔つば迫ぜり合いになる。しかしライラは瀬田の槍をすり抜ぬけると、腹に密着して、柄で鳩尾みぞおちを突いた。

「うっ！」

　腹を押さえる瀬田を追つい撃げきするライラ。瀬田は片手で槍を持ち、ライラの刀をギリギリのところで受け流した。

「どうした。この程度で息が上がるのか？」

　だがライラは容よう赦しやせず、二撃、三撃と剣を突き入れる。瀬田の懐に入ったまま、反撃の機会を与あたえない。だが瀬田も常にライラの刀を受け流している。

　練司の見た限りでは、瀬田は実戦経験がない。いや瀬田に限らず、伝承者テイルキーパーは戦う機会が少ない。本気でＤアームをぶつければ、それだけで事件になるからだ。だからゲイ・ボルグの扱いも単調で、突くか振り回すくらいしかできない。

　しかし、それよりも瀬田の足捌さばきに目が行く。

　すんでのところでライラの剣を見切り、そして避ける身のこなし。槍を突く時の、岩のようにぶれない腰。

　おそらく、何らかの方法で鍛えているのだろう。武道の心得があるのか。

　だが、これは伝承者テイルキーパー同士の戦い。自分の身体だけ鍛えても勝てないのだ。

「私は練司ほど甘くはないぞ。この場で──斬る！」

　ライラが上段に剣を構える。

　が、瀬田は振り下ろしたライラの剣を紙一ひと重えで避けた。半身になり、クルリと回転しながらライラの背後に回る。

　がらあきになったライラの背中に向けて、瀬田は槍を短く持ちかえる。これならば至し近きん距離でもライラに──

「危ねぇライラ！」

　すぐに練司が飛び出した。カーペットを蹴り、瀬田に斬りかかる。

　だがライラはそれより早かった。

「はぁっ！」

　背後の瀬田に向かって、後ろ足で回し蹴りを食らわせた。カモシカのように美しい足が瀬田の腹に突き刺ささる。そのまま瀬田の身体からだは後ろに飛ばされた。

「ライラ！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

　訊きいても仕方のない事だが、一応尋たずねておく。ライラの蹴りから一秒ほど遅おくれて追いついた練司。軽業の能力をもってしても、ライラの反射神経には敵かなわないようだ。

「問題ない」

　涼すずしい顔でライラは微笑ほほえんだ。

「そ、そうか。さっきまで悩なやんでたから、てっきり」

「お前と一いつ緒しよにするな。公私混同などしない。仮に私が死ぬほど動どう揺ようしていたとしても、この剣は鈍にぶらない」

「ぐっ……」

　痛い所をつかれて、逆に言葉に詰つまる練司。

「私の技術は、もはや身体に染みついている。考える間もなく剣が走ってくれるさ」

　これが練司の上司にして、幼い頃ころから剣術を叩たたき込まれた生きつ粋すいの伝承者テイルキーパーの力だ。敵に回さなくて、本当に良かったと思う。

「ライラちゃんって言うのか。ハーフなんだね。どうりで可愛かわいいと思ったよ」

　二度も攻こう撃げきされた腹を押さえる瀬田。かなり痛いはずだが、それでも彼はハンサムな顔を崩くずさずにヘラヘラと笑っている。

「でも、ダメだよ」

　その笑顔が、少しだけ曇くもる。

「可愛い女の子が刀なんて振り回してちゃ危ないよ」

「……言ったな、この男」

　ライラの周囲の空気が冷えるのを感じた。

　薄緑といいこの男といい、どうして近ちか頃ごろライラの逆げき鱗りんにピンポイントで触ふれる輩やからが多いのだろうか。

「剣士──いや、伝承者テイルキーパーである事に男も女も関係ない。そも、他ほかの方法ならばともかくＤアームに関しては男女の優ゆう劣れつはないはずだ」

「そういう問題じゃないよ。君みたいに可愛い子が命を張るなんて、僕がイヤなんだ」

「命を張って、何が悪い！」

　刀をまっすぐに瀬田に向けるライラ。

「貴様のようにＤアームを悪用する連中から人々を守るために戦う事が、そんなにおかしいか！」

「……信念を持ってやっている、という事かい？」

「その通りだ。私は『正義』に殉じゆんじる気持ちで剣を握にぎっている」

「そっか」

　瀬田は槍やりを下げ、ライラの目を見つめた。

　顔は笑っているが、彼の瞳ひとみの奥に暗い光が宿っている。ライラを見ているのではなく、彼女というフィルターを通して別の何かを見ているようだ。

「……君も大切なもののために戦ってるのか。そうか、だからか」

「ん？」

「君に似た人を知ってるんだ。彼女も君と同じように強くて、命知らずで、大切なもののために戦っていて──」

　優やさしい表情をしている瀬田は、手にしたゲイ・ボルグの石いし突づきを床に置き、戦いの最中だというのにそっと目を閉じた。

「──だけど君と違ちがって、儚はかない」
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　サンシャインシティの地下一階から三階まで広がるショッピングモール。服やアクセサリショップはもちろん、ファストフードやレストランも立ち並ぶ巨きよ大だい百貨店。

　だが今は全すべての人間が避ひ難なんしており、中にいるのは弁べん慶けい機関の人間だけだ。二課が逃にげ遅れた人を探しているが、それ以外は店内ＢＧＭすらない静かな空間だった。

　そのショッピングモールの地下一階にある、噴ふん水すい広場。地上三階まで延びる吹ふき抜け状のホールで、決まった時間になるとライトアップされた噴水が勢いよく吹き出し、買い物客の目を引く事で有名だ。今日はイベントがあったらしく、マイクやスピーカーなどが放置されている。

　弁慶機関第一課の崎さき元もとは、四人の部下と一緒にそこにいた。

　彼らがやっているのは、少女一人を取り囲む仕事。

　震ふるえながら立ちつくしている女の子を、大の大人が五人がかりで、寄ってたかって威い圧あつする立派な行こう為いだ。

「…………」

　居い心地ごこちの悪さを感じているのは、崎元だけではない。

　一課の人間は、かつて何人もの人間を斬ってきた。それはＤアームに魅み入いられた被ひ害がい者しやであったり、Ｄアームを悪用しようとする犯罪者だったり。そのどれもが強大な力に酔よいしれ、自我を失った妖よう怪かいのような人間ばかり。

　だが、この少女はどうだ。

　下を向いたまま怯おびえている、無実の人間にしか見えない。

　これが、本当に埼さい玉たまで大立ち回りをやった〝クラウ・ソラス〟の使い手だというのか。

　まるで普ふ通つうの──いや、考えるまでもない。

　この少女は、普通の人間だ。

　戦いに慣れていない、どこにでもいる普通のメンタルを持った人間。

「あー……一いち条じよういすか君といったな」

「はい」

　崎元が呼びかけると、いすかは一いつ瞬しゆん身体を強こわ張ばらせてから顔を上げた。

「たった今、連れん絡らくがあった。ここいら一帯の避難は完かん了りようしたそうだ。このショッピングモールで大暴れしても、我々以外は誰だれも傷つかない」

「よかった……」

　心の底から安あん堵どしているいすか。

「これで満足か？　ロキのお嬢じようさん」

　崎元の部下が武器を手にしたまま尋ねるが、

「……後は、私が皆みなさんを引きつけます。仲間が草くさ薙なぎの剣つるぎを手に入れるまで、私がここで戦います」

「おいおい、いいのかよ、作戦をベラベラと喋しやべって」

　別の部下が軽口を叩くが、誰も彼女から目を逸そらそうとはしない。

　それだけの価値が、この少女──そして、クラウ・ソラスにはある。

　埼玉での一件が後を引いているのだ。もしも何の戦せん闘とう能力もない女の子が弁慶機関を脅おどしたところで、ただのジョークだとあしらわれて終わりだ。だがいすかはＤアームを二つ破は壊かいする実力の持ち主。

　背を向けた瞬間に斬られる可能性もある。

　けして軽かろんじてはならない相手なのだ。

「戦いが望みならば、お相手しよう」

　崎元は自分のＤアームを抜いた。

　刺し突とつに適した、まっすぐな刀身がライトを浴びて輝かがやく。

「俺の〝小こ烏がらす丸まる〟も、生半可なＤアームじゃないぞ。埼玉の時のような油断はしない。ここにいる全員が、だ」

　崎元に合わせて、四人の部下も武器を構える。

「もう君を普通の少女だとは思わん。覚かく悟ごしろ、テロリスト」

「テロリスト──」

　その言葉に、いすかが震える。

「そっか……私、もうテロリストなんだね」

　複数の武器を向けられている中、いすかは両手で顔を覆おおった。

　泣いている。

「うっ……私……」

　鼻を啜すすり、大おお粒つぶの涙なみだが手から零こぼれる。まるでいじめをしているような構図に、一課の連中が動揺する。

　だが崎元は分かっていた。

　これは彼女の本心。Ｄアームを誇こ示じして脅きよう迫はくするのも、それがイヤで泣くのも、一いつ般ぱん人の精神力では当然だ。訓練された剣けん士しとは違う。

　もう少し人生について達観していたなら、脅迫などせずに直接サンシャインを襲しゆう撃げきしたり、あるいはもっとエゲツない方法で脅迫をしただろう。

　彼女と同じ年とし頃ごろの後こう輩はいを思い出す。彼も人を斬きる事について悩んでいた。こないだの事件で吹っ切れたようだが、まだ若さと未熟さは捨てられていない。

「……辛つらいか、テロリストと呼ばれるのが」

「……はい」

　崎元の質問に、いすかは正直に答えてくれた。

「本当は、テロリストじゃなくて、お客さんとしてサンシャインに来たかった。水族館にもナンジャタウンにもプラネタリウムにも行きたかった……行きたかったよぉ」

　袖そでで涙を拭ふきながら、それでもいすかの目からは後から後から涙が零れる。

「好きな人と、遊びに来たかった……！」

「それでもテロリストにならなければいけない理由が、君にはあるんだな？」

「…………」

　崎元の質問に、少女は強く頷うなずいた。

「それは君たち弁慶機関と一緒だよ」

　背後からの声に、振ふり返る。

　それまで誰もいなかった広場に、金きん髪ぱつの少年が立っていた。

　──クラウ・ソラス。

　いすかのＤアーム。

　姿が見えないから、ずっと警けい戒かいしていたのだ。今まで彼が側そばにいなかったのは、いすかが武装解除しているというアピールのためだろう。

　だが、その気になればクラウ・ソラスはどこからでもやってくる。そういう能力を持っているはずだ。

「大好きな人がいる。その人がいる世界を救いたいから、武器を取った。取らざるを得なかった。戦いに対する嫌けん悪お感かんを払ふつ拭しよくできるほど強い使命が、いすかにはあるんだ」

　クラス・ソラスは崎元たちの横を通り抜ぬけ、いすかの傍そばに行く。

　泣き崩れるいすかの肩かたを優やさしく抱だき、クラウ・ソラスは囁ささやいた。

「いすか。必ず勝って、彼に会いに行こう」

「…………」

　いすかは泣きながら立ち上がる。

　そして、崎元たち全員を見た。

　弱々しい顔だが、それでも目はギラついている。戦う者の目だ。

　縋すがるように差し出した、いすかの手。

　それをクラウ・ソラスはぎゅっと握りしめる。




「助けて……クラウ・ソラス」

「──君のためなら」




　強い光が広場を覆った。通常のＤアームの変身よりもずっと強力な閃せん光こうに、一課の全員が目を覆う。

　光が収束すると、クラウ・ソラスは長い西洋剣の形をとっていすかの右手に収まっていた。

「使命、か」

　呟つぶやきと共に、崎元も部下たちも武器を構えた。

　五対一だが、卑ひ怯きようなどとは思わない。

　いや、たとえ卑怯だと蔑さげすまれても、一条いすかとクラウ・ソラスは倒たおさなければならない敵だ。サンシャインから、ひいては日本から人々を守るために。

「──参る」

　最強を誇ほこる弁慶機関第一課の五人が、最強を誇るＤアームに襲おそいかかった。




　　　　＊




「うおおおおおおっ！」

　懐ふところに入ればこちらのもの。長い槍やりだろうが、対物ライフルだろうが攻こう撃げきできなくなる。理り屈くつでは正しい。だが実戦となるとうまくいかないもので。

「よっ、と！」

　薄緑の「軽かる業わざ」を使って、柱を蹴ける。コウモリのように低く飛びながら斜ななめ上から瀬田を狙ねらうのだが、彼は練司の動きをきっちりと視し認にんしており、そこに合わせて槍を突つき出す。

「おわぁっ！」

　危険を感じた練司の身体からだが空中で静止した。

　念動力ではなく、天てん井じように刀を突き刺さしてしがみついたのである。あと一いつ瞬しゆん遅おそかったら、ゲイ・ボルグに貫つらぬかれていただろう。

　追撃を逃のがれるために剣を抜き、その場から離はなれて柱に隠かくれる。

　逃にげ回ってばかりだが、ゲイ・ボルグの特性は飛び道具に近い。姿を晒さらした時点で殺されてしまうのだ。

「薄緑。なんかいい手はないか？」

　ダメもとで尋たずねてみる。

　しかし返事がない。

「薄緑？」

　もう一度呼んでみる。

　すると、練司の手が勝手に動いた。

「お？」

　右手の刀が、自動的に鞘さやに収まったのだ。

　これは薄緑の意志なのか。それとも──

『……ダメ。ケンカしちゃ』

「吠ほえ丸まる！」

　なんでこんな時に出てくるのか。

　今まさに戦いの真っ最中だというのに。

「ケンカが嫌きらいって言うなら、後でいくらでも聞いてやる！　だけど今は引っ込んでてくれ！　生きるか死ぬかの瀬せ戸と際ぎわなんだよ！」

『……でも、イヤなの』

「吠丸！」

　子供を叱しかるような口調だが、本気だ。

　鞘から抜こうとするのだが、吠丸のせいで抜けない。弱気なくせに、こういう力だけはあるのだ。

「なんで今出てくるんだよ！」

『……だって』

　吠丸の鞘が動いた。

　その柄つかが向いているのは、柱の陰かげから出てきた瀬田。

　槍をこちらに向けている。

「……っ！」

　しかし瀬田は練司を見たまま、刺そうとはしない。




『この人、戦うのが嫌いだから』




　そう指し摘てきされると、瀬田は小さく苦く笑しようした。

「……その刀は、さっきのと違ちがうようだね？」

　吠丸の言葉を肯こう定ていも否定もしない。

　しかし彼女の言う通り、練司も彼からは普ふ段だんの敵と違うものを感じていた。戦いに対する嫌けん悪おというよりも、もっと優しい感情だ。

　そう考えていると──

「ん？」

　突とつ然ぜん、床ゆかが揺ゆれた。

「なんだ……？」

　地じ震しんとは違う、断続して起きる強きよう烈れつな揺れ。最上階にいるため、音や騒そう音おんなどは聞こえないが、逆に言えば地上六〇階の位置でも感じられるほど大きくビルが揺れているのだ。これは異常事態ではなかろうか。

　練司は瀬田を見る。

　もしもこの揺れが人じん為い的に引き起こされたものであれば、瀬田に反応があると思ったのだが、

「……そっか。始まっちゃったか」

　瀬田の表情は変わっていたが、それは練司が予想していたものではなかった。

「この揺れ、ロキが起こしたのか？」

「ああ」

　練司の問いに、悲しげな顔で頷く瀬田。

「できれば戦って欲しくない子が戦っている。さっき言った、ライラちゃんによく似た子だよ」

「私に？」

「見た目は全然違うけどね。けど、他人とは思えなかった」

　ライラに似ている、戦いが嫌いな女の子。

『どうして、嫌いなのに戦うの？　おかしいよ──』

　練司の手元から、吠丸の悲痛な声。

　しかし練司は知っている。争いが嫌いでも、戦わなければならないのだとしたら。

「……そいつも、戦うべき理由があるのか？」

「ああ、そうだよ。彼女はもともとＤアームと契けい約やくするつもりなんかなかった。争いが嫌いな優やさしい子なんだ」

「まさか、お前らが脅きよう迫はくして──！」

　ロキならばそういう真ま似ねをしてもおかしくない。糸いとを拉ら致ちしようとした事件だって、手て駒ごまを増やすためだった。

「違うよ。Ｊは脅迫なんてしなかった。彼女には、戦わなくてはならない理由があった。傷つくのも傷つけるのも嫌いやだけど、剣を取らなきゃいけなかったんだ」

「……そんなの、誰だれにだって事情はあるだろ」

「うん」

　瀬田は頷うなずき──そして、手から槍を放した。

　床に落下する直前、ゲイ・ボルグは光となり、そしてまた女性の姿へ変わる。

「僕だって、できれば戦いたくないよ。君たちだってそうだろ？」

　まさか本当に戦いをやめたわけではあるまい。

「ここで草薙の剣をくださいって交こう渉しようして、はいどうぞって渡わたしてくれれば誰も傷つかないで済む。けど、無理だよね」

「ったりめーだろ」

　問題は剣を渡した後だ。

　おそらくロキはそれを悪用するに決まっている。まさに悪の組織だ。核かく兵へい器きに匹ひつ敵てきする武器を複数所持すれば、正規の軍隊にだって勝てる。最悪、核兵器よりも恐おそろしい結末を生む事だってできる。

　力の使い道なんて、破は滅めつ以外に存在しないではないか。

『……わかんないよ』

　吠丸が呟く。

『どうして、嫌いなのに戦わなくちゃいけないの？　戦わなくてもいいのに。もっと他ほかに解決する方法なんて、いくらでもあるのに』

「うん、そうだね」

　その言葉に、瀬田は同意するように頷く。

「だけどね、刀さん。僕にも理由がある。戦わなくちゃいけない理由が」

『理由があれば、戦うの？』

「戦うよ。僕も──おそらく、君も」

『……私は、戦わないもん』

　彼女の意志は固い。先さき程ほどからずっと練司は刀を抜ぬこうとしているのだが、鞘がビクともしないのだ。

「僕はね、ずっと彼女と一いつ緒しよにいたいんだ」

　瀬田の手が、ゲイ・ボルグの腕うでを掴つかむ。

　ゲイ・ボルグは瀬田の首にしがみつくと、優しくその頬ほおを撫なでた。

「彼女と二人で幸せに暮らす。それだけが望みだ」

「なっ……？」

　この男、Ｄアームと恋こい仲なかなのか。

　いやそれ自体は別に構わないというか、総じてＤアームは美形揃ぞろいなので一ひと目め惚ぼれしてもおかしくない。瀬田も美形なので非常に絵になるカップルと言えるのだが──

「だったら二人で暮らせばいいだろ！　別にロキに入る必要なんてないじゃねーか！」

「……うん、そうか」

　瀬田の表情が曇くもる。




「君は、知らないのか」




　無視できない言葉。

「……何をだ？」

「ライラちゃんも知らないようだね」

　練司がライラを見るが、彼女も怪け訝げんな表情だ。実直で演技が下手なライラが知らないフリなどできようはずがない。

「末まつ端たんには情報が行ってないのかな？　だったらＪがバラせばいいのに」

「情報って何だよ!?」

「知りたければ、偉えらい人にでも訊きくといいさ。もう説明している時間はない。だけどこれだけは知っておいてくれ」

　瀬田がゲイ・ボルグの腰こしを抱だく。密着する二人は艶なまめかしく頬を寄せ合い、戦いの最中とは思えないほど嬉うれしそうな表情になる。

「君たちが知らない理由。その理由のために僕たちは戦っている」

「理由……？」

　どういう意味だ。

　彼の口調は、まるで、何か別の大きな存在と戦っているような。

　それは、彼らの生活を脅おびやかすほど強大で、Ｄアームを集めなければならないほど困難で。そんな敵と戦っているのだとすれば──

「意味がわかんねぇ！　平和な暮らしだったら、弁慶機関が守ってみせる！」

　そのために存在する機関ではないか。

　練司やライラが戦っているのは、そんな暮らしを破は壊かいするロキというテロリストだ。

「守るだけじゃ、ダメなんだ」

　瀬田はゆっくりと首を振ふる。

「平和を掴むために、僕たちは攻めるんだ」

　ゲイ・ボルグの身体からだから剣けん気きがにじみ出す。今度は水のように不定形なものではなく、はっきりと分かる直情的な剣気。

　その剣気が、瀬田を包み込んだ。




「愛してるよ、ゲイ・ボルグ」

「──私も」




　瀬田の唇くちびるが、ゲイ・ボルグのそれに触ふれた。

　舌を絡からませ合う濃のう厚こうなキス。ゲイ・ボルグの腕が瀬田を抱き寄せ、同時に彼女が纏まとっている剣気までも瀬田を抱きしめるように密着する。

　そしてゲイ・ボルグの姿が剣気と入り交じり、溶とけて消える。

　後に残ったのは剣気のみ。

　瀬田の全身を剣気が覆おおっただけ。

　それだけで、彼は徒手だった。

「な、なんだそれ？」

　武器を手にせず、剣気だけを鎧よろいのように着る事が可能なのか。

「丸腰だと思ったかい？」

　メガネを外してポケットに入れる瀬田。

「違うよ。僕は今、ゲイ・ボルグを飲み込んだんだ」

　瀬田が構えた。

　槍やりの構えではない。身体を半身にして、足を大きく開く。ステップを踏ふむように身体を上下に揺らしている。

「あれは……テコンドーの構えか！」

　ライラが息を飲む。

「テコンドー？」

　その名前を聞いて、練司は考える。

　テコンドーと言えば足あし技わざが主体の格かく闘とう技ぎだ。いくら彼の足が長いからといっても、槍よりリーチが短くなったら意味がないではないか。それにこちらは武器を持ち、相手は素す手でというハンデもある。

　しかし練司の考えとは裏腹に、瀬田が纏う剣気は徐じよ々じよに膨ふくれあがっていく。

　その剣気全すべてが彼の右足に集まっている。

「僕も初めて使うけど……手加減できないから、許してね」

　その瀬田の表情が孕はらむ、確かな殺気。

『練司……怖こわい』

　縋すがり付くような、吠丸の声。

「吠丸！　薄緑に代われ！」

　今度は素直に聞いてくれた。すぐに柄つかの感かん触しよくが変わる。

『──まずいぞ、練司！』

　吠丸ではなく、薄緑の切せつ迫ぱくした声。

　同時に、刀が鞘さやから抜かれた。

『この感じ、お台だい場ばの時に似ている』

　言われなくても分かる。

　あの時のような、背筋がチリチリとする潜せん在ざい的な恐きよう怖ふ。

「そうか──下がれ練司！」

　ライラの絶ぜつ叫きよう。

「えっ？」

　瀬田が高く跳ちよう躍やくする。

　軸じく足あしを蹴けり、回し蹴りを放ちながら宙を舞まう。

　そして天てん井じよう近くまで昇のぼったかと思うと──




「ゲイ・ボルグは本来──足で投げる武器なんだっ！」




　お台場の時に知ったのだ。どのくらいの剣気で、どのくらいの威い力りよくが出せるか。あのヴィーナスフォートを両断した時の、ティルヴィングの剣気。今の瀬田の足には、それ以上の剣気が収束している。

　下がれと言われても、どこに下がれば回避できるのか。

「はぁぁぁぁぁぁっ！」

　全ての剣気が集約した右足のかかと。

　それがまっすぐに振り下ろされ──

　レーザービームのような剣気が、サンシャイン60の展望台を縦に貫つらぬいた。

『練司！』

　避さけたり防いだりとか、そういう次元の問題ではなかった。

　瀬田のかかと落としが引き起こした大爆ばく発はつは、展望台の全ての窓ガラスを割り、震しん源げん地ちに近い練司とライラの身体を吹ふき飛ばした。共にＤアームの剣気で守られていなければ、肉にく片へんすら残らずに消しよう滅めつしていただろう。

　だが、吹き飛ばされた先は上空。

　高さ二百メートル以上の展望台から飛び出した身体は、池いけ袋ぶくろの上空に無防備に投げ出されてしまった。

　ふわりと舞う、練司の身体。

　眼下に広がる東京の街。

「う……！」

　内臓が浮うき上がる感覚がした。

　落下しながら練司が見たものは、破壊されたサンシャイン60。

　展望台から下の窓ガラスが割れる。

　壁かべに亀き裂れつが走り、それが下に広がっていく。

　六〇階から五〇階。

　広がる亀裂と、弾はじけ飛ぶガラスの破片。

　花びらが舞うようにキラキラと輝かがやくビル。

　それが四〇階、三〇階──

「ウソ……だろ……」

　二〇階、一〇階、そして、とうとう亀裂は大地に届く。

　その瞬しゆん間かん、建物自体が傾かたむいた。

　地面を揺ゆるがす重苦しい音が身体の芯しんを震ふるわせる。

　一階まで被ひ害がいが出たという事は──




　六〇階から下まで、一気に貫いたのだ。




　またしても、防げなかった。

　Ｄアームの恐おそろしさは分かっていたはずなのに。

「くっ……！」

　悔くやしさがこみ上げるが、それよりも絶望が襲おそってきた。

　地面に落下するまで、あとどれくらいだろう。

　視線を巡めぐらせると、同じように空中に投げ出されたライラが見える。彼女は気を失っており、それでも握にぎっている八丁念仏団子刺しが必死に呼びかけている。

　練司もライラも優すぐれた特とく殊しゆ能力を持っているが、さすがに百メートルの高さから落下して助かる能力はない。

「薄緑！　剣気を集めて俺を守れるか!?」

『できぬ事はないが──』

　薄緑の声は落ち着いていた。

『必要なさそうじゃの』

　彼女の返答と同時に、練司も見た。

　頼たのもしい助っ人の姿を。

「──ぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあああああああああああっ！」

　小さく聞こえる、絶叫。

　割れた窓ガラスがスパンコールのように彩いろどっているサンシャイン60。

　その壁へき面めんを駆かけ上がる一いち陣じんの風。

　九十度の傾けい斜しやを地面の如ごとく走っているのは、Ｄアーム。

　まっすぐに駆け上がるクトネシリカと、その背に乗っている糸だ。

　雷らい神じんの化身であるクトネシリカの能力の一つ。その身体を雷かみなりに変え、超ちよう高こう速そくで移動する事ができるのだ。もちろん伝承者テイルキーパーである糸も可能だ。Ｊの持つミョルニルと似たような能力である。

　伝承者テイルキーパーがＤアームの能力に似るという話はあまり聞いた事がないが、感情のままに全力で走る糸にピッタリの能力だと練司は思っている。

「練司さぁあああああああん!!」

　風は速度を増し、数秒で百メートルの高さを駆け上る。

　そして壁面を蹴ってこちらに跳とんだ。バチバチと電気を放つ風は、やがて雷そのものになって接近する。二ふた股またに分かれた雷は、練司とライラを貫こうと輝きを増した。

「うおっ！」

　雷が練司を捕つかまえた。

「練司！　無事か!?」

　クトネシリカの低い声。

　がくん、と空中で静止した気がするのは、クトネシリカが練司の襟えりをくわえているからだ。もうちょっとマシな捕まえ方はないかと思ったが、クトネシリカに使えるのは牙きばだけだった。

　そしてもう片方の雷──糸は気絶したライラの身体をがっちりと抱きすくめていた。

「ライラさん！　ライラさんしっかりして！」

　緩ゆるやかに落下しながら呼びかけるが、返事はない。

「練司。ひとまず、あの建物の屋上に降りるぞ」

　クトネシリカの視線は、サンシャイン60の隣となりの建物に向いていた。巨きよ大だいな円と、小さな森のような植物群が視し認にんできる。サンシャイン水族館がある、ワールドインポートマートだった。

「わかった。ところでクトネシリカ」

「なんだ？」

　首根っこを押さえられたまま、練司は尋たずねる。

「お前らは雷の速度で移動できるけど、掴つかまれた俺達はどうなるんだ？　落下の衝しよう撃げきとかは吸収してくれるのか？」

「……すまぬ。私も初めての経験なので、その」

　短い間を経へて、

「問題ない。気を失っているライラだけは全力で助けるつもりだ」

「薄緑ぃ！　全力で俺を守れ！」

『お主なんかどうでもいいわ！　あの水族館の魚を殺さぬように、上う手まく避けて落ちるのじゃぞ！　妾わらわはまだ見ておらぬのじゃからな！』

　ギャーギャー喚わめきながら、練司たちと糸の姿はやがて融ゆう合ごうし、一つの雷となってサンシャイン水族館に落下した。







「ひゃー、これは予想以上」

　ゲイ・ボルグの剣けん気きを纏まとったまま、瀬田はメガネを指で押さえつつ下を見る。

　サンシャイン60の展望台の中心に、巨大な穴が開いていた。半径十メートルほどの円状の穴はどこまでも下に伸のび、土つち煙けむりや小さな火災で視界が遮さえぎられてはいるものの、大きな音と風は期待していた部分まで槍やりが通った事を教えてくれた。

　もともと、瀬田は槍の威力を懸け念ねんしていた。

　地下十メートルほどの空間にある、草薙の剣の安置所。そこまで通じる穴を掘ほるためには、警備の手て薄うすな地上数階からゲイ・ボルグを放つ必要があったのだが、初めて全力で放つ槍の威力は、建物の基き礎そまで破は壊かいしてしまうのではないかと心配していたのだ。

　最悪、草薙の剣の安置所ごと粉々に砕くだいてしまうのではないか──そう思っていたのだが、上手くいったようだ。

「ちゃんと下まで届いてるよね？」

『ええ。私には見える。ソータの一いち撃げきは、ちゃんと穴を開けたわ』

　サンシャイン60を丸ごと貫いて、ようやくちょうどいい威力になった。

『大だい丈じよう夫ぶ。誰だれも死んでない』

「うん」

　死ななければいいというものではないが、とりあえず瀬田も安心した。いすかが一いつ生しよう懸けん命めいがんばってくれたおかげだ。彼女の望み通り、サンシャインシティの人は全員避ひ難なんしてくれたようだ。

　おそらくお台場の事件がなければ、ここまで迅じん速そくな避難にはならなかっただろう。二十五人が重軽傷を負ったあの事件ですら、阿あ形がたが斬きる場所を間ま違ちがえていたら被ひ害がい者しやは数十倍に膨ふくれあがっていたはず。

　大規模停電と公式では発表されているが、ネットや口コミではテロだの欠けつ陥かん構造だの様々な憶おく測そくが飛び交かっている。今日のサンシャインなんか、完全にテロという事になっている。

「こりゃ被害総額いくらになるかな……」

『本当に日本人はお金の事ばかりね』

「目に見えない被害もいっぱい出てるって事さ」

　体内にいるゲイ・ボルグと会話しながら、瀬田は自分が開けた穴に飛び込んだ。数階ごとに着地しながら、飛び跳はねるように下へ降りていく。

　数分かかって、瀬田は地上に降りた。

　派手に飾かざられたショッピングモールは、上から落ちてきた瓦が礫れきで埋うまっていた。穴に吸い込まれるように落ちたもの全すべてが地上一階の穴付近に集まり、ゴミの山を形成していた。そして建物が崩くずれかけているせいか、瓦礫はまだ降っている。

「ほっ」

　瀬田は足を前に出すようにして、瓦礫を蹴けり飛ばす。

　山が吹き飛び、再び眼下に穴が出現した。

　百メートル以上の高さだというのに、穴の大きさは上から下まで均一だった。ここまで来ると、そういう吹き抜ぬけ状の建物にも見えてくる。

『ソータ』

　ショッピングモールの方から、戦いの音がする。

　いすかが弁慶機関と戦っているのだ。

「うん」

　だが、瀬田はそちらを見ようともしない。

　いすかの、いや、クラウ・ソラスの実力を信じているからだ。彼がいれば、いすかが傷つく事はないだろう。

　瀬田は地下に通じる穴に飛び込んだ。

　地ち下か駐ちゆう車しや場じようを抜けると、もう後はフロアがない。コンクリートの基礎と、それを支える土のみの空間。ビルにとって最も大切で強固な場所。

　瀬田のゲイ・ボルグは、それすらも穿うがっていた。

　穴は地下十メートルの部屋の中央まで届き、そこに封ふう印いんされた鉄てつ塊かいの上面を小さくへこませた所で止まっていた。

　手加減したつもりはないが、それでも壊こわせなかったのだ。

「これが……」

　中央の鉄塊の真上に落下した瀬田。そこを狙ねらって槍を放ったのだから、当然穴はそこに通じる。

　部屋では二名の人間が瓦礫の下した敷じきになって倒たおれていた。警けい戒かいはしていただろうが、唐とう突とつな真上からの崩ほう落らくには対応できなかったようだ。ゲイ・ボルグの言葉を信じるなら、命に別状はないだろう。

「何者だ？」

　穴から男の声がする。

「挨あい拶さつもせずに人の頭の上に乗るとは、最近の若者は礼れい儀ぎがなっていないな」

「これは失礼。なにしろ入り口がここしかなかったもので」

　瀬田は鉄塊から飛び降り、改めて全体を眺ながめた。

　他ほかに形容の方法がないくらい、純じゆん粋すいな鉄塊だ。巨大な立方体は芸術家が作ったオブジェのようにも見える。

　その中央から、力を感じる。

　剣の形をした剣気そのものだ。

　もしも今日以外の日、草薙の剣が強化されていない状態で鉄塊を破壊していたなら、剣も鉄も丸ごと破壊してしまうと聞かされた。

　八や尺さか瓊にの勾まが玉たまの「強化」によって、草薙の剣自身を守れるほどの剣気が出せる今なら、鉄塊を壊せるのだ。

「改めて、初めまして草薙の剣さん。僕は瀬田蒼そう太たと言います」

「なにやら上が騒さわがしいようだが、剛ごう善ぜんが警戒している敵とは貴様らの事か？」

「あー……おそらく、そうでしょうね」

　頭を搔かく瀬田。

「その敵が私に何用だ？　破壊するつもりか？」

「まさか。そもそもここに封ふうじられているものを破壊する理由がないでしょう」

「では、どういうつもりだ？」

「単刀直入に言います」

　瀬田は鉄塊に触ふれる。

　冷たい感かん触しよくと、中にいるＤアームの熱い気持ちが伝わってくる。




「日本を守るために、戦う気はありませんか？」




　瀬田の言葉は手を通して鉄塊の中に響ひびく。

　音と言葉の余よ韻いんが消えた後に、草薙の剣は小さく唸うなった。

「……貴様らは弁慶機関と戦っているのではないのか？」

「いいえ、もっと大きなものと」

　弁慶機関は草薙の剣にすら伝えていないのか。腹立たしく感じるが、草薙の剣を封じる弁慶機関の体質ではそれも仕方ないだろう。

　だが、ロキは弁慶機関とは違う。

「それは日本を脅おびやかす存在なのか」

「はい」

　すると、あろう事か──鉄塊が小さく振しん動どうしたのだ。数トンもある鉄が何の力も加えずに震ふるえたのである。

　笑っているのだ。草薙の剣が。

「詳くわしく聞かせろ」




　　　　＊




　どだい、完全な避難は不可能だと思っていた。

　サンシャインシティから逃にげ出すのは人間だけではない。駐車場から直接繋つながっている首都高速道路は混み合っており、加えて今の爆ばく発はつ。展望台から崩れていくサンシャインに気を取られて、玉たま突つき事故が起きた。

　首都高速道路は、異例の渋じゆう滞たいに見み舞まわれた。一時間経たっても動かない車に辟へき易えきした運転手は、全員外に出ると上を見上げる。窓ガラスが割れ、黒こく煙えんを上げているサンシャインシティに目を奪うばわれているのだ。

「オヤッさん。そろそろ車の手配が終わります」

　運転手の部下に問われて、剛善は頷うなずく。

「すまないが、ここは任せたぞ」

　アタッシュケースを持って、剛善はベンケイ警備保障の車を降りた。あちこちで非難の声が上がる車の間を縫ぬって、非常用ドアへ向かう。

『剛善さん。あとどのくらいで着くの？』

　ケースの中から八尺瓊勾玉の声がした。

「現在、江え戸ど川がわ橋ばしの近くにおります。ここから下の道を通って戻もどります。車が迎むかえに来ますので、あと一時間ほど我が慢まんしていただければ」

『こんなに混んでるのに、行けるの？』

「……行くしかありません」

　腰こしの刀に触れつつ、剛善は高速道路の非常口を見つける。報告通りならば、この非常口の真下に弁慶機関の仲間が来てくれているはずだ。

　だが、そう甘くはなかった。

「あら、結局一人きりになっちゃったじゃない。一課が総出で守るっていう計画じゃなかったのかしら？」

　背後から聞こえる声に、剛善はため息をつく。

「お前こそ、我々が足止めされている間に襲おそうのではないのか」

「そうしてもいいんだけどね。でも、今回は無む駄だに血を流す事もないかなって思ったの。その証しよう拠こに、私の手の届く所に三種の神じん器ぎがあるわ」

　剛善はその場にアタッシュケースを置いて、ゆっくりと振ふり向いた。

　両手にハンマーを持っている女が一人。

　Ｊと名乗る女は、乗り捨てられた車のボンネットに立っている。わざわざ歩いてきて乗ったのではあるまい。彼女のＤアーム、ミョルニルによる移動の結果、その上に落ちてきたのだろう。

　やろうと思えば、いつでもできた。高速道路など意味がない。仮に旅客機に乗って逃げたとしても、彼女とミョルニルならば追いつける。雷かみなりの移動速度を持つＤアームに行けない場所などないのだ。

「……一つ訊きかせろ」

　剛善は自らのＤアーム──〝虎こ徹てつ〟を抜いた。

　刃やいばの光が高速道路のフェンスに反射する。剛善の眼光以上に冷たい輝かがやきを放つ刀の切っ先は、Ｊからわずかに下がった下段の構えだった。
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「何な故ぜ、今日の会合が分かった？　予定より五日早めたはずだ」

「あのさぁ」

　心底呆あきれた表情のＪ。首を振ると短い金きん髪ぱつが揺ゆれる。イギリス人とのハーフだが、その体格は白人に近い。よほど父親の遺伝子が気に入らなかったようだ。

「ほんっと変わらないのね。パソコンの個人パスワードはちゃんと変えなさいって教えたわよね？　いつまで娘わたしの誕生日使ってるの？　会社で毎週変わるパスワードだけじゃ守りきれないのよ？」

「む……」

　こればかりは認めざるを得なかった。仕事でパソコンは使うが、細かい設定などは部下に任せっきりだった。Ｊが狙うとすれば、まず自分のＰＣだと分かっていたはずなのに。警備会社の取とり締しまり役やくとしては未熟以外の何者でもなかった。

「ま、仮にあなたがパソコンをまともに使えたとしても、他に手段はいっぱいあったからね。弁慶機関の窓口は他にもたくさんあるのよ？」

　薄うすく笑ったＪの身体からだが、突とつ如じよバチッとした電気を帯びた。

　次の瞬しゆん間かん、彼女の身体が消失する。

　しかし剛善はすでに手を出していた。

　文字通り、一瞬の出来事だった。

　剛善が横に伸のばして無造作に掴つかんだ手の中に、Ｊの手首があったのだ。

「くっ！」

　雷の速さで突とつ撃げきしたＪの腕うでを掴むとなれば、もはや筋肉のスピードでどうにかなるレベルではない。常人を超こえた反射速度と相手の行動を読む力が必要になってくる。

　それを、剛善は自力で会得した。

　剛善のＤアーム、虎徹の能力は「鼓こ舞ぶ」。仲間の力を底上げするものであって、剛善自身を強化するものではない。全すべて訓練によって鍛きたえられた、剛善自身の力なのだ。

「そちらもまだまだだな。攻こう撃げきの直前に目が泳ぐ。感情を出しすぎだ」

　涼すずしい顔で説教する剛善の手は、雷の熱で焼け焦こげていた。だがまるで痛みすら感じていないかのように、剛善は話し続ける。

「答えろ。何故ここまでする？　これはヴィーナスフォートとサンシャインを破は壊かいしてまで成し遂とげたい目的なのか？」

「……決まってるでしょう！」

　剛善の腕をはね除のけたＪは、怒いかりの形相で睨にらみ付ける。

「あなたこそ何を言ってるの!?　今起きている事に比べたら、サンシャインくらい安いものじゃないの！」

「馬ば鹿かな。いくら何でも、大勢の人に迷めい惑わくをかけていいはずがない。誰だれも傷つけずにＤアームから人々を守るのが弁慶機関の仕事だ」

「じゃあ答えなさい！」

　Ｊはミョルニルの柄えを持ち、強く握にぎりしめる。




「どうして〝グングニル〟の復活を末まつ端たんに伝えないの？」




　その槍やりの名は、剛善に深く刻まれている。

　だが──

「それは前にも話したはずだ。グングニルの驚きよう異いは二年前のあの日以来、一度も確かく認にんされていない。だが弁慶機関だけでなく、各国の機関が警けい戒かいを呼びかけている。もちろん弁慶機関でも捜そう索さくは続けている」

「つまり、グングニルを大した脅きよう威いとは見なしていないという事ね？」

「それは違う。我々はどんなＤアームだろうが、人類を守るために戦う」

「嘘うそよ！」

　Ｊがハンマーを振りかぶり、そして振り下ろした。高速道路の地面が割れ、クレーターが生じる。飛礫つぶてが周囲の自動車を穿うがち、爆ばく風ふうが全てをまとめてひっくり返した。およそＴＮＴ火薬一キロに相当する爆風が、首都高速道路を襲った。

　その寸前、剛善はアタッシュケースを手に持ち、素す早ばやくその場から離り脱だつしていた。高速で背後に下がり、背中でアタッシュケースを守る。

「……嘘ではない。現にイギリス、インド、中国を交えて対策会議も行った。その結果、イギリスはヨーロッパ全体を捜索する部隊を作ると約束してくれた。遅おそかれ早かれ、アジアやアメリカもそうなるだろう」

　世界一のＤアーム保有数を誇ほこるイギリスの〝円えん卓たく会かい議ぎ〟は、強力な発言権を持っている。中でも「最強の防ぼう御ぎよ力」と称しようされる〝エクスカリバー〟のカリスマ性は別格だ。彼が声をかけるだけで、世界中から仲間が飛んでくるはず。

「そうだとしても、遅すぎる。悠ゆう長ちように待っていては〝ラグナロク〟が来てしまう。起きてからじゃダメなのよ。そうなる前に叩たたかないと──世界は救えない」

「お前の理念も分かる。だが、罪のない人々を犠ぎ牲せいにしていいものではないだろう！」

　アタッシュケースを置き、剛善が斬きりかかった。Ｊはハンマーの柄で刀を受けると、雷に変化して剛善の背後に回る。だがそれよりも速く、剛善が背後に振り回した剣けんがＪの頬ほおを掠かすめた。

「犠牲にしたいわけじゃない。でも、犠牲にしなきゃ救えない！」

　雷を纏まとったハンマーを、力任せに剛善に叩きつける。が、直前で剛善はＪの手首を柄つかで弾はじいた。わずかに軌き道どうがずれたミョルニルは地面を叩き、爆ばく発はつと同時に雷のヘビを周囲にまき散らした。煙けむりを上げる車が何台か爆発し、逃にげ惑まどう人々。

「そのためなら、私たちはテロリストにもなる。世界を救うために、世界中から『悪』と呼ばれても構わない。それがロキという集団なのよ！」

「まったく──姉妹揃って、正義だの悪だの！」

　刀を握り直す剛善。

　彼のＤアームからは剣気が伸びていない。虎徹から放出されている剣気は、刀身のリーチそのままの長さだ。自分の刀が届く範はん囲いのみに全力を注ぐのが剛善のスタイル。

　剣士とは一線を画す戦い方が主流の伝承者テイルキーパーたちの戦いにおいて、それでも剣技を追い求めた古くさい男。それが片かた剣つるぎ剛善という剣士だ。

「一つだけ教えてやる」

　剛善は怒りに燃える娘むすめに対し、あくまで下段──守りの姿勢を崩くずさない。守るための組織である弁慶機関の理念を体現するかのようだった。

「正義でも悪でもいい、主義を持つのは大事な事だ。だが、もしも自分が窮きゆう地ちに追い込まれた時に、それを言い訳にするなよ」

「フン。分かっているわ。私は私の意志で戦う。誰のせいにもしない。人間、とくに剣士って生き物は死ぬ時はいつも一人だものね」

「うむ」

　剛善が頷うなずいた時、Ｊの背後に見えるサンシャイン60に異変が生じた。崩れかけた建物がさらに大きく揺れたのだ。周囲を逃げ惑う人々からも声が上がる。

「む？」

　サンシャインで大きな変化が起きた事は間ま違ちがいない。

　それを確認したいが、今はＪがいる。

「どうやら、こちらの目的は達したようね」

　Ｊは武器を納めていた。ミョルニルが人間の姿に戻もどっている。

「草薙の剣の封ふう印いんを解いたの。これから交こう渉しように入るわ」

「……お前っ！」

「八や咫たの鏡かがみと八尺瓊勾玉も欲ほしかったけど、ま、非ひ戦せん闘とう員にまで無理を強しいるつもりはないから。こちらとしては草薙の剣だけでも手に入れば満足よ」

　最初からこちらは眼中になかったと言う事か。つまりＪは我々を引き離はなすための囮おとりだったのだ。

　本命は、まだサンシャインにいる仲間。

　Ｊとミョルニルの身体が、また光った。

「くっ……待て！」

「じゃあね。ライラにもよろしく。パスワード、変えておきなさいよ」

　それだけ言い置いて、Ｊは雷かみなりの姿になって逃げ出した。いや、逃げたのではなく、本来の目的地に行ったのだ。

『兄様が……！』

　安全な場所に置いておいたアタッシュケースから、小さな声。

　八咫鏡が泣いている。

　剛善はアタッシュケースを持ち、インカムの通信ボタンを押して叫さけぶ。

「池いけ袋ぶくろ周辺の人間はサンシャインに戻れ！　敵はそこに集結している！　八咫鏡と八尺瓊勾玉を輸送する班だけは現状のままだ！」

　非常口のドアノブを掴んだ時、剛善はもう一度だけサンシャイン60を見た。普ふ段だんから見慣れているはずのオフィスビルが、今は伏ふく魔ま殿でんのように感じられた。




　　　　＊




　サンシャイン水族館は、他ほかの建物に比べて乱れていなかった。突とつ然ぜんの避ひ難なん勧かん告こくが出されたというのに、周囲にゴミなどは散らばっていない。係員による誘ゆう導どうが的確だったせいだろう。

　残された魚たちのためにも、戦場がここまで飛び火しないように祈いのるしかない。今のところはサンシャイン60のみの被ひ害がいで済んでいるが、この先は分からない。

「練司、大だい丈じよう夫ぶ？」

　冷たいペットボトルを頬に押しつけられた。

　薄緑ではない。

「吠丸。買ってきてくれたか」

　小さな姿で、いくつものペットボトルを抱かかえている。練司が財布を渡わたして、買ってきてもらったのだ。

「ありがとな」

「……うん」

　練司が頭を撫なでると、吠丸は嬉うれしそうに笑った。戦いはできなくても、こうやって役に立とうとしてくれる気持ちは嬉しい。

「ほれっ」

　スポーツドリンクを放ほうる練司。糸とライラはそれをキャッチすると、一気に飲み干した。弁慶機関のスーツではなく私服だったおかげで財布を持っていたのが功を奏した。

「……ロキめ。やりたい放題やってくれたな」

　ペットボトルを握り潰つぶし、ライラはサンシャイン60を見上げる。割れた窓ガラスはいまだにキラキラと光っている。窓まど枠わくに残っている欠片かけらが時間差で落ちているためだ。

　建物自体も少し動いている気がする。あれは弁慶機関の力を借りないと、やがて倒とう壊かいするだろう。

「けど、強かったな」

　正直な感想を呟つぶやく練司に、ライラが頷く。

「あの瀬田という男。軽い口調とは裏腹に、攻撃に一いつ切さいの迷いがなかった」

「ああ。阿形の時と同じだ。ロキってのは、本当に狂くるった人材集めやがる」

　ライラの批評に同意する練司だが、糸は分かっていない様子。

「そんなにすごい事なんですか？」

「糸だって、こうと決めたら突つっ走るだろ？　目標を決めたら、後は何も考えずにとことん突き進む」

「わ、私だってちゃんと考えてますよぅ……」

　馬鹿にされていると思ったのか、少し拗すねた表情の糸。しかし練習もなしにサンシャイン60の壁へき面めんを駆かけ上がったのは大した度胸である。

　そんな糸の評価を置いて、ライラはこう説明する。

「ロキの伝承者テイルキーパーは、糸よりも凄すごい。練司は『こうと決めたら突っ走る』と言ったが、『こうと決める』ためには迷い、考えないといけない。あいつらにはそれがないんだ」

「最初からやる事を決めておいて、そこから全くブレないんだよな。やろうと思ってもなかなかできる事じゃないぜ。狂きよう信しん者しやみたいだ」

　人を斬る事に対して、とても抵てい抗こうのあった練司。そこから吹ふっ切れて、今の戦闘スタイルを確立するまでにどれほど悩なやんだ事か。しかもそれは長年培つちかってきた常識の枠わくを壊こわさず、なんとか折り合いをつけたもの。

　瀬田の場合は、常識も何もかもすっ飛ばした。阿形の時もそうだが、まったく躊ちゆう躇ちよせずに建物を破は壊かいするなんてできない。普通は考え、それが戦いにも表れる。

「決めてるんだよ。自分の信念ってヤツを」

　瀬田はゲイ・ボルグと共に暮らす世界を作るとか言っていた。Ｄアームと愛し合い、そのために戦う。

　目的としては、とても個人的で単純。

「愛する人のためなら、サンシャインを破壊しても構わない……か」

　ライラはぼそっと呟き、そして、

「ふざけるなっ！」

　近くにあったベンチを蹴けりつけた。驚おどろいて練司も糸も彼女を見る。ここまで彼女が荒あれた感情を見せたのは初めてだった。

「欲よく望ぼうのために他者を犠牲にしているだけじゃないか！　そんなものは──！」

「……で、でも、みんなそうだよ」

　ライラに怯おびえつつ、自分の意見を言うのは吠丸。

「みんな同じ。悪い事する人、みんな自分のためにするの」

「それはそうだが……っ！」

　吠丸に諭さとされ、ライラは落ち着こうと深呼吸をする。だが、噴ふん出しゆつした怒いかりはなかなか収まらない様だ。

「認められない。私には、どうしてもそんなやり方は許せない。個人の目的のために、あんな真ま似ねを……！」

「俺は、瀬田の気持ちが分かるな」

　練司の言葉に、全員の視線が集まる。

　間違った事は言っていない。練司は説明する。

「少なくとも正義のために犯罪するより、よっぽどいいよ。建物を壊して、人を傷つけて、何かを奪うばって──そんな汚きたない仕事をやるんだ。それで『正義のため』なんて言ってたら、矛む盾じゆんだらけで頭がパンクしちまう」

「……みんな、そうだよ」

　吠丸も練司の言葉に同意する。

「最初はね、正義のためって言って殺し合うの。でも、戦って疲つかれて……そうなると、みんな泣くの。死にたくない、とか、ごはんが食べたい、とか。誰だれも正義なんて言わなくなるの。だったら最初から戦わなければいいのに」

　正義のために、人を傷つける。

　自分のために、人を傷つける。

　より迷わずに行動できるのは、どちらか。

「オヤッさんは、そういう事を言いたかったんじゃないのかな。伝承者テイルキーパーってのは、人殺しだとも言ってたしな」

「……正義を殺しの理由にしてはいけない、か」

　先ほど自分が蹴ったベンチに座り、落ち込むライラ。刀を抱だきかかえるように座る彼女は、壊れたサンシャイン60をずっと見つめていた。

「なぁ、ライラ。こういう事を聞くのもアレだけどよ……お前、人斬きった事あるのか？」

「一度だけ」

　弁慶機関で活動するとなれば、やはり戦闘は避さけて通れない。伝承者テイルキーパーの戦いとは、命のやり取りだ。だから練司も悩んでいたのだ。

「殺したのは、すでに五人を斬った妖よう刀とうの使い手だった。罪もない少女を人質にして立て籠こもっていたクズだ。それでも斬った日から一週間は眠ねむれなかった。泣きながらお礼を言ってくれたあの子の声がなければ、今でも悩んでいたかもしれない」

「……辛つらいよね、人を傷つけるの」

　同情するような目の吠丸。

　戦いが嫌きらいな彼女にしてみれば、正義のためだろうが個人のためだろうが同じだ。

「だけどもっと辛かったのは、少女の大切なものを守れなかった事だ」

　ライラはそう続けた。

「大切なものって何だ？」

「……ぬいぐるみだ」

　その答えを聞いて、練司は苦く笑しようしそうになる。

　しかし小さな子供にとって、その類たぐいの代しろ物ものがどれだけ大切なのかは、周りに判別できない。大人のものさしでは決められないのだ。

「少女の母親の形見だったそうだ。そうとは知らず、私は犯人とぬいぐるみを斬った。任務は成功したが、私の中では失敗だ。それから『正義』というものについて考えるようになった」

　ただ敵を斬るだけでは、殺人犯と同じ。

　それは練司も薄緑に言われた事だ。

「可愛かわいいもの好きなのも、その反動か」

「……考えた事はなかったが、そうかもしれない」

　守れなかったもの、守るべきものの象しよう徴ちようとしてぬいぐるみを集めるのはお堅かたい理由だが、ライラの心の安定にはそういうものが必要だろう。

「ライラは、戦うのが好きなの？」

　直接尋たずねる吠丸に、少し考えてライラはこう答えた。

「戦わずに済むなら、それでいい。むしろ私のＤアームはそういう類の能力だ。しかし目の前で泣いている子供がいれば助ける。もうぬいぐるみも傷つけさせない。人の悲しみを全すべて取り払はらうのが、私の『正義』だと思っている」

「……何よ」

　失望した顔の吠丸。




「結局、ライラも自分の事しか考えてないじゃない」




　やはり、そういう結論になった。

　練司もずっと同じ事を考えていた。

「そ、そんな事はない。私は正義のために──」

「だからさ、それも個人的な理由だろ？」

　練司が吠丸に助け船を出した。

「正義を貫つらぬくとか、弁慶機関のために戦うとか。そういう自分でありたい、って言うのはそのまんま個人的な欲望じゃねーか」

「し、しかしだな。こんなのは私の美意識の問題であって」

「いいじゃねーか、美意識。追い求めて何が悪いんだ」

　剣けん士しにだって、理想の形がある。

　流派だってそうだ。殺人に特化した形もあれば、心の鍛たん錬れんのための剣道もある。その流派の理念を理解したら、そこに近づけるように努力する。型を極きわめたり、速さを上げたりするのはどのスポーツでも言える事。

　理想の探究とは、成長する上で立派な目的だ。

「戦いなんて、正義と正義の押し付け合いとも言うぜ。だったら自分勝手に押し付けちまえよ」

「……それで、いいのか」

　戦う理由とは、武器を振ふる力だ。Ｄアームよりもさらに内側に来るもの。

　だから慎しん重ちように選ばなければならない、最重要パーツとも呼べる。

「あ、あの」

　恐おそる恐る話しかけるのは、柱の陰かげに隠かくれている八はつ丁ちよう念ねん仏ぶつ団だん子ご刺ざし。

「私は、お嬢じようが努力をしているのを知っております。毎日鍛錬を欠かさず、記録をつけているお嬢はとても楽しそうでした」

「ハチ……」

「私は金銭を貰もらって戦います。それこそが私の主義。要は雑さい賀か衆しゆうの頃ころより続いてきた掟おきてを守る事によって、私も満足感を得ているのですよ。これもまた、私の美意識です」

「……そうか」

　ライラは静かに頷うなずくと、

「結局は『良いか悪いか』ではなく『好きか嫌いか』なんだな」

　そう結論付けた彼女の表情は、まだ納なつ得とくしていないようだ。

　しかしそれは結論によるものではない。

「だとしたら、私は何を迷っていたのだ……自意識を装そう飾しよくするためにゴテゴテと貼はり付けたものを、また剥はがすような無む駄だな作業じゃないか……ううう」

　頭を抱かかえるライラ。かと思ったら、壁かべに手をついてがっくりとうなだれる。こんな情けないライラ、初めて見た。美意識はどこへ行ったのか。

「お、お嬢。落ち着いてください」

「あー……もう、いいや。なんだか吹っ切れた」

　頭を搔かいて微笑ほほえむライラ。

　ピンと張り詰つめたような雰ふん囲い気きは消え去り、自然体の彼女が見えた。普ふ段だんの彼女とは違ちがうが、これはこれで美しい。

「そうそう。別にぬいぐるみのために戦う、でもいいじゃねーか」

「べ、別にぬいぐるみのために戦っているわけじゃない！」

　顔を真っ赤にして否定するも、

「……けど、それもいいか」

　考えを改めるライラ。

　端はたから見れば滑こつ稽けいに見える理由も、当人にとってはきちんとした背景に基づいたものだ。ぬいぐるみを守るために戦うライラを、今の練司は笑ったりしない。それがライラの正義に繋つながると分かっているから。

「正義の形なんて、人それぞれだ。弱い者、弱い者が守りたいもの、それらの象徴がぬいぐるみなのだとしたら──うん、私の戦う理由は間違っていない」

　彼女は一言ずつ、自分に言い聞かせる。

「仲良く集まっているぬいぐるみ達を壊こわそうとする者どもがどう見えるか想像すれば、なるほど、確かにこれは美意識の問題だ。そんな醜みにくい人間を放ほうっておくなんて、虫むし酸ずが走る」

　そう言いつつも、楽しそうに笑うライラ。

　彼女の中で、完全に何かが繋がったようだ。

「助かったよ。練司、糸」

　安あん堵どするライラの笑顔。

「何しろ私はこういう悩なやみを相談できる友達がいないからな」

「お前のカバンの中を見せたら、一気に増えると思うぜ」

　学校では生徒からの人気が高すぎて、逆に近寄りがたいと言われているライラ。うかつに練司が話しかけようものなら、親衛隊にボコボコにされてしまうのだ。

「まぁ、その──今のところは、お前たちがいれば充じゆう分ぶんだ」

「……お、おう」

　目を逸そらしながら照れるライラに、練司も恥はずかしくなってしまう。彼女たちとは逆に、糸は悩みが解決したライラを見てニコニコと笑っていた。

「……ふん」

　ただ一人不満そうなのは、吠丸。

「戦う理由なんて、いらないもん」

「お前も同じだぞ、吠丸」

　吠丸の頭をポンポンと叩たたく練司。薄緑にこれをやると怒おこられるのだが、吠丸は素す直なおに叩かれていた。
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「……私？」

「さっき言ったろ。正義と正義の押し付け合いだって。お前らも毎日やってるじゃねーか」

「あれは、別に」

「いいんじゃねーのか？　戦いが嫌きらいって言うなら、それを押し通すために全力で薄緑たちと戦えよ。戦いを避さけるための戦いをして、見せつけろ」

「戦いを避ける、戦い……？」

　吠丸は生まれた時から戦いが嫌いだった。

　薄緑が義よし経つねに渡わたる前、源みなもとの為ため義よしがこの刀を手にしていた時の事。それまでにも数々の武ぶ勲くんをあげてきた刀が、夜になると泣いていた。まるでヘビが這はうような音ですすり泣いていたためにつけられたのが、吠丸という名。

　数々の人間、妖よう怪かいを斬きり倒たおしてきた吠丸は、戦いに疲つかれていた。斬った者たちの怨おん念ねんを一身に浴び、その悲しみを背負ってきたのである。

「うむ、練司の言う通りじゃ」

　吠丸の姿が変化した。薄緑が起きたのである。

「平和主義も結構。何度でも主張するが良い。戦わずに済む方法があるなら、提示してみろ。じゃが、妾わらわも戦って平和を勝ち取る方法を主張するぞ」

「……戦わなくていい方法、いっぱいあるもん」

　また吠丸の姿に戻もどる。

「けど、あの人たちは嫌い」

　吠丸が見ているのは、サンシャイン60。あそこにいるのは、戦いが大好きな連中だ。それも無関係の人間を巻き込んで戦おうとする、平和主義から最も離はなれた者たち。

「だったら見せてくれ、吠丸。戦わないやり方ってヤツを」

「うん──」

　吠丸が目を閉じると、薄緑の姿に戻る。

　もう吠丸が出てくる事はなかった。

「戦いを止めたいと願うのは、全員同じじゃ」

　腕うでを組み、頷く薄緑。

　彼女はライラを見て、小さく笑った。

「……なんだ薄緑。何がおかしい」

「いやな、ライラは持っていないと思っていたり、妾は持ちすぎだと思っていたものじゃが──考え方一つで満ち足りるものじゃな」

「フフ、そうだな」

　意味を理解したのか、ライラも笑う。

　そして二人並んで、サンシャイン60を見た。

「我々は再びあそこに戻り、ロキを討うつ」

「いいのかよ、ライラ。命令は受けてないぜ」

　もはや彼女を止められないと分かっていて、それでも茶化す練司。本来ならば第三課は手伝いに徹てつし、戦いは一課に任せる段取りのはずだ。

「フン」

　それを知りつつ、ライラは鼻で笑う。

　右手を前に出すと、待っていたかのように八丁念仏団子刺しが握にぎり返す。互たがいに見つめあって頷くと、一いつ瞬しゆんの輝かがやきの後に一ひと振ふりの刀に変化した。

　その切っ先をサンシャイン60に向け、ライラは宣言する。

「池袋の人間を脅おびやかす悪がこの世に存在する事──そんなもの、私の美意識が許さない」

　午後の陽光が、刀とライラの美び貌ぼうをキラキラと輝かせていた。
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「おぉ……これが平へい成せいの東京」

　草くさ薙なぎの剣つるぎの封ふう印いんを解いた後、瀬せ田たはさっさと逃にげるつもりだった。しかし救出したはずの草薙の剣が、どうしても展望台に昇のぼりたいとだだをこねた。戦時中の東京しかしらない彼にとって、数十年の時を経へた現在の姿はまるで異国のように見えた事だろう。

「話には聞いていたが、素晴らしい。これほどまでにビルヂングが増えているとは。本当に東京は空くう爆ばくを受けたのか？　いやいや、日本人の魂たましいには恐おそれ入る。これは私でも予想外だった」

「お気に召めしましたか？」

　エレベーターが壊れた今、再び最上階まで昇るのは骨だった。しかし草薙の剣は解放された喜びで、瀬田が開けた穴をひとっ飛びで上がっていった。さすが日本最古のＤアーム、その力は果てしない。なにしろサンシャインを貫つらぬく威い力りよくの蹴けりで鉄てつ塊かいを破は壊かいした時も、傷一つついていなかったのだ。

　弁べん慶けい機関の追っ手はたった二人だった。最初から草薙の剣の安置所の直上に待機していた男たち。彼らは草薙の剣を取り押さえようとしたのだが、あっけなくやられた。彼らは弁慶機関の中でもエリートだと聞かされていたのだが、草薙の剣は手も触ふれずに二人の追っ手を握り潰つぶした。

「問題はこれを脅かす化け物がいるという事だな」

「はい」

「ならば私が戦う理由としては充分だ。瀬田と言ったな。感謝するぞ、私の願いを叶かなえてくれて」

「喜んでいただけて何よりです」

　恭うやうやしく礼をする瀬田。

「……しかし、アレだ」

　わざとらしく咳せき払ばらいをする草薙の剣。

「最近の若者というのは、その、いつもそうなのか？」

「アハハ、カップルにもよりますね」

　瀬田の右みぎ腕うでには、先さき程ほどからずっとゲイ・ボルグがしがみついていた。当時の女性しか知らない草薙の剣にとって、胸むな元もとが大きく開いた服を着た外国人の女性というのは刺し激げきが強かったかもしれない。

「まぁいい。好き合った男女が自由に恋れん愛あいできる世の中は良いものだ。お主は確か、そんな世の中を夢見て戦っていると言ったな」

「ええ。他ほかには何も要いりません」

「かつて日本を守った英えい霊れい達も同じだ。愛する自分の家族を守るために散っていった。それはどの時代でも変わらぬ」

　拳こぶしを握り、草薙の剣は遠くを見る。どこまでも続く東京の町並みは白く輝いていて、彼にとってそれは宝物のように見えていたのだろう。

　瀬田にとっても、それは同じ。

　ゲイ・ボルグといるこの世界が何よりの宝だ。

　それを壊こわそうとする存在──グングニルは消さなくてはならない。

「ところで瀬田」

「はい？」

「あちらの娘むすめもお主の仲間か？」

　振ふり返ると、弁慶機関の使い手が二人。

　崩くずれかけたサンシャイン60の最上階に、音もなくやってきた。

「君たちは……！」

　片方は、あのライラという美人の刀使い。

　先程とは打って変わって、余よ裕ゆうの表情。つい三十分ほど前にここから落下したばかりだというのに、この短時間で何があったのか。まるで別人のように生き生きしているではないか。

　──いすかちゃんにも、このくらい余裕があればなぁ。

　そんな事を考えつつ、瀬田は隣となりの少女を見る。

　狼おおかみを連れた女の子。おそらく阿あ形がたが拉ら致ちに失敗した島しま原ばら糸いとという子だろう。余裕がなく焦あせっているようだが、それを押し殺そうと強い瞳ひとみで睨にらみ付けている。まだ中学生くらいなのに、そこらへんのヤンキーより根こん性じようが据すわっている。

「失礼ながら、立礼でご容よう赦しやください」

　ライラは手にしていたＤアームを宙に放ほうる。回転した刀が地面に着地する前に、人型になって優美に立った。

「片かた剣つるぎ剛ごう善ぜんの娘むすめ、ライラと申します。お初にお目にかかります、草薙殿どの」

「そうか、剛善の娘か。眼力がよく似ている」

　ヘビのような目で射い貫ぬかれるように見られると、ライラは驚おどろくような表情を浮うかべ、そしてそれをすぐにかき消した。

「ほら糸。挨あい拶さつ」

　ライラに促うながされ、隣の少女も頭を下げた。

「は、初めまして！　あ、あの、島原糸と申します！　ライラさんの部下で、えっと」

「ハッハッハ！　堅かた苦くるしい挨拶は抜ぬきだ。そもそも私に地位など存在しない。この下に封印され続けてきた罪人なのだからな」

　高笑いする草薙の剣。謙けん虚きよと言うよりは、自由な立場で会話がしたかったのだろう。

「しかし、その姿はいただけぬな」

　彼が指さすのは、黒服の男と狼。

「今の世の中は、女子供が戦術神器を使うのか？　か弱い者が武器を持って戦うなど、私の時代では信じられぬ」

「……それも致いたし方ない事」

　カチンときたようで、ライラの声のトーンが下がった。瀬田も似たような事を言って怒おこられたのだった。

「人々を守るのに性別は関係ありません。むしろ女でも戦えるほど時代は進んだのです」

「はて、どうかな」

　ライラの殺気に当てられ、草薙の剣は手を広げる。その身体からだから剣けん気きがじわりと滲にじみ出した。

　その嬉うれしそうな笑え顔がおときたら。

「お主達は私を止めに来たのだろう。だが私は止まらぬよ。この日本に危機が迫せまっていると聞いては黙だまっておれぬ」

「それは騙だまされているのです！　ロキはあなたを戦いの道具にしたいだけです！」

「戦いの道具？　結構ではないか」

　草薙の剣は微み塵じんも動どう揺ようしない。

「武器とは戦いの道具だ。私はそれ以上でも以下でもない。誰だれかを殺あやめて使用者の欲よく望ぼうを満たす事こそ武器の本ほん懐かい。そして私は日本を守る使命を帯びた剣。誰にも止められる謂いわれはないよ」

「……そうですか」

　もはや説得は無理と悟さとったのだろう。ライラは顔を上げた。

「草薙の剣殿。あなたの考えに同意できなくもない。だが、それはあなたを想おもって一年に一度会いに来た姉君や妹君をないがしろにしている」

「……なに？」

「あなたが全力を出すと、日本全土を巻き込む戦いになる。それは最悪、姉君や妹君、そして日本国民を巻き込む戦いになる。それでも構わないと言うのか」

「戦いに犠ぎ牲せいはつきものだ。手をこまねいて見ていた結果、全すべてを奪うばわれるよりマシだ」

　その返答で、ライラの腹は決まったようだ。

「──その考えは、私の美学に反する」

　正義ではなく、美学と来たか。

　瀬田は笑い出しそうになった。変わったのは、これだったのだ。

　態度に怯おびえや迷いがなくなった理由は、そういう事か。

　──だけど、これは恐ろしい。

　ライラは右手を横に伸のばす。

　その手に触れた黒服の男。身体がうっすらと光を帯びて──




「我が命に従え、八はつ丁ちよう念ねん仏ぶつ団だん子ご刺ざし」

「──御ぎよ意い」




　強い閃せん光こうと共に、ライラが前に飛び出した。

　走るライラの手には、すでに一振りの剣が。

「速いな！」

　その剣を右手で受け止める草薙の剣。生身の肉体に見えるが、その本質はＤアーム。強力な剣気でライラの剣を押し留とどめている。

　──やっぱり、速くなっている。

　ついさっき瀬田と戦った時は、まだ見切れる速さだった。しかし今のライラの一いち撃げきはモーションから何までまるで見えなかった。コマ送りのように時間を切り取ったかのような瞬しゆん間かん移い動どうだ。

　さらに、敵は彼女だけではない。




「一いつ緒しよに行こう、クトネシリカ！」

「──心得た！」




　何かが弾はじける音と共に、一筋の雷かみなりが草薙の剣を襲おそった。閃光は草薙の剣の身体を吹ふき飛ばし、柱にめり込ませる。

　あれは、糸のＤアーム──クトネシリカが全力でタックルしたのだ。剣の形態ではなく、動物のまま攻こう撃げきするとは。雷を纏まとった狼は、神様の化身のように輝かがやいている。

「草薙さん！」

　それまで傍ぼう観かんしていた瀬田も、二対一になれば加勢しないわけにはいかない。ゲイ・ボルグを槍やりの形状に変え、クトネシリカを狙ねらおうとしたのだが──

「なっ!?」

　何者かが瀬田の背中を掴つかんで、引っ張った。

　いつ背後に回られたのか。

「うっ……わあっ！」

　瀬田の身体が宙に浮き、飛んだ。

　誰かが掴んで投げ飛ばした感かん触しよくは確かにするのだが、その人物の影かげも形も見えない。それどころか近づかれた足音や、気配すらも感じない。Ｄアームを感知できるゲイ・ボルグも教えてくれなかった。

「誰だっ!?」

　叫さけんだ時には、瀬田の身体は窓から放ほうり出されていた。

　サンシャイン60の展望台が遠ざかっていく。

　そして──彼にしがみついている、謎なぞの人物。

　感触はある。

　なのに見えないし、聞こえないのだ。

　そしてその感触すら、徐じよ々じよに消失してゆく。カメレオンが風景に同化するように、敵の感触が溶とけてなくなってしまったではないか。

「誰なんだ、僕にくっついているのは!?」

「俺だよ」

　耳元で聞こえる声。

　──あの、少年。

　薄うす緑みどりとかいう刀を持った男の方。ライラと組んでいた剣士だ。さっきから姿が見えないと思っていたら、こんな所にいたのか。

　だが、何な故ぜ見えない。感じられない。

「それが薄緑の能力なのか……!?」

「いいや、違ちがう」

　ごうごうと鳴る風の音に混じって、練司の声がハッキリと聞こえる。

「こいつは──吠ほえ丸まるだ」







　吠丸の力は「己おのれを斬きる」事に特化している。

　彼女が戦いを嫌きらえば、その姿は誰からも視し認にんできなくなる。音、気配を自在に操あやつる事ができ、感触まで隠かくせるのだ。戦いを避さけて、安全な場所まで逃にげるための能力。

　しかし転じれば気づかれずに相手に近づける好機になる。

『練れん司じ。ケンカしないでね』

「わかってる！」

　瀬田を掴んで落下しながら、練司は体勢を整えていた。

「このっ……！」

　こちらを視認した瀬田が、ゲイ・ボルグを短く持つ。身体のどこにでも刺さればいいのだろう、闇やみ雲くもに突つき刺してくる。

「くっ！」

　身をよじって回かい避ひしようとするが、落下中なので思うように動かない。無重力のように身体がフワフワと浮いている。そのため、移動するには瀬田の身体を引っ張るようにしなければならない。

「うわわっ！」

「っとと！」

　結果として、お互たがいが引っ張り合うという不格好な戦いになった。

　瀬田は身体に張り付いた練司を突き刺そうとするが、練司は右手を押さえているため動けない。

「吠丸！」

　そして練司はその腕うでにしがみつき、身体を軟なん体たい化させる。

「なっ!?」

　まるでヘビのようにヌルヌルと変化した身体は、瀬田の腕から背中に回り、がっちりとホールドした。この奇き妙みような移動術も、吠丸の能力のひとつ。刃やいばが入る隙すき間まさえあれば、どんな方法でも移動できるのだ。

「ど、どこに行った!?」

　瀬田は背後に回った練司に気づかない。

　至し近きん距きよ離りで触ふれているにも拘かかわらず、存在を感知できない。

　姿を消すのではなく、観測者の意識から隠れているのだ。

　その代わり、こちらからは一いつ切さいの攻撃ができない。吠丸が嫌うからだ。戦いが嫌いな彼女にしてみれば、これこそが最大の戦いなのだ。

　空中という逃げ場のないロケーションですら、その隠おん密みつ技術は衰おとろえないのだ。

「どこだ!?　どこなんだ!?」

　風に紛まぎれて聞こえる瀬田の声。すでに落下してから五秒以上経過している。

　練司のさっきの感覚からすると──もう地面に辿たどり着く。

「おい瀬田！　そろそろ落ちるぞ！」

「くっ……！」

　まさか一日に二回もサンシャイン60から飛び降りるハメになるとは。しかも落ちても無傷ではないのだ。身体は無事でも脳天が揺ゆさぶられて、しばらく何もできなくなる。

「吠丸！　俺を守れるか!?」

『……わかんない。薄緑に代わるね』

　吠丸の呟つぶやきと共に、刀の感触が変わった。吠丸の柄つかは手に纏まとわり付くような手て触ざわりだが、薄緑になるとサラリと爽さわやかになる。ずっしりとした重みとまっすぐな刃。まさに武器といった感触に変わるのだ。

「できるか、薄緑？」

『やるしかなかろう！　もう一度じゃ！』

　薄緑の剣気が練司を包み込んだ。本来ならば物を斬るためのオーラを全て防ぼう御ぎよに回す。これが得意なＤアームもいるそうだが、薄緑は苦手な方だ。

　また、瀬田のゲイ・ボルグも剣けん気きを出した。全身を覆おおう戦せん闘とう用の剣気。サンシャイン60を地下まで貫つらぬいた格かく闘とう用のオーラだ。あれで守るつもりなのか。

　落下の衝しよう撃げきは、一瞬だった。

「ぐあっ！」

　今度は水族館ではなかった。そこからわずかに外れた、サンシャイン広場。煉れん瓦が造りの床ゆかに叩たたきつけられ、クレーターが生まれた。

「が……あっ！」

　クトネシリカの助けもなく、ただ上から落下した練司。剣気を纏った身体からだは大きくバウンドし、剣気が起こした衝撃は周囲の街路樹や植え込みを吹き飛ばす。さらに崩くずれた煉瓦の床が飛び散り、建物の壁かべにめり込んだ。

「ってぇ……！」

　それでも、練司はすぐに立ち上がった。寝ねている所を攻撃されるのではないかと思ったのだ。

　しかし、瀬田の姿は見えない。

　落下地点を探そうと周囲を見るが、

「っ！」

　練司の手に刀がない。

「薄緑！」

　練司の側そばに倒たおれている薄緑。本来Ｄアームは防御に向いていない。それでも百メートル以上の高さから落ちて、伝承者テイルキーパーを守ったのだから大したものだ。

「う……練司……」

「しっかりしろ、薄緑！」

「いたたた……よく生きているものじゃな」

「ほれ、立てるか？」

　手を差し出すと、薄緑は嫌いやみったらしく微笑ほほえみ、

「レディに対する心構えは学んだようじゃな」

「ケッ」

　練司の手をとって立ち上がり、服についた埃ほこりを払はらう薄緑。

「瀬田とかいう男はどこに行った？」

「あれ……かな」

　練司の落下地点から二十メートルほど先、サンシャインシティの文化会館の壁へき面めんに穴が開いていた。空から壁を突き破って中に入ったのか。さすが槍のＤアーム、地面に落ちても何かを貫くとは。

　瀬田も無傷ではあるまい。追つい撃げきのチャンスだ。

「行けるか？」

「うむっ」

　薄緑と共に、文化会館に飛び込む。

　エントランスホールから、右。

　ガラスで仕切られた扉とびらの、さらに奥。

「これは……劇場か」

　サンシャイン劇場。

　八百十六ある客席と、二十平方メートルの舞ぶ台たい。シックな色使いの空間は高級感に溢あふれているが、若者に人気の演劇やミュージカルを主に上演している。

　練司は来た事がないが、たまにテレビＣＭなどで紹しよう介かいされている。初めて足を踏ふみ入れる劇場は、なんだか神聖な場所に感じられる。だがすでに中には瀬田がおり、客席がどうなっているかは想像がつく。

「……やっぱり君も生きてたか」

　劇場の中央、舞台の上に瀬田はいた。

　彼の右側には瓦が礫れきの山が。あそこから突とつ入にゆうしたのは間違いない。舞台の上に転がる瓦礫は、そういう形の大道具にも見える。被ひ害がいは客席の一部にも及およんでいたが、練司が想像していたよりはマシだった。

　その舞台の中央で瀬田が何をしていたのかと言うと、

「大だい丈じよう夫ぶかい、ゲイ・ボルグ」

「ウフフ。心配してくれてありがとソータ」

　両手で抱だきかかえるお姫ひめ様さま抱っこスタイルでイチャイチャしていた。ゲイ・ボルグは瀬田の首に手を回し、唇くちびるにキスしている。

「……お前らも元気そうだな」

　嘆たん息そくして練司は舞台に近づく。ゆっくり歩くと、客席から舞台まで二分くらいかかる。それくらい広い劇場だ。

　不ふ可か抗こう力りよくではないかもしれないが、もうこの劇場もおしまいだ。復旧には長い時間と費用がかかるだろう。

「逃がさねーぞ、瀬田。アンタも阿あ形がたと一いつ緒しよだ。罪もない人間を犠ぎ牲せいにする奴やつらは、俺が許さない」

「ふぅん？　それが君の戦う理由かい？」

「間違っちゃいないが、本当の目的は別だ」

　そこまで言って、練司は薄緑を見る。

　別に彼女が気になったわけではない。練司が戦う本当の理由を、薄緑の顔から連想しただけだ。

　そしてそう思った事に対して、薄緑に罪悪感を抱いだくようになった。

「……アンタの事は許せない。けど、俺が戦う理由はアンタと一緒だ」

　たった一つの、利己的な欲よく望ぼう。

　二年前から胸に刻まれた痛みが、その欲望の暴走を抑おさえてくれている。彼女がいる限り、練司は罪もない人をＤアームで傷つけたりしない。

「俺も、好きな人と一緒に暮らしたい。そのために〝グングニル〟を追っている」

「グングニルを……!?」

　瀬田の目が変わった。

「馬ば鹿かな……グングニルを探しているなら、どうしてロキに来ないんだ？」

「……ロキもグングニルが目的なのか？」

「そうだよ。僕たちはグングニルを破は壊かいするために活動しているんだ」

「破壊だと？」

「ああ。このままではグングニルは世界を滅ほろぼす。全すべての終わり、〝ラグナロク〟が来るんだ。そうなる前に戦わないといけない……！」

　全然知らなかった。

　ただロキはＤアームで大きな組織を潰つぶそうとしているテロ集団とばかり思っていた。そう聞かされていた。

　彼らにも、彼らなりに目的があったのだ。

　薄うす々うす気づいてはいた。テロリストだろうと、悪の組織だろうと、活動をするためには大義名分が必要だ。ロキの行動はともかく、目的は理解できる。

　どうして弁慶機関は何も教えてくれなかったのだ。

　隠いん蔽ぺいしなければならないほど、後ろめたい事なのか。

　それとも、練司の目的が疎うとましかったからか。

「関係ねーよ」

　練司は拳こぶしを握にぎる。

「俺はグングニルに、幼なじみを生き返らせてもらう。勝手に殺させはしねーぞ」

　ロキにも、練司に隠かくしていた弁慶機関にもやらせはしない。

「そうか……」

　ロキの目的は分かった。それが練司と絶対に相あい容いれない事も。

　今の練司にとって、世界平和などどうでも良かった。ただいすかを取り戻もどせれば、世界などどうなっても良かった。

「主張が真っ二つになったね。むしろ戦う理由がハッキリしていてやりやすい」

　瀬田がゲイ・ボルグの腰こしを抱き寄せる。彼女の身体が光り、一ひと振ふりの槍やりになった。それを瀬田は恋こい人びとのように抱きしめ、そして構えた。

「薄緑」

　練司も手を差し出す。

「俺は身勝手かな？」

「その通りじゃ。しかし構わぬ。それがお主の覇は道どうと言うのなら、邪じや魔まする者は片かたっ端ぱしから蹴け散ちらしてしまえ」

　意地悪く微笑みながら、薄緑の手が重なった。

　言葉とは裏腹の優やさしい手の温もりに、練司は目を閉じる。




「踊おどろうぜ、薄緑」
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「──喜んで」




　まばゆい光が練司を包み込む。

　その光が消える頃ころには、刀を握った練司が跳ちよう躍やくしていた。三十メートルの距きよ離りを無視して、ひとっ飛びで舞台に上がり、瀬田に斬きりかかる。

　上段からの一いち撃げきを瀬田は横に避よけ、一歩下がって距離を置いてから槍を突つき出す。だが練司はその槍の穂ほに飛び乗り、バック転で飛び上がった。

「くっ！」

　真上から降ってくる練司に動どう揺ようした瀬田、慌あわてて後ろに下がる。しかし距離をとろうとしても練司は一瞬で詰つめてくる。こんな動き、テコンドーでは習わなかったはずだ。下手に武道の知識がある人間ほど、Ｄアームの常識外れの動きにはついていけない。

　牛うし若わか丸まる伝説にある「天てん狗ぐの軽かる業わざ」を体現したその動きは、まるで殺た陣てのように軽かろやかで美しく、舞台に合っている。観客がいないのが惜おしいくらいだ。

「この……っ！」

　瀬田がゲイ・ボルグを放った。

　ただし練司にではなく、真下の舞台に向けて。

　槍から放たれる水すい滴てきのような剣けん気きが床ゆかを穿うがった。爆ばく発はつが生じ、床が剥はがれて飛ぶ。その破は片へんが練司に襲おそいかかった。

「チッ！」

　腕うでで顔面をかばうが、いくつか破片が刺ささった。

　さらに──

「うおっと！」

　殺気を感じ、咄とつ嗟さに舞台から飛び降りた。練司が破片を防いでいるスキに、ゲイ・ボルグの第二撃が飛んできたのだ。今度は練司を狙ねらった恐おそるべき散さん弾だんは、無人の舞台を削けずり取っていった。

『何をボサッとしているのじゃ！』

「しょうがねーだろ！　あいつ、頭いいぜ！」

　一いつ瞬しゆんで練司と薄緑の弱点を見み抜ぬいてきた。ぴょんぴょん跳はね回るのが得意な練司だが、広こう範はん囲いにわたる攻こう撃げきには対処できない。伝説では橋の欄らん干かんに立って弁慶を翻ほん弄ろうした牛若丸だが、橋ごと叩たたき落とすような連中には通用しないのだ。

『ならばどうする、練司!?』

「だったら──」

　練司の策を手短に話す。

『ふむ、悔くやしいが妥だ当とうじゃな』

　そう返事をすると、薄緑の柄つかから重さが消えていく。

　以前と違ちがい、物わかりが良くなったものだ。

　練司は柄を握りしめ、吠ほえるように叫さけぶ。

「さぁ、楽しもうぜ膝丸！」

『よっしゃあ！　ふぉーむ・ちぇーんじっ！』

　また柄の感かん触しよくが変わる。今度は心臓のように脈動する、熱い感触に。だけど羽毛のように軽く、それでいて手の延長のように馴な染じむ。

　その軽さを利用して、一瞬で舞台に飛び乗る。

「速い！」

　瀬田が槍を突き出すが、その槍から剣気が射出される前に練司は懐ふところに飛び込み、さらに懐を越こえて背後に回りこんだ。

『ソータ、後ろ！』

　ゲイ・ボルグの警告で、瀬田が振り向く。

「おらぁあああああああっ！」

　そのスカした顔面に、鞘さやの一撃。

「……がっ！」

　のけぞる瀬田に鞘の連撃。顔から喉のど、鳩尾みぞおち、腹と四つの打撃を連続して叩き込む。瀬田が抵てい抗こうしようと槍を振るが、

「っとぉ！」

　槍の穂を練司の左手が掴つかみ、さらに膝ひざ丸まるの柄で殴なぐろうとする。しかし今度は瀬田が押し出すような前蹴げりが練司の鳩尾に当たった。

「ぐはっ！」

　顔を殴られてよろめいた状じよう況きようでも正確に練司の鳩尾を蹴るあたり、身体からだに動きが染み付くほどの訓練が想像できる。

　しかし、膝丸はそれに余よ裕ゆうでついていく事ができる。

　彼女は「人を斬る」のに最も適している。普ふ段だんは豆とう腐ふすら切るのに苦労する膝丸だが、対人戦ならばこれ以上ない力を発揮するのである。

「そうか……そういうＤアームなのか！　だったらこっちも！」

　わざわざこちらに合わせる必要もないが、格かく闘とう技ぎには格闘技が最上だと判断したのだろう、瀬田がゲイ・ボルグを抱だきしめる。槍が光り、その剣気が瀬田の全身を覆おおい尽つくした。

「シッ！」

　半身になった瀬田が膝を上げてフェイントを挟はさみ、そこから回し蹴りに変化する。

「っと！」

　膝丸の手て抜ぬき緒おを掴み、手てつ甲こうのように腕をガードする。それでも上から振り降ろす瀬田の蹴りは重かった。ミシミシと腕の骨が悲鳴を上げる。

　剣気が反発し合い、互たがいの身体を吹ふき飛ばした。

「ぐあっ！」

　舞ぶ台たい上に倒たおれる練司。

　互ご角かく、かと思えば違った。すでに瀬田は体勢を立て直しており、倒れた練司にかかと落としを振り降ろそうとしていた。

『危ない練司！』

　膝丸の叫びに引き寄せられ、練司は片かた腕うでだけで飛び起きる。ブレイクダンスをするように片手で重心を支え、ギリギリでかかと落としを避けた。瀬田の足は舞台に爆発を起こし大穴を生じさせ、その衝しよう撃げき波はで練司がまた吹き飛ぶ。

　今度は空中で体勢を整え、綺き麗れいに着地した。より軽やかに動ける膝丸でなければ、ここまでで二回は殺されていただろう。

『うっひゃー。練司、アイツ強いねぇ』

「楽しそうに言うなよ」

『だって楽しいんだもん！』

「……だよな」

　何故か練司も笑いがこみあげてきた。膝丸と一いつ緒しよに戦っていると、彼女の楽しい気持ちがこちらにも伝染するのだ。

「けど……代わるぜっ！」

『ちぇっ！　でも楽しかったから良しっ！』

　今しがた開いた穴を飛び越えるように、まっすぐに跳躍。それに対して、瀬田は膝を上げて迎げい撃げきの体勢をとった。

　ジャンプ中の軌き道どうは変えられない。瀬田にしてみれば、カモがネギを背負って飛び込んでくるような状況だろう。

　だが──

「吠丸！」

『……うん』

　空中で膝丸と吠丸が入れ替かわる。

「なっ！」

　練司を見失った瀬田は虚こ空くうを見つめるばかり。

　そして穴を飛び越え、瀬田の背後に回った練司はがらあきになった背中に向けて──

「薄緑！」

『うむっ！』

　瞬しゆん時じに変化した薄緑を振り降ろす。

　全すべての剣気を集約させて斬ったのは、瀬田──が纏まとう剣気のみ。

『きゃあああああああっ！』

　皮が剥がれるように、瀬田の剣気が破れて散った。破は裂れつした水風船のように、無数の細かい剣気が舞まい、その中心でゲイ・ボルグはクルクルと回転していた。

　最後に瀬田の真横にゲイ・ボルグが落下すると、それは剣気を失い、ただの槍のように転がった。

「よしっ！」

　練司は人は斬らない。

　人を不幸にするＤアームのみを斬る。

　サンシャイン60を破は壊かいしたゲイ・ボルグは、ここで討うち取らねばならない。

　床に跳ねるゲイ・ボルグに向かって、とどめを刺すために薄緑を振り上げる。

「これで──終わりだっ！」

　剣気を集中させ、槍やりの穂ほ先さきを折るように振り降ろす。

　が──

「うああああああああっ！」

　薄緑とゲイ・ボルグの間に割り込む影かげ。

　瀬田だった。

「なっ!?」

　腕を止めようと、脳に命令する。

　だが、間に合わない。

　刃やいばの根元が、瀬田の左ひだり肩かたにがっちりと食い込んだ。

　瀬田の──人間の鮮せん血けつが吹き出し、薄緑と練司を真っ赤に染める。

　肉の感触が刃から伝わってくるまで、少しだけ遅おくれた。







　ライラの剣が止まった。

　サンシャイン60の展望台での戦いは、もはや一方的だった。弁慶機関でも上位の使い手であるライラのスーツはボロボロに切り裂さかれ、本人も立つのがやっとといった状態だった。クトネシリカも床に伏ふし、まともなのは柱の陰かげに隠かくれていた糸だけだ。

「どうした剛善の娘むすめ。動きが鈍にぶっているぞ？」

　草くさ薙なぎの剣は両手を広げて悠ゆう然ぜんと構えている。久しぶりの戦いを楽しんでいるようだが、女子供を相手にするのは気が進まないのか、本気で斬きりつけたりはしない。

　伝承者テイルキーパーのいないＤアームは全力を出せない。

　それでこの強さだ。

　だが、圧あつ倒とう的てきな差ではない。勝てる可能性はほとんどないが、それでもどうにか戦せん闘とうの体ていを保っていられる。

「くっ──」

　ライラは居合の構えを取り、間合いを測る。

　絶好の位置に移動しても草薙の剣はライラを見る事すらしない。

「はっ！」

　抜ぬき放った白はく刃じんは、やはり草薙の剣には当たらず。半身をずらしただけで避よけられてしまった。ライラの刀が床ゆかを舐なめ、石を切る音がする。攻こう撃げき後の無防備な脇わき腹ばらを、草薙の剣は軽く押す。それだけでライラはバランスを崩くずして倒れる。

「ぐぅっ！」

　床に顔を打つライラ。頬ほおの内側が切れて口の中に血が溜たまる。

　ずっとこのやりとりを続けてきた。ライラの剣けんは一ひと重えでかわされ、草薙の剣もまともに攻撃はしない。ライラにもそれは分かっていた。

　だからこそ、彼の油断を利用した。

「情けない。やはり女の剣はこの程度か。早く強い日本男児と戦ってみたいものだ」

「……ほざけ、レイシストめ」

　立ち上がり、血が滲にじむ唇くちびるを舐めるライラ。

「伝説の神じん器ぎが、女をいたぶるサディストとはな。貴様に真の武士道があるのなら、ひと思いに殺すのが礼れい儀ぎだろう」

「調子に乗るなよ、娘」

　草薙の剣は嘲ちよう笑しようする。

「降りかかる火の粉は払はらうだけだ。殺すつもりはない。逃にげたければいつでも逃げるがいい。それでも死にたいと願うのであれば、こちらもそろそろ攻撃をするぞ？」

「ならばこちらも──そろそろ防御しよう」

　ライラが指を鳴らすと、世界が激変した。

　天てん井じようが、床が、展望台の全てが動いた。薄うすく斬られた床がロール状にめくれ上がり、四角く斬られた床が柱のようにせり上がり、斜ななめにスライスされた壁かべが段々状に倒れて壁を作ったり──

「こ、これは!?」

「見た目だけではないぞ？」

　ライラが指を鳴らすと、草薙の剣の頭上から槍が降ってきた。それは天井を斜めにくりぬいた円柱。

「こんなもの……」

　と、草薙の剣は余裕で回かい避ひしようとするが、

「っ!?」

　彼の足元が跳はね上がった。左足の床がほんの十センチ下がったのだ。小さな落とし穴にはまった草薙の剣は体勢を崩し、そこへ天井の槍が落ちてくる。それを素す手でで弾はじき飛ばすが、それもライラの計算のうち。

「はぁっ！」

　体勢を完全に崩した草薙の剣に、ライラが直接斬りかかる。紙一重でそれを避けた草薙の剣だが、移動した先にまた小さな落とし穴があった。今度は右足が完全に埋うまっている。

「このっ……卑ひ怯きような！」

「卑怯？　地の利を生かす事のどこが卑怯だと言うのだ」

　すでにこの展望台はライラの作品と化していた。

　八丁念仏団子刺しの能力──「斬った事象を遅らせる力」は生身の人間相手の戦闘では大きなメリットはない。しかしこのように戦場を作り替える事ができる。Ｄアームの超ちよう切断能力とライラの器用さが合わさって生み出される力は、戦いを思い通りにコントロールする事ができるのだ。

「なるほどな。これが戦術神器──『Ｄデーあーむ』の戦いというものか」

　草薙の剣も納なつ得とくし、穴から右足を抜く。

「ならばこちらも能力の全てを使って相手をせねばなるまいな」

　彼の全身から剣気が噴ふん出しゆつした。それは蛇へびのようにのたうつ八本の触しよく手しゆのような形をしている。その一つ一つが人間を飲み込めそうなほどの威い圧あつ感かんを放っている。

　初めて見る草薙の剣の本気に、ライラも刀を構えて息を整える。

　しかし──

「む？」

　草薙の剣は背後の窓を見る。

「な──」

　ライラと糸も気づいたようだ。

　伝承者テイルキーパーとＤアームには、それぞれ互たがいを感知する能力がある。レーダーのような使い方はできないが、剣気に大きな変化があれば感じ取れる。

　今、ゲイ・ボルグの剣気が一気に減少した。

　大きな傷を受けたか、それとも消失したか。

「練司が……やったのか」

　ライラたちの顔に希望が宿る。ロキの伝承者テイルキーパーを倒たおしたのだ。これでまた世界の脅きよう威いが減った事になる。

「あの瀬田という男、かなりの使い手だったのだがな……」

　草薙の剣も残念そうに窓の外を見る。

　しかし、大きな変化はこれからだった。







　クラウ・ソラスが異変に気付いた。

『蒼そう太た!?』

「どうしたの、クラウ・ソラス!?」

　手の中の剣の反応が鈍ったので、いすかは攻撃をやめて包囲から外れた。

「待てっ！」

　すぐに追つい撃げきしてくる弁慶機関員が二人。

　最初の剣を右みぎ腕うでで防ぐ。いすかの右腕は鉄のように硬こう質しつ化してＤアームの攻撃を弾き返した。さらに空いた左手から火の玉を放ち、もう片方の敵の顔面に投げつける。

「ぐあっ!?」

　顔を押さえて悶もだえ苦しむ敵の身体からだを掴つかみ、いすかは噴ふん水すい広場の池に向かって投げ飛ばした。顔を焼かれた弁慶機関員はその中で倒れる。

「ねぇ、瀬田さんがどうしたの!?」

『わからない。でもゲイ・ボルグの反応が消えそうで──』

　ゲイ・ボルグが負けた。

　Ｄアームがやられたのであれば、伝承者テイルキーパーである瀬田もただでは済まない。伝承者テイルキーパー同士の戦いで、まず殺されるのは人間の方なのだから。

　先にＤアームが破壊されるような事態など、まずない。いすかのように人を斬るのが嫌いやで、Ｄアームを先に狙ねらうような戦い方の人間など他ほかにいるものか。

　瀬田は生きているのか。

　いつもヘラヘラと笑っている、軽けい薄はくそうな男。だけどゲイ・ボルグと一いつ緒しよに暮らす日を夢見て戦う事を決意した熱い人間である事を知っている。

　恋こいに悩なやむいすかに、何度も助言をしてくれた。大好きな人に会いに行けないいすかを、何度も慰なぐさめてくれた。

「瀬田さん……っ！」

　彼に死んで欲しくない。

　両親も、帰る場所も奪うばわれたいすかにとって、数少ない大切な仲間なのだ。

「クラウ・ソラス！」

　決断した時には、行動は終わっていた。

　いすかの身体が光になり、その場を離り脱だつする。

「あっ、おい！　待て！」

　弁慶機関の剣士たちも無視して飛び出した。光の速度でショッピングモールを抜け出し、反応があったサンシャイン劇場まで一直線に飛ぶ。

　瀬田の安否。

　それだけがいすかの頭を支配していた。







　あと一歩、練司が踏ふみ込むのが遅おそければ瀬田は即そく死ししていた。

　間合いが近すぎたため、瀬田の肩かたで剣を止められた。体当たりするようにぶつかってきた瀬田の身体は、肩から流れる血で真っ赤に染まっていた。

　だがこの程度では死なないだろう。すぐに治ち療りようを受ければ助かる。お互いの間合い、練司の制止、斬られた場所、そのどれもがラッキーだったのだ。

「な……なんで……アンタ…………Ｄアームを庇かばって……」

　血ち塗ぬられた薄緑を手に、練司は問いかける。

　まさかＤアームをかばって傷つく人間がいるなんて。

　練司ですら敵の攻撃は薄緑の刀身や柄つかで防いでいる。それによって薄緑が痛がったりするわけはないのだ。武器なのだから当然とも言える。

　それなのに。

「ハハ……そりゃ、庇うよ」

　苦しそうに肩を押さえながら、瀬田は笑う。

「僕はゲイ・ボルグを愛しているから」

「そんな……」

　練司はこの男を笑えない。

　自分の愛する者のために命を投げ出した行こう為いを、誰だれが笑えるか。

「さあ、僕を斬きれ。ゲイ・ボルグを殺すなら、僕も一緒だ」

　彼は、殺せない。

　それは練司が人殺しを嫌がる性格だからではない。

　たとえ敵であろうと、愛する人を守ったこの人を殺してはいけない。

　練司の中の良心がそう囁ささやいているのだ。

　だが、Ｄアームは折らなくてはならない。これから先、多くの人の命を奪うかもしれないＤアームは必ず滅ほろぼすと誓ちかったのだ。

『どうするのじゃ、練司？』

　呆あきれたような薄緑の声。

　わずかな時間、練司が迷っていると、

「……練司？　君は、練司君と言うのか……？」

　そう言えば名乗った覚えはなかった。

「弁慶機関第三課、若わか林ばやし練司だ」

「練司……ハハ、奇き遇ぐうだね」

「？」

「僕の仲間に……レンジという名前の人を探している女の子がいるんだよ……」

　自分と同じ名前。

　まさか、と笑おうとして、顔の筋肉が動かない事に気付いた。

「その子は……その子も、グングニルに殺されかけて……帰る場所を失って…………でも、レンジって人に会いたくて……必死で……」

　グングニル。

　槍やりに殺されかけた、少女。

「おい！　そいつの名前は何て言うんだ!?」

　瀬田の胸むなぐらを掴む練司。

　まさか。

　まさか、本当に。

「答えてくれ！　そいつの名前は!?」

『よせ練司！　本当に死ぬぞ！』

　瀬田の息は荒あらく、本当に苦しそうだ。これ以上、話す事もできない。

　だが、せめて名前だけでも。

　自分と同じ名前の人間を探している、少女の名前を。

「答えろっ！」

　練司は心の底から叫さけぶ。







　いすかが劇場に入った瞬しゆん間かん、誰かの怒ど号ごうが聞こえた。

　舞ぶ台たいの上。

　二人の人間が見える。

　舞台奥にいるのは、瀬田。

　血ち塗まみれで倒れていて、今にも死にそうなほど。

　そんな瀬田の胸ぐらを掴んでいる、弁慶機関のスーツを着た少年。

「答えろっ！」

　彼が、瀬田を斬った。

　いすかの頭には、それしか考えられなかった。

『あの子は、まさか──！』

　クラウ・ソラスが何か言いかけているが、聴きいている時間はない。

　剣けんを両手で握にぎる。

　あとは、もう何も必要ない。

『ダメだ、いすか！　止まるんだ！』

　光の速度でいすかは飛び──

　無警けい戒かいの背中に、




　全力で、クラウ・ソラスを突つき刺さした。




　肉と臓ぞう腑ふを貫つらぬく感かん触しよく。

　その瞬間、いすかは思った。

　──これで、瀬田さんが助かる。

　敵の手から瀬田が離はなれ、舞台上に倒たおれる。

「がっ……！」

　苦しそうに呻うめく瀬田。

　けど、まだ息がある。よかった。

　弁慶機関のスーツは刃はを通しにくい素材でできているため、剣を抜ぬくのに少しだけ力が必要だった。

「んっ……！」

　だけど、剣が抜けない。

　わずかに抜いた傷口から鮮せん血けつが吹ふき出し、顔と手と服にかかった。汚よごれてしまったが、服などまた買い直せばいい。

　そう考えた時、敵がこちらに振ふり向いた。

　瀬田を刺した、弁慶機関の──

「……え？」

　そこにいたのは、いすかが二年間探し求めていた男の子。

　住所も電話番号も知っていたのに、会えなかった男の子。

　戦いに巻き込むわけにはいかないから、思い出の中に閉じ込めたはずの男の子。




「練……司……？」
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　いすかがその名前を呼ぶと、

「…………す……か……？」

　血を吐はきながら、彼は答えた。

　いすかの手が、剣の柄から離れる。

　支えるものが何もなくなった彼はゆっくりと膝ひざをつき、そして静かに倒れた。

「やだ……どうして……」

　後ろに下がり、腰こしが抜けて尻しりもちをつく。

「なんで……？」

　いすかは自分の手を見た。




「なんで私、こんな汚れた服着てるの……？」




　再会する時は、もっとおしゃれな服を着るつもりだった。香こう水すいも付けて、薄うすく化け粧しようもして、自分の一番綺き麗れいな姿を練司に見てもらいたかった。

　なのに今のいすかにあるのは、血で染まった量りよう販はん店てんの服。

　持ち物は、人を傷つけるＤアームのみ。

　たった、それだけ。

「うそ……どうして……やだ、なんで…………練司が……」

　誰もいすかを見ていない。

　倒れた瀬田と、練司。

　そして──

「貴様ぁ！」

　練司の持っていたＤアームが、女性の姿に変身した。

　凄すさまじい怒いかりの形相だが、とても美しい女の人。

　──私より、ずっと綺麗。

「よくも練司を斬ってくれたな！　許さぬ！　絶対に許さぬぞ小こ娘むすめ！」

「私……」

　指を突き付けて怒ど鳴なる女の人。きっと彼女も練司の事が好きなのだ。

　いすかも、練司が大好きだったのに。

　どうしていいのか分からない。

　戦えばいいのか、逃にげればいいのかも。

　頭の中がぐちゃぐちゃになって、耐たえられなくなる。

「あああぁあああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　そしていすかは絶ぜつ叫きようし──

　意識が、ふっと途と切ぎれた。







　劇場にライラが駆かけ付けた時には、全すべてが終わっていた。

　まず目につくのは、大声で叫んでいるＤアーム。

　薄緑と、彼女が抱だきかかえている練司。

　その隣となりに倒れている瀬田と、転がっているゲイ・ボルグ。

　彼らから少し離れて、見覚えのない少女。

　そして──

「ちょっと遅おそかったようね」

　倒れた少女の頬ほおに触ふれているＪ。

「なっ……！」

　攻こう撃げきすべきかどうかライラは迷った。しかし練司の安否が気になる。だがスキを見せたらＪに攻撃される恐おそれがある。

　逡しゆん巡じゆんするライラをよそに、

「練司さんっ！」

　雷かみなりの速さで糸とクトネシリカが飛び出した。一瞬で舞台上に上がり、そして惨さん状じようを目まの当たりにする。

「やだっ！　何これ！　みんな……ひどい！」

　舞台は血で染まっていた。それは壁かべや緞どん帳ちようにかかった血ち飛沫しぶきを見れば想像がつく。ここで激しい戦せん闘とうが行われたのだろう。

「戦う気はないわ。こちらも痛手を負ってるの」

　悲しそうに呟つぶやくＪの言葉を信じるしかない。ライラは刀を鞘さやに収め、舞台に上がる。そして改めて事態を把は握あくする。

　血を流して倒れているのは、練司と瀬田。もう一人の少女は無傷。

「……何があった？」

「私も現場を見たわけじゃないんだけどね」

　Ｊが見つめる、名も知らぬ少女。彼女もロキの仲間のようだ。

「この女じゃ！　この女が練司を刺したのじゃ──！」

　半はん狂きよう乱らんになった薄緑が、掴つかみかかろうとしている。それを止めているのは、また見知らぬ少年。おそらく練司を刺した少女のＤアームだろう。

「怒おこらないで薄緑！」

　金きん髪ぱつの少年が、必死に押し留とどめている。泣きそうな顔で薄緑の腰にしがみついていた。

「知らなかったんだ！　いすかは、彼が練司だと思わなかったんだ！」

　いすか。

　それがあの少女の名前。

　確かそれは──練司が探していた幼なじみの名前ではなかったか。

　そんな人間が、練司を刺したのか。

「現実に耐えられなさそうだったから、私が眠ねむらせたわ」

　Ｊの指先に電流が走る。スタンガンの要領か。

「私が来るのがもう少し早ければ止められた。いすかには、申し訳ない事をしたと思っているわ」

「本当にそうか？」

　ライラはＪを睨にらんだ。

「お前は、そのいすかという女が練司を探していた事を知っていたんじゃないのか？　知っていて、あえて黙だまっていたんじゃないのか!?　ロキで働かせるために！」

「……半分は、正解」

　Ｊは倒れたいすかの身体からだを抱だき上げる。高校生くらいの身体はとても重いのだが、彼女は苦も無く肩かたに担かついだ。

「だけど、いすかが今の練司君を知るには早すぎたの。まだ彼女は練司君に逢あっちゃいけなかったのよ」

「何な故ぜだ？　逢ってはいけない理由など……」

「全てはグングニルのせいよ」

　強い口調で語るＪの隣に、瀬田とゲイ・ボルグを担いだミョルニルが無言で立った。成人男性と長なが槍やりを同時に持っているのに、彼女は顔色一つ変えていない。

「今日はこれで退いておくわ。そちらも練司君を失うわけにはいかないでしょう？」

　Ｊが劇場の入り口を見る。ライラたちに遅おくれて、一課の伝承者テイルキーパーたちがバタバタと走ってきた。通信手段が携けい帯たい電でん話わしかなかったので、連れん絡らくが遅れたのだ。

「ところで、草薙の剣は？　ライラが相手をしていたのでしょう？」

「……逃がした」

「あらあら、それは困ったわね。彼との連絡手段がないわ」

　劇場での反応に気を取られているスキに、草薙の剣は窓から飛び降りて逃げた。まだ周囲は弁慶機関の人間が警けい戒かいしているはずだから、誰だれかが捕つかまえてくれるのを願うしかない。

「それじゃあまたね、ライラ」

「──姉さんっ！」

　Ｊとミョルニルの身体がバチッと弾はじける。ライラがまばたきをすると、すでに彼女たちは稲いな妻ずまのような速度で壁の穴から飛び出していった。

　そして残ったのは、薄緑を抑おさえていた金髪の少年。

「……ごめん。本当に、ごめんね」

　彼もそう言い残し、自身の身体を光に変えて壁の穴から飛んだ。

　後に残されたのは、物言わぬ練司。

「早くせぬか！　練司を運べ！」

　今いま頃ごろやってきた一課の人間に怒鳴る薄緑。すでに誰かがストレッチャーを用意しており、練司はそこに乗せられて運ばれていった。ストレッチャーに付き添そいながらも、一課にやつあたりのように叫さけび続ける薄緑。

　彼女たちが去ると、後はライラと糸だけだ。

「私たちも行こう」

　血ち塗まみれの床ゆかにへたり込んでいる糸に手を差し出す。

「……私、何もできませんでした」

　涙なみだ声ごえの糸。

「それは私も……いや、みんな同じだ」

　サンシャインを破は壊かいされ、守るはずだった草薙の剣を逃がし、そして練司を傷つけた。

　こちらが代だい償しように得たものは、ロキの伝承者テイルキーパー一人に重傷を負わせ、もう一人に心的外傷を与あたえたくらいだ。

　完全に敗北した。

　ライラたちだけではない、弁慶機関全体の失態だ。

　本気で攻撃しようとするＤアームに対し、防ぼう御ぎよ側は圧あつ倒とう的てきに不利な事は分かっている。それでも一課は何をしていたのかと責めたくなる。

「グングニル……」

　全てはそのせいだと、Ｊは言った。

　それがどれほどの脅きよう威いになるのか、ライラはまだ知らない。弁慶機関と全面抗こう争そうになってでも対たい抗こう手段を得なければならない相手だというのか。

　戻もどったら、どんな手を使ってでも剛善から聞き出すつもりだ。

　隠いん蔽ぺいの理由も含ふくめて。

「くそっ！」

　自分の無知と無力が悔くやしくて、ライラは床を蹴ける。

　硬かたく強い音が、劇場内に空しく響ひびき渡わたった。




　　　　＊




　世せ田たが谷や区某ぼう所しよにある、ベンケイ警備保障の本社ビル。

　地ち下か駐ちゆう車しや場じようへと入ったワゴンから、厳重な警備に囲まれて姿を現した八や咫たの鏡かがみと八や尺さか瓊にの勾まが玉たま。彼女たちは頭を下げる弁慶機関員を手で制すると、一番近くにいる男に語りかける。

「ありがとうございました」

「ご無事でなによりです」

　誇ほこらしげに語る片剣剛善の右手は、軽い火傷やけどを負っていた。先さき程ほど、雷化したＪの手を掴んだせいである。

　八咫鏡の視線に気づいたのか、剛善は手を挙げると、

「なに、これしき問題ありません。伝承者テイルキーパーは最低限の剣気によって守られております。すぐに治りますよ」

「そう……だと良いのですが」

　自分のせいで傷つく人がいるのは、心苦しいものだ。

　彼らは命を賭として自分たちを守ると宣言したが、日本に住む誰だれ一人として死んで欲しくなかった。

「これから、どうするの？」

　八尺瓊勾玉が尋たずねる。

「お二方には、しばらくここで暮らしてもらいます。Ｄアームにとって、日本で一番安全な場所ですから」

「えーっ、外に出られないの？」

　口を尖とがらせる八尺瓊勾玉だが、

「ご安心ください。ここはＤアームにとって必要なものは全て備えてあります。そこいらのスイートルームより、ずっと快適に過ごせますよ」

「そういう問題かなぁ……」

　苦く笑しようする八尺瓊勾玉だが、彼女とて古代より続く神器だ。一つの場所に留まる事には慣れている。

「さぁ、参りましょう」

　駐車場のエレベーターに向かって歩き出す剛善。

　それを追って八尺瓊勾玉が楽しそうに歩く。

「姉様？　どうしたの？」

　八咫鏡は地下にいながらも、北の方角を見つめたままだった。

　彼女は「千里眼」の能力で草薙の剣をずっと見ていた。解放された草薙の剣は、とても生き生きとしており、数十年分の鬱うつ屈くつを払はらうかのように暴れていた。

　そんな彼を見て、ふと──嬉うれしいと感じてしまった自分を恥はじる。

「草薙……」

　やがて彼女の「千里眼」でも、弟の姿は見えなくなっていく。池いけ袋ぶくろを離はなれたか、あるいは気配を消して隠かくれたか。

　それでも八咫鏡は北を見続ける。

「──それでも暴れると言うのなら、せめて日本を守ってみせなさい」

　小さく呟くと、彼女も妹たちを追って歩き始めた。








　エピローグ




　楽しそうな鼻歌が聞こえる。

　相変わらず、人の不幸を喜ぶ女だ。

　病室のベッド脇わきの椅い子すで、ずっとリンゴを剥むいている薄うす緑みどり。もう五分くらい経たっているのだが、一つのリンゴにどれだけ時間をかけているのか。

「ほれ練れん司じ。ウサギじゃ」

「……すげぇ」

　薄緑が差し出したリンゴは、皮の部分にウサギの模様が彫ほられていた。家事は得意な方だが、ここまで器用だとは思わなかった。さすが刃は物ものの化け物は切ることに長たけている。

「っ……！」

　リンゴを受け取ろうと手を伸のばすと、腹が痛んだ。

　いや、背中と言ってもいい。

「ほれ、無理をするな練司。傷が開くぞ」

「むがっ」

　薄緑は練司の身体をベッドに寝ねかせつつ、その口にリンゴを放ほうり込む。口を大きく開いてリンゴをくわえると、練司は面おも白しろくなさそうに寝転がった。

「妾わらわは読書の続きがあるのじゃ。あまり手を焼かせるな」

「マンガは読書に入らねーぞ……！」

　ヒマさえあれば、薄緑は山積みの少女マンガを読んでいた。練司へのお見み舞まいではなく、彼女が個人的に借りたものだ。

「ライラ、そんなに少女マンガ持ってたのか」

「先日、あやつがハンズで見ていた、奇き妙みような動物のクッションがあったろう。あれはとある少女マンガのマスコットキャラでな。カマをかけてみたらビンゴじゃった」

　糸いとが買ったというクッションか。あれは版権モノのグッズだったのか。

「代わりに妾は少年マンガを貸しておる。割と気に入っているようじゃ」

「まぁ、仲良くなったみたいで、何よりだ」

　安あん堵どしつつ、練司はベッドに背中を沈しずめる。

　大おお怪け我がをしてから、一週間。

　最初の三日、練司は意識を失ったままだった。目が覚めてからも、ずっと起き上がれない。一週間が経った今、徐じよ々じよにだが感覚が戻ってきている。弁べん慶けい機関と契けい約やくした病院だからか、設備も医者も一流揃ぞろいなのはありがたかった。

　退たい屈くつだけはどうしようもなかったが、毎日誰かが見舞いに来てくれるので気が紛まぎれた。そこでライラを含む弁慶機関の仲間たちから、現状を聞かされた。

　草くさ薙なぎの剣つるぎはいまだ行方ゆくえ不明で、ロキも動きを潜ひそめているとのこと。残った八や咫たの鏡かがみと八や尺さか瓊にの勾まが玉たまもそれぞれの安置場所には返さず、弁慶機関本部で警護する事になった。

　大々的な敗北のせいで、特に一課のコワモテ共がションボリしているそうだ。彼らは埼さい玉たまでも負けたのだから、これで二連敗だ。

　そんな彼らも、練司の復帰を待っていると言う。

　彼らの差し入れのリンゴを飲み込み、練司は薄緑を見る。

　一番甲か斐い甲が斐いしく世話をしてくれたのは、彼女だ。

「……ありがとな、薄緑」

「なんじゃ、藪やぶから棒に」

　背中から腹を貫つらぬかれてなお生きていたのは、奇き跡せきでもなんでもない。

　薄緑の剣けん気きが練司の傷口を塞ふさいだのだ。そのため出血も最小限で抑えられ、感かん染せん症しようも防げたという。防御は苦手なＤアームだが、応急処置くらいはできるのだ。さらに極きわめ付けに、杏あんが調合したという謎なぞの薬のおかげで、傷はみるみる塞がっていった。

「お主に死なれては、妾の目的が達成できぬだけじゃ。お主はあんな小こ娘むすめにやられていい男ではあるまい」

「……いすか」

　練司を刺さしたのは、確かにいすかだった。

　どうして彼女がロキにいるのか。

　空白の二年間に何があったのか。

　もう一度、会えたら──

「そう言えば練司よ。お主、ウソをついたな？」

「え、何が？」

「いすかと妾はそっくりじゃと言っておったろう。どこが似ているのじゃ。まるで別人ではないか」

「んな事……！」

　否定しようとして、思い直す。

　あの時、練司を刺したいすかの表情は二年前とまるで違ちがっていた。

　いすかはもっと明るくて、楽しそうに笑っていた。

　最後に見た、あの泣きそうないすかの顔。

　とても近くて──だけど、今までで一番遠く感じた彼女の顔。

　練司の知るいすかは、どこへ行ってしまったのだろう。

　薄緑の顔を見ながら、過去に思いを馳はせる練司。過ぎた出来事にいつまでもこだわっているのは男らしくないが、それでもあの時の大切な思い出が彼の原動力だったのだ。

「練ちゃ～ん、入るよ～」

　ノックの音が現実に引き戻もどしてくれた。

「やっほ～、お見舞いに来たよ～」

　杏だった。

　いつもは奇妙な薬やら一課の差し入れと称しようしたエロ本を大量に持ってくるのだが、今日に限って手ぶらだった。

「……うむ、元気そうだな」

　杏の後ろから、ライラが入ってきた。優やさしい香かおりのする花束を持っている。

「なんだ、ライラも来たのか」

「べ、別に来たっていいだろ」

「いいんだけどさ、忙いそがしいんじゃないのか？　無理しなくたって──」

「ばかもの～っ！」

　いきなり杏のエルボーが練司の腹に振ふり下ろされた。

「ごぁ…………っ！」

　傷が広がる痛みに、声も出せずに悶もん絶ぜつする。

「んっとに女心が分かんないのね～、練ちゃんは～」

「お……おぉ…………なんか分かんないけど……ごめん、ライラ……」

「い、いや、いいんだ」

　あまりの仕打ちに、ライラもドン引きしていた。

「で、どうだい練ちゃん～、薬の効果は？」

「たった今、薬の効果も帳消しになりそうだったけどな……！」

　痛いを通り越こして熱くなった腹を押さえる練司。

「けど、実際のところ傷もほとんど塞がったぜ。先生も驚おどろいてたよ。弁慶機関の博士が調合した薬じゃなきゃ許可は下りなかっただろうけどな」

　腹を貫かん通つうし、内臓まで達した傷が一週間でここまで治ち癒ゆしたのだ。詳くわしい薬の成分を知りたかったが、きっと練司が聞いても分からないだろう。

「あ～、ホントだね～。あの薬、何が入ってるんだろうね～」

「ってオイ！　あれアンタが調合したんじゃないのかよ！」

「んなわけないじゃん～。だって私、Ｄアーム専門の博士だよ～？　医師免めん許きよも薬やく剤ざい師し免許も持ってないって～」

　そう言えばそうだった。彼女がそのトンガった脳のう細さい胞ぼうを発揮するのはＤアームに関する事だけで、世が世ならのたれ死んでいたはずのダメ女だった。

「じゃあ、これ誰だれが作ったんだ？」

「送られて来たの。ロキから」

「ブッ！」

　噴ふき出した拍ひよう子しに腹が痛んだ。そのせいで身体からだを折り曲げ、呼吸がおかしくなって咳せき込む。その咳せきが止まらなくて練司は一分ほど地じ獄ごくを彷徨さまようハメになった。

「ロキじゃと？」

　返事ができない練司に代わって、薄緑が尋たずねてくれた。

「そだよ。信用できるっしょ」

「何な故ぜじゃ？」

「ん～、そっか、薄緑ちゃんは知らないか」

　杏は小さく笑うと、足あし下もとを見る。

「お主は……！」

　いつからそこにいたのか、まったく見えなかった。

　金きん髪ぱつの少年──いすかと一いつ緒しよにいた、あのＤアームの少年が立っていた。

「僕たち秘密結社ロキには、薬に長たけたＤアームがいる。これはいすかと練司に対する、ロキからのお詫わびだよ」

「お前…………はっ！」

　痛みを堪こらえて、練司は上半身を起こす。

「そうだよ。僕はいすかと契約したＤアーム、〝クラウ・ソラス〟」

　ケルト神話に登場する魔ま剣けんだ。

　アイルランドの神々の一族、トゥアハー・デ・ダナンの王である、炎ほのおの神ヌァザが使用した剣。

　その刀身は光り輝かがやき、どんな鎧よろいでも切り崩くずしたという。ヌァザの右手は銀色に輝き、その身から発する炎とクラウ・ソラスで闇やみの軍勢を打ち倒たおし、最終的には闇の竜りゆうクロウ・クルーアッハを殺した。

　ミョルニルに匹ひつ敵てきする、神話クラスのＤアーム。

　それがいすかと契約していた───

「あぁぁあああああああああああああああああっ！」

　練司は上体を伸のばし、クラウ・ソラスに掴つかみかかる。腹から激痛が走るが、それを堪えて這はうように手を前に出す。

「練司！」

　薄緑の制止も聞かず、練司はベッドから転げ落ちた。まだ足も満足に動かないのだ。

　だが、それでも練司は手を伸ばす。

「見つけた……お前が……！」

　クラウ・ソラスは驚いて動けない。

　棒立ちのまま、練司に足を掴まれた。そして二人揃そろって床ゆかに倒れる。馬乗りになった練司は、クラウ・ソラスの胸むなぐらをようやく掴み、顔を近づけた。

「いすかの……ようやく見つけた、いすかの手がかり！」

「練司……！」

「もう離はなさねぇぞ！　俺はこの日のために戦って来たんだ！　お前がいすかの居場所を吐はくまで、俺は……！」

　激痛に顔を歪ゆがめつつ、それでも練司の目には希望の光が宿っていた。

　いすかに繋つながる、唯ゆい一いつの点。

　二年間探し求めていた、蜘く蛛もの糸。

「逸はやるな、この馬ば鹿か者ものが！」

「落ち着け。何のために彼がここに来たのか分からないのか」

　薄緑とライラ、二人がかりでひっぺがされる練司。普ふ段だんならば抵てい抗こうできただろうが、今の練司なら容易たやすい事だ。女子二人に持ち上げられ、ベッドに転がされる。

「くそっ……！」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、練司。僕は逃にげやしない」

　尻しりを払はらい、立ち上がるクラウ・ソラス。

「まったく。刺されたって言うのに、元気だね」

「アイツとのケンカは日常茶飯事だったんだ。Ｄアームで刺されるくらい、屁へでもねぇよ」

　本当は三さん途ずの川に最も近づいた一いち撃げきだった。もしも刺したのがいすかでなければ、絶望で向こう岸まで渡わたっていたかもしれない。

　たとえ敵に回っていたとしても、いすかは生きていた。

　その事実が練司の生命力を取り戻させたのだ。

「いいよ。君が知りたい事は何でも教えてあげる」

　怒いかりと疑ぎ惑わくの籠こもった練司の視線を、クラウ・ソラスはまっすぐ受け止める。

「ねぇ薄緑。そこの椅い子すを取ってくれないか」

「……ふむ」

　パイプ椅子を渡すと、クラウ・ソラスは静かに腰こし掛かけた。

「話そう。全部」

　見た目よりずっと大人びた口調で、彼は膝の上で手を組んだ。

　腹の痛みが増す。

　それを悟さとられないように無表情を作りつつ、練司は頷うなずいた。





つづく










　あとがき




　Ｄアーム。

　それは、古来より人類に伝わってきた偉大なる──食物。

　原型は平安時代に中国より伝わったとされている。豆とう腐ふを串くし刺ざしにして焼いたものが、とある僧そう侶りよが芸をする姿に似ていたため、その人物の名を取ったという。

　それは庶民の食べ物として広く伝わっていたが、やがて江戸時代になると主婦にとって作りやすいポピュラーな煮込み料理として様変わりした。

　日本人なら誰でも知っている食物だが、地方によって様々なだしが用いられ、その土地での風習と合わさる事によって、まったく違う料理になっていく。その違いを探すために日本全国を渡り歩く者もいる。

　そう、それは古来より続く日本人の性さが。

　千年以上も続いてきた人間の食欲が集まり、その思念が霊れい力りよくを持つのも不ふ思し議ぎな事ではない。

　故ゆえに、人々はそれをＤアーム──田楽ＤＥＮＧＡＫＵの名をもじって、そう呼ぶのだ。







「ぐぅっ！」

　激しい一撃を避よけて、練れん司じは無ぶ様ざまに床に倒れた。

　強烈な斬ざん撃げきは練司が立っていた床を割り、背後にあった柱をも切り裂く。

「あんなに強いＤアームが……！　くそっ、俺はダメなヤツだ！」

「何を言うか練司！」

　そんな練司の側そばに、可か憐れんな少女が。

「お主は戦うと決めたのじゃろう！　こんな所で立ち止まってどうする！」

「だが、戦えば傷つく！　そんな危険な真似はできない！」

「このヘタレめ！　傷つくのを恐れていては何もできぬぞ！」

　強い口調で言われ、練司はハッとする。

「そうだ……俺は、守ると決めたんだ。この静岡駅を。そのためなら、傷つける事も恐れないってな！」

　立ち上がり、練司は敵を見る。

「ヒャハハハハハハハ！　最高だぜ、Ｄアームってのはよぉ！」

　長い得物を持ってニヤニヤと笑っている阿あ形がた。

「まさかこんな形で再戦できるたぁ思ってなかったぜ！　なぁ坊ぼう主ず！」

「ああ……ホントだよ」

　本当にこんなあとがきで再戦していいのかと考えつつ、練司は雑念を払う。

「だけど、どんな戦いでも俺は逃げない！」

　練司はパートナーの少女に手を伸ばし、恭うやうやしく問いかける。




「踊ろうぜ、黒はんぺん」

「──喜んで」




　少女の姿が光に包まれた。小さな粒りゆう子しに分かれ、それらは練司の手の中に収まる。たった一瞬で、少女は竹串に刺さった一振りの巨大なはんぺんに変化した。

　練司の身長ほどもある、Ｄの字形に切られたはんぺん。

　だが──それは普通のはんぺんではない。

「な……黒いＤアームだとぉっ！」

　阿形が驚きよう愕がくするのも無理はない。

　そう、これは静岡地方に脈々と受け継がれてきたはんぺん。静岡ではんぺんと言えば、通常はこの焼やい津づ産の黒はんぺんを指す。サバを始めとする青魚が原料で、白いはんぺんとは違った風味が味わえる。

　さらにこれを黒い煮に汁じるで煮るのだ。静岡のＤアームは全て濃こい口くち醤しよう油ゆを使った黒い煮汁のため、闇やみのような漆黒のＤアームが生まれるのである。

「いくぜ阿形！　静岡は俺が守る！」

　黒はんぺんを正せい眼がんに構え、練司は目の前の阿形に突撃する。

「やってみろや坊主！　この俺の〝味み噌そおでん〟に勝てると思うなぁぁぁ！」

　茶色いタレのついたコンニャクを構える阿形。あれは名古屋で親しまれる、伝説のＤアームだ。味噌をつけるのは名古屋に留とどまらず、東北の一部の地域でも見られる。しかし八はつ丁ちよう味み噌そをふんだんに使ったＤアームは、見ているだけでも食欲をそそる。

「うおおぉぉぉぉぉっ！」

「だぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　お互いが全力で振りかぶり、互いのＤアームを叩たたきつける。

　Ｄアームから発せられる剣けん気き──もとい汁気が飛び散り、練司と阿形に降ふり注そそぐ。

「アッチィィィィィィィィィィィィィィィ！」

「ぬわあぁぁああああああぁあぁぁぁぁぁ！」

　そうして互いに悶もん絶ぜつして転げ回った。

　そりゃアツアツの汁をぶつけ合えば誰だってそうなる。

「だから嫌だったんだよ俺は！　絶対にこうなるじゃん！」

　静岡駅の床に拳こぶしを打ち付ける練司。

　誰に怒鳴っているのか分からないが、彼の怒りは黒はんぺんにも伝わった。

『落ち着け練司。阿形も同じじゃ。つまり条件は対等、これは好機じゃ！　さあもう一度やれ！』

「どこが好機だよバカ！　もう一度鍔つば迫ぜり合いなんてしたら、俺は帰るぞ！」

『やかましい！　こっちは黒はんぺんなんて珍妙なものにされているのじゃぞ！　貴様だけ無傷で帰ろうなんて、ムシが良すぎるわ！』

「やつあたりかよ、この女！」

『これでも一応ヒロインなのじゃぞ！　ヒロインを黒はんぺんにするなんて、キャラに対する愛がなさすぎると思わぬか!?』

「むしろオイシイと思えよ！」

　ギャーギャー怒鳴っているうちに、阿形が立ち上がる。彼も全身に汁を浴びていたが、根性で立ち直っていた。

「阿形……熱くないのか？」

「バカヤロー、こちとら元ホストだ。お客さんを笑わせるために熱々のＤアームを頬ほお張ばるなんて日にち常じよう茶さ飯はん事じだぜ」

　なんという修しゆ羅ら場ば。それをくぐり抜けた阿形に対し、練司は深い感かん銘めいと軽い軽けい蔑べつを同時に覚えた。

「さぁ、続きだ坊主。俺ぁ何度でも斬きるぜ。この静岡駅もブッた斬ってやる」

　味噌おでんを構える阿形に、練司は唾つばを飲む。

　もう一度打ち合えば──お互いただではすまない。

　と、その時だった。

「うわぁぁぁぁぁあああああああっ！」

　絶叫と共に雷の速さで飛び込んできたのは、何かに乗っている糸いと。

　巨大な物体に跨またがった糸は、ドリフトターンで練司の前に立ちふさがる。

　その衝撃で、また汁が飛び散った。

「アチィッ！　だから熱いんだよ！」

　悲痛な叫びを無視して、糸はキリッと阿形を睨にらむ。

「ここは私が代わりますっ！　負けませんよ！」

　そんな彼女が跨っているのは、四角い練り物。四方に刺さった爪つま楊よう枝じが足の役割をしているようだが、あれに乗ってここまで走ってきたのか。

「なんだそれ……？　さつま揚げ？」

「何言ってるんですか、〝マフラー〟ですよ！」

「マフラー……？」

　首に巻くアレや、バイクの排はい気き筒とうを想像する練司。

「ええっ、マフラーって北海道だけなんですか!?」

「さつま揚げとは違うのか？」

「さぁ……」

　練司と糸が首を傾かしげていると、

『マフラーとさつま揚げは同じものだ。北海道ではそう呼ばれている。首に巻くマフラーに似ているから名付けられたらしい』

　と、マフラー自身が渋い声で教えてくれた。やっぱり練り物になっても男らしい声をしているのだ、あのＤアームは。

「さあ、北海道のマフラーの力、見せてあげますっ！」

　マフラーに乗った糸が戦闘態勢を取る。

「上等だ！　来いや！」

　阿形も味噌おでんを構えるが、

「そこまでよ」

　そんな阿形の腕に、何かムチのようなものが絡からみついた。

「熱っ！　熱いっつーの！」

　汁気のあるそれを振りほどき、腕を押さえる阿形。

「誰だっ!?」

「この戦いを止めに来たのよ。これ以上の戦闘は無用だわ」

　阿形の後ろに立っているのは、Ｄアームを構えたＪ。

　彼女が持っているのは、昆こん布ぶ。

　出だ汁しを取るだけでなく、そのまま食べられるという万能食材。その中には圧倒的な量の汁気が内包されているだろう。うかつに手をだせば、熱々の汁がかかるはずだ。

「何をしに来た!?」

「フッ……もうここには用はないの。静岡が誇るもう一つのＤアーム、〝牛すじ〟を手に入れたから」

　彼女の手には、串に刺さった牛すじが握られていた。あれも昆布と同じ、だしにも食材にも使える万能のＤアーム。

「何な故ぜだ……!?　静岡の全ての飲食店は〝田楽機関〟がマークしていたのに！」

「甘いわね。全ての飲食店に派遣するから、かえって警備が薄くなったのよ。静岡は駄だ菓が子し屋やにもＤアームが置いてあるから、店舗数は莫ばく大だいな数になる」

「しまった……！」

　悔しがる練司。

　だがその目はまだあきらめていない。

「こうなったら、今この場で叩き潰つぶすだけだ！　行くぞ黒はんぺん！」

『正直、ものっそいダルいんじゃが』

「うるせぇ！　お前だってとっとと終わらせたいだろ！」

『それもそうじゃな。よし練司、アレを使うぞ』

「よしっ！」

　練司は黒はんぺんを構え、阿形とＪに突撃する。

「ハッ！　正面からたぁ、いい度胸──」

「くらえっ！」

　油断した阿形の顔に、練司は何かを投げる。

「ぐぁっ！　目、目がぁっ！」

　粉末状のそれは、だし粉だ。粉末状にした鰹かつお節ぶしに、青のりが混ざっている。黒はんぺんの能力は、それらを自在に出せる事。

「くっ……！」

　だし粉は阿形の背後にいたＪにもかかり、一瞬だけスキが生まれる。

「うおおおぉぉっ！」

　そこへ練司が突撃する。阿形をすり抜け、Ｊが持っていた牛すじに向かってダッシュする。彼女の手から牛すじを奪うと、一目散に離り脱だつしようとするが──

「アチッ！」

　やっぱり急激な運動で、牛すじの熱い汁が手にかかる。

　そして、うっかり串を落としてしまう。

『いかん！』

　黒はんぺんの声に、練司は身体からだで反応する。

　落下する牛すじを取ろうと素早く手を伸ばすが、串を弾はじいてしまう。もう一度空中に飛んだ巨大な牛すじを、練司はさらに追いかける。

「うおおおおおっ！」

　倒れ込むようにして、練司は牛すじに食らいついた。

　あとがきとはいえ、食べ物を粗そ末まつにするわけにはいかない。もちろん戦っているＤアームも、この戦闘が終わればスタッフが美お味いしくいただくはずだ。

『でかした練司！』

「…………！　………………ッ！」

　熱々の牛すじを口にくわえているため、喋しやべる事ができない練司。さらにダイブしてくわえたため、そのまま地面に仰あお向むけに倒れる。

　Ｄアームの落下は防げたものの、もはや練司の服は汁でビショビショになっており、食欲をそそる匂いが立っていた。

「今日はここまでのようね。退ひくわよ阿形」

「おう」

　あっさり牛すじをあきらめた二人、練司に背を向けて静岡駅の改札へ歩いて行く。

「次は九州のＤアームを狙ねらおうかしら。止めたければ止めてみなさい。フフ……」

　この場に全くそぐわない不適な笑みを残して、二人は消えていった。

　戦いの残ざん骸がいと、だしの効いた汁の中に取り残される練司。

「……何やってんだろう、俺」

　牛すじを噛かみちぎり、練司は呟つぶやく。

「腹が減ったのう。メシにしようか」

　食物から人間の少女に戻った黒はんぺん。

「そうですね。せっかくだからお昼にしましょう！」

　結局何もしなかった糸が同意する。

「よし練司、ハンバーガーを食べにいくぞ！」

「この状況でそれかよ！」

　叫びながら、練司は手に残った牛すじに食らいつくのだった。




　　　　＊




　えー。

　知らない人に説明すると、俺のあとがきは毎回こんな感じです。

　すいません。上からの命令には逆らえないんです。







　唐突ですが、担当様が変わりました。

　Ｔ女史、今まで本当にありがとうございました。貴女あなたの冷静なツッコミがなければ、今ごろミロクもデーゲンメイデンもメチャクチャな事になっていたでしょう。偉い人になっても俺の事を忘れないでください。

　さて、というわけで新担当Ｎ女史！　これからよろしくお願いします！

「こちらこそ、よろしくお願いします。ええと、それで田口さんはあとがきが大好きだと伺いまして、さっそく二十ページほどご用意しました」

　待って下さい、さすがにそれは多すぎる！　それにあとがき大好きなんて、誰が言ったんですか！

「やっぱり二十ページは多いですか。なら十五ページでどうですか？」

　まぁ、それくらいなら……。

　とタカをくくってた俺がバカだったよ！　普通の感覚で考えたら、あとがき十五ページってどう考えても多いよ！　いつもいつもそんくらい書かされてたから、前回の二ページが短すぎると思ったくらいだよ！

　調教って怖いわー。







　さてさて、ようやく本題。

　今作も買ってくださった方、本当にありがとう！　今回もお楽しみいただけたかな？　楽しめなかった方はごめんなさい。それでも買ってくれて本当にありがとう！

　今回の舞台になった池袋サンシャインシティだけど、ここは本当に楽しい場所なので友達や恋人と来る事をオススメします。もちろん一人でも楽しいよ！

　俺の思い出はサンシャイン劇場だな。大学時代に演劇集団キャラメルボックスの芝居を観みに行った場所だ。生まれて初めて触れた商業演劇に、もう俺の固定観念はグチャグチャにされたよ。あー、「人を楽しませてお金をもらう」って、こういう事なんだなぁって。

　そっからの大学時代はまたヒネくれて「お金なんかいらない、商業主義はクソだ！　俺はただ観てもらうだけでいい！」なんてアーチスト気取ったりしてたんだけど、こうしてラノベを書くようになってからは、キャラメルボックスの姿勢をもう一度見直したよ。お客さんを楽しませてお金をもらうって、本当に難しい。

　あと、サンシャイン水族館もいいね！　それほど広くないんだけど、内装がすごくステキで時間を忘れて見入ってしまう。パンフレットとかじゃ空中水槽が目立つけど、俺はむしろ中の珍しい魚たちを推したい！

　ちなみに柴しば乃の櫂かい人とさんは、以前乙女ロードの近くで働いていたらしく、声優のイベントがあると仕事場まで大音声が聞こえて来たらしいです。柴乃さん、今回も素敵なイラストありがとうございます！







　というわけで、また次巻でお会いしましょう！

　できるだけ早いうちにお届けできるように頑張ります！

　では、これにて失礼！





田口　仙せん年ねん堂どう













デーゲンメイデン




2．池いけ袋ぶくろ、穿せん孔こう















田た口ぐち仙せん年ねん堂どう
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